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プロローグ







　短針と長針が重なって。今日の終わりと、明日の始まりを告げる時間。

　ベッドから体を起こして、耳を澄すまして。

　屋や敷しきが静まりかえっているのを確かく認にんして。

　窓から外を見れば、難民たちも大人しくしている。

「さて、脱だつ走そうじゃ」

　パジャマを脱ぬぎ捨すてて。ドレスに着き替がえて。ブーツの紐ひもを結んで。

　この寝しん室しつから飛び出そう。

　二階だけど、大だい丈じよう夫ぶ。

　窓のすぐそばまで太い枝が伸のびているから。あれを伝っていけば簡単に逃にげ出せる、と思う。

「メアリは怒おこるかな……怒るのじゃろうなぁ」

　一番仲のいい使用人の顔を思い出す。普ふ段だんは優やさしいけど、怒ると誰だれよりも恐おそろしい人。笑え顔がおのまま、頭を万力のように締しめてくる。だけど、メアリの作るホットケーキはこの世で一番美お味いしい食べ物だから。メアリもホットケーキも、どっちも大好き。

　メアリを怒らせたくないし、心配もかけたくないけど、それでも行く。

　肩かたにかけた鞄かばんの中には、ランプ、ビスケット、軽い財さい布ふ、替かえの下着。忘れ物はない。

「よし。夜中に抜ぬけ出すなど何年ぶりか忘れたが、ちょっとワクワクするのぅ」

　窓まど枠わくに足を掛かけ、ジャンプ。

　ふわっと体が浮ういて。

　上う手まく枝にしがみつけた。

　冷ひや汗あせをかきつつも、物音を立てないよう慎しん重ちように進んで、木にそって地上に降りる。

　あとは難民キャンプを迂う回かいして、最も寄よりの駅まで行くだけ。

　旅費は足りる、はずだ。問題ない。ちゃんと行って帰ってこられる。

「いや、帰ってくるだけでは意味がない。これが失敗したらそのときは……」

　国が滅ほろびる。

　バニスター合衆国とアクランド帝てい国こく。どっちが勝つか知らないけど、勝った方がこの国を変えてしまう。

　国王も議会も操あやつり人にん形ぎよう。

　リキッド利権が絡からむ以上、手加減などありえないから。

　――妾わらわがやらねば誰がやる。

　だからハリエット・ラウドリアは、茜あかね色いろの髪かみを揺ゆらして闇やみ夜よを走った。







第一話　無謀ここに極まる







　西ケルストリアにおけるリキッド採さい掘くつは極めて順調だった。

　イブが改良した精製施し設せつも順調に稼か働どう中であり、ＲＯＬの未来に障害は何もないかのように見える。

　しかし、今現在、アレックスは早さつ急きゆうに解決しなければならない問題を抱かかえていた。

　それは販はん売ばいルートの確保だ。

　どんなに良質の商品を作ろうとも、買ってくれる者がいなければ在庫を抱えるだけ。

　同じように、リキッドの生産が順調であっても、出しゆつ荷かしなければ意味がないのだ。

　そして、世界のリキッド市場がトリプルキングダムによって支配されているというのは、子供でも知っている常識。

　そこに切り込んでいこうというのは、アレックスを以もつてしても並なみ大たい抵ていの仕事ではない。

　特にＲＯＬは西ケルストリアにおいて、ハルバートと敵対している。

　ＲＯＬのリキッドを買うということはつまり、ＲＯＬの共犯者になるということだ。

　まともな神経の企き業ぎようなら、そんな無謀は選せん択たく肢しにすらならない。

　よほど危ない思想でない限り、キングダムに逆らおうとすら思わない。

　だがアレックスは、自分以上に危ない連中を知っていた。

　カスペット州のマフィアである。




※




　カスペット州。

　新大陸の南東に位置するその場所は、州ごとの独立性が高いバニスター合衆国においても、別格のものと認にん識しきされていた。

　いわく、特産品がドラッグであるとか。

　いわく、州議会がマフィアに支配されているとか。

　いわく、道ばたに死体が転がっていても誰も驚おどろかないとか。




　いわく、あのキングダムの威い光こうが通用しないとか。




　カスペット州について語られる噂うわさのほとんどは、実のところ完全に真実であり、連れん邦ぽう警察ですら見て見ぬ振ふりをしているのが現状だ。

　そもそも連邦警察は『マフィアが存在している』という現実から目をそらしていた。

　連邦警察の自じ慢まんは検挙率の高さであるが、いかに彼かれらの規模が巨きよ大だいでも、マフィアの犯罪全すべてと戦うのは不可能なのだ。

　そこで連邦警察がとった対策は、マフィアの存在そのものを無視するという画期的なものだった。

　マフィアなどいないのだから、マフィアによって行なわれた犯罪もまた有り得ないのである。

　これにより連邦警察は、見かけ上、賞賛されるべき検挙率を叩たたき出した。

　マフィアもこの処置には喜んだ。悪いことをしても捜そう査さすら行なわれない。天国以外の何ものでもなかった。

　こうして互たがいの利益が一いつ致ちし、奇き妙みような蜜みつ月げつ関係が完成する。犠ぎ牲せいになるのは市民だけだ。

　そんなカスペット州のマフィアを前に――それも最大勢力のブライアーズ・ファミリーの首領ボスを前にして、アレックス・ベイリアルはさも当然のようにソファーの背もたれに身を沈しずめる。

　首領ボスの自宅に自分から乗り込み、あげく平然と自らの要求を語っていた。

　何も知らない者からしたら自殺行こう為いに見えるだろう。しかし、こうして首領ボスは一対一で会ってくれている。アレックス・ベイリアルという二十歳はたちの若者は、ブライアーズ・ファミリーにとってそれほどの男なのだ。

「相場の半額だな。いくら貴様の頼たのみでも、それ以上は出さんぞ、アレックス」

　アレックスに鋭するどい目を向けながらそう言い放った彼こそが、カスペット州の支配者たるフレディ・ブライアーズその人である。

　まだ四十代のはずだが、髪に白が多く交じり、顔全体に深く刻まれた皺しわが十歳さい以上見た目を老ふけさせている。そのことが逆に迫はく力りよくを生み、さして大おお柄がらでもないのに圧あつ倒とう的てきな気配を纏まとっていた。一体いくつの修しゆ羅ら場ばをくぐってきたのだろう。並の人間なら、こうして目を合わせているだけで気絶するかもしれない。

　だが、アレックスは笑えみさえ浮かべ、対等な交こう渉しようを開始した。

「半額とは冗じよう談だんでしょう。それではＲＯＬの儲もうけがほとんどありません」

「少しでもあれば上等だろうが。それとも、他に売るアテはあるのか？　貴様には一度命を助けられているが、それとこれとは別だ」

　フレディは眉まゆ一つ動かさず、露ろ骨こつにこちらの足元を見てくる。

　それもそのはずだ。なにせアレックスはＲＯＬの生命線。すなわち、採掘したエンシェント・リキッドの販売ルートを構築するためにここにいるのだから。

　アレックス率いるリベンジャー・オブ・ルーメシア――略りやく称しようＲＯＬは、西ケルストリアという優良鉱区を手に入れ、一日あたり五五〇〇バレルものリキッド原液を採掘していた。しかし、いくら現物があろうとも、買い手がいなければ商売は成り立たない。

　今のところはルーメシア王国と西ケルストリアで流通させているが、供給が需じゆ要ようを遥はるかに上回っており、一割も消費できていないのが現状だ。

　そこでアレックスが白羽の矢を立てたのが、このカスペット州だった。

　カスペット州最大の生産物はアヘン、コカイン、大たい麻まなどのドラッグだが、しかし近年、リキッド産業にも参入している。そのきっかけを作ったのはアレックスだ。

　かつてアレックスがハルバートに所属していた頃ころ、カスペット州は全リキッド企業の憧あこがれの地だった。莫ばく大だいな埋まい蔵ぞう量りようを誇ほこっているのは分かりきっていた。これが普ふ通つうならハルバートかエクストラのどちらかが、資金力と政治力に物を言わせて、その土地を手に入れてしまう。

　ところがカスペット州はマフィアが支配する世界だ。キングダムにとっても、カスペット州に手を出すことはタブーとされてきた。
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　そこに風穴を開けたのが、入社したばかりのアレックスだった。

　マフィアの間に反ブライアーズ・ファミリーの動きがあることを察知したアレックスは、それを積極的に煽あおり、フレディ暗殺を実行させた。そして殺される寸前だったフレディを助け信用を勝ち取り、契けい約やくを結んだのである。

　かくしてハルバートは、カスペット州の一部における採さい掘くつ権けんを手に入れた。

　結果ハルバートは、カスペット州がリキッド採掘地として優良であると証明したのだ。

　それを見たフレディは、すぐに気付いた。こんな旨うまい商売、自分でやらない理由がない――と。

　フレディの行動は迅じん速そくだった。リキッドの知識がある人材を雇やとい、カスペット・リキッドを設立。自分の土地で有望な場所はケシ畑やコカ畑を潰つぶしてでも掘ほった。州で管理している土地は、議会に働きかけて買い取った。他のファミリーの土地でもリキッドが湧わく可能性があれば、あらゆる方法で手に入れた。

　精製所を造り、合衆国のあちこちへ出荷も始めた。カスペット州内では小売もやった。いつしかカスペット・リキッドは、セミキングダムと呼べるほどの規模になっていた。

　本来、キングダム以外のリキッド企業がここまで成長することは有り得ない。そうなる前にキングダムによって排はい除じよされてしまう。だがマフィアには、政治力も暴力も通用しなかった。

　アレックスのＲＯＬもカスペット・リキッド同様、非キングダム系企業だが、いまだ強固な販売ルートを構築するに至っていない。

　ならば出来上がるまでマフィアの力を借りてしまおうと考えたわけだ。

　力を借りる以上、多少の手数料を取られるのは仕方がない。が、それにしても相場の半額で買い叩くというのは、なかなか口に出せるものではない。流石さすがはマフィアである。

　もちろん、はいそうですかと従うアレックスではない。

「ところで首領ボス。リキッド業を始めてからも、ドラッグの売れ行きは好調のようですね」

「……それがどうした。貴様には関係のない話だろう、アレックス」

　急に話題を変えられ、フレディは戸と惑まどいを浮かべる。続いて一いつ瞬しゆんだけ、嫌いやなことを思い出したように眉をひそめた。

　触ふれられたくない話題なのだろう。なにせ彼らにとっての死活問題なのだから。

　売れ行きが好調。なのに喜べない事情がある。

　まともな商売であれば考えられない話だが、ドラッグがまともな商売でないのは明白だ。

「使えない金が膨ふくらんで大変なのではないですか？」

　フレディがアレックスの弱みにつけ込んでリキッドを安く買い叩こうとしたように、アレックスもまたフレディの弱みにつけ込む。

「数千億単位の非合法な金が、銀行に預けることも出来ず遊んでいるのでしょう？　連邦警察がマフィアを無視してくれても、国税庁はいまだうるさい。そこで、どうでしょう。私がマネーロンダリングを請うけ負おいましょうか？」

　アヘンやコカインで儲けた金は、言うまでもなく非合法な金だ。おそらくブライアーズ・ファミリーは、リキッドをはじめとした合法的な手段で得た金にドラッグマネーを混ぜ、国税庁の目を誤ご魔ま化かしているはずだ。

　しかしカスペット州で生産されるドラッグの規模は、常じよう軌きを逸いつしている。それこそ見み渡わたす限りアサの大草原、振り向くとコカの森。場所を変えるとケシの花畑といった具合だ。当然、そこから得た金は、誤魔化しきれる量ではない。

　そんな金を馬ば鹿か正しよう直じきに銀行に入金すれば、すぐさま国税庁が飛びついて、口座を凍とう結けつされてしまう。かといって現金のままでは、あまりにも扱あつかいにくい。

　マネーロンダリング出来るというのなら、いくら手数料を払はらってでもやりたいだろう。

「……出来るのか？　半はん端ぱな額じゃないぞ」

「ＲＯＬのリキッド原液を相場の二割増しで買い取って頂けるのであれば、いくらでも」

　どうか買ってくださいとすがりつく立場なのに、アレックスは価格をつり上げた。

　その出で鱈たら目めにフレディは一瞬だけ笑う。しかし笑っていられるはずもなく。すぐに表情を引ひき締しめ、眼がん光こう鋭するどく睨にらんでくる。

「腹が立つ男だな、貴様は。いつの間にか立場を逆転させやがった。だが、いくら貴様でも、そう簡単には信用できねぇ。どうやってロンダリングするのか方法を言え。それを聞いてから考えてやる」

「賢けん明めいですね。もっとも、方法は単純。海外のプライベートバンクを使います」

　プライベートバンクとは簡単にいえば、金持ちの資産を管理する銀行のことだ。普通の銀行と違ちがい、顧こ客きやくには必ずプライベートバンカーと呼ばれるパートナーが付き、資産の管理や運用、税務、法務、その他もろもろのサービスを提供してくれる。

　プライベートバンクと顧客は、強い信しん頼らいによって結ばれていなければならない。そうでなければ、莫大な資産を預けるなど不可能だろう。

　なかでもヘルン共和国のプライベートバンクは、世界最高と言われている。

「確かにヘルン共和国の金きん融ゆう機関なら、情報が漏もれることはないだろう。しかし問題は、どうやってプライベートバンクに入金するか、だ。合衆国から送金したら銀行に記録が残る。意味がないぞ」

「私が直接ヘルン共和国まで現金を運びましょう。古今東西、マネーロンダリングにおいては、現金で持ち運ぶのが一番なのです」

「簡単に言うが、それこそ大だい丈じよう夫ぶなのか？　税関の目はそこまで節穴か？」

　首領ボスはどんな小さな穴も見み逃のがさないよう、次々と質問をぶつけてくる。逆に言えば、それだけアレックスの話に興味を持っている証しよう拠こだ。

「マフィアの構成員が出国しようとすれば、誰もが怪あやしむでしょう。ですが、私はビジネスマンです。世界中を飛び回って当然。それに今回、私は自前の貨物船で合衆国に来ました。何千億レーラか知りませんが、他の荷物に紛まぎれ込ませるのは簡単です」

「貨物船で……なるほど。初めからマネーロンダリングを請け負うつもりで来たのだな」

「ええ。首領ボスと交渉するにはこれしかないと思っていたので。しかし空の貨物船で来るのは勿もつ体たいないので、西ケルストリアの果実を満まん載さいしてきました。帰りはルーメシア王国に新設する繊せん維い工場のため、合衆国製の機械を乗せて行く予定です」

「一挙手一投足が儲けに繋つながっているわけか。抜け目がない男だな」

「何をおっしゃいます。首領ボスとて、短期間で立派なリキッド企業を育てたじゃありませんか。私はそのおこぼれをもらおうと必死なだけですよ」

　それは世辞ではなく本心だった。いくらマフィアという特とく殊しゆな立場にあるとはいえ、二年足らずで一つの州に販はん売ばい網もうを作り上げた手しゆ腕わんは並ではない。

　だがアレックスの賞賛をフレディは素す直なおに受け取らなかったらしく、鼻で笑った。

　ちなみにアレックスは持ち帰る機械の中に、十機のレギオンフレームを紛れ込ませていた。ルーメシア王国の軍備増強のためである。無論、そこまではフレディにも明かさないが。

「ロンダリングの説明を続けてもらおうか」

「ヘルン共和国で私が代理人となり、プライベートバンクにブライアーズ・ファミリーの口座を開設します。金融機関に勤める人間が顧客の情報を流すのは、ヘルン共和国では殺人と同等の罪とされています。情報が漏れることはまずありません。この口座に入金した時点で、政府機関すらシャットアウトしてしまいます」

「プライベートバンクに預けた金を使いたくなったらどうすればいい？」

「まずプライベートバンカーに、ヘルン共和国でペーパーカンパニーを作らせます。仮にこれをＡ社としましょう。このＡ社名義で、今度は合衆国銀行に口座を作り、プライベートバンクから幾いくらか金を移動させます。さて、これで準備は万全です。あとは小切手を使います」

「いまいちよく分からんな」

　フレディが眉をひそめる。

「そう焦あせらず。ここからが実じつ践せん編へんです。そうですね……例えば首領ボスが新しく自動車を買うとしましょう。首領ボスはその支し払はらいのため小切手をカーディーラーに渡わたします。この小切手の名義はＡ社。支払人は合衆国銀行です。カーディーラーがこの小切手を銀行に持っていくと、合衆国銀行にあるＡ社の口座から自動車の代金が引き落とされ、カーディーラーの口座にしっかりと入金されます。首領ボスは車を手に入れ、ディーラーは金を手に入れる。それだけです」

「随ずい分ぶんと簡単なようだが、本当にバレないのか？」

「簡単なのにバレません。なにせ、この取引でブライアーズ・ファミリーの名は一度も出てきていません。出たのはＡ社と合衆国銀行だけで、プライベートバンクすら登場していないのです。小切手も合衆国銀行が発行した本物で、Ａ社も書類上はヘルン共和国に存在していますから、カーディーラーが怪しむ余地はありません。合衆国銀行から見ても、当たり前の小切手として処理して終わりです。ブライアーズ・ファミリーは合衆国から一歩も出ることなく、海の向こうのヘルン共和国に預けた金で買い物が出来るわけです」

　アレックスの説明を聞き終えたフレディは、暫しばらく黙だまり、考え込むように俯うつむいた。それから小さく頷うなずき、アレックスを鋭い目で見み据すえる。

「分かった。貴様に託たくそう。リキッド原液を二割増しで買うだけで綺き麗れいな金が手に入るなら、願ったり叶かなったりだ」

　狙ねらい通りフレディはアレックスの条件を呑のんだ。当然だろう。

　二大超ちよう大たい国こく以外では、リキッドを十倍の価格で買わされているのだ。二割増しなど、むしろ安い方。それで確実にマネーロンダリング出来るというのなら、まともに損得勘かん定じようできる人間なら受けるに決まっている。

　しかしアレックスは、更さらに一つ付け加えなければならなかった。もしかすれば首領ボスの不興を買い、全てがご破算になる可能性すらあったが、言わねばそもそもの大義が失われてしまう。ＲＯＬがキングダムと同じ、暴利を貪むさぼるだけの企業に落ちてしまう。

「首領ボス。一つだけよろしいでしょうか。言うまでもありませんが、どんなシステムにも絶対ということはないのです。故ゆえに破は綻たんを回かい避ひする最善の方法は、そもそもロンダリングを必要としない経営をすることです」

　堂々としていたフレディの視線が、わずかに泳いだ。

「ドラッグから足を洗え――と？」

「端たん的てきに言えば」

　フレディの瞳ひとみはアレックスをジッと見つめてくる。視線だけで人を殺せそうな眼光だ。流石さすがのアレックスも、背中にヒヤリとしたものを感じた。

　仮にフレディがこちらに危害を加えようとしても、逃げおおせる自信はあった。だが年季の差というか、長年の経験から来る迫力というものは、どうしても二十歳のアレックスでは見み劣おとりしてしまうのである。

　ところがアレックスの緊きん張ちようをよそに、フレディは呆あつ気けなく了りよう承しようした。

「言われなくても分かっている」

　はて、聞きき間ま違ちがえかな、とアレックスは思わず自分の耳を疑った。リキッド以上の利益を叩き出すドラッグを捨てると、そうフレディはいとも簡単に宣言したのだ。

「何だその顔は？」

「あ、いえ……」

　動どう揺ようを隠かくしきれない。

「ふん。実のところ、貴様の条件を呑んだのはそのためなのだ。俺おれたちは先代のときからドラッグを扱ってきた。だから俺自身も、その商売を続けてきた。だが、見てみろ。あとに残ったのはまともに使えない汚きたない金と、街にはびこる廃はい人じんの山だ。この歳になると自分が今までやってきたことの意味をどうしても考えちまう。後こう悔かいばかりだ。今の若い奴やつらに俺と同じ思いはさせたくない。真っ当なビジネスで稼かせげるなら、そっちの方がいいに決まっているんだ。いつくたばるか分からん身分だが、死ぬまでにカスペット州からドラッグを一つ残らず消してやるつもりだ」

　アレックスにとって予想外の出来事というのは、そう滅めつ多たにあることではない。しかしこれは、本当に不意を衝つかれた。

　覚かく悟ご。フレディの瞳に浮かぶそれは、アレックスの打だ倒とうキングダムと同等のものに見えた。

　――ああ、俺はまた大人を見誤ったか。

　戒いましめていたつもりなのに増長していた。自分は二十歳のガキだということを肝きもに銘めいじるべきなのに。

「首領ボス。リキッド原液の価格、少し間違いがあったようです。こちらから買って下さいとお願いしているのに、二割増しというのは礼を失する話。やはり一割増し程てい度どが妥だ当とうかと」

「貴様がそれで良いというのであれば、こちらに異論があるはずもない」

　そう言ってフレディは手を差し出してきた。

「やはり貴様は信用できる男だよ、アレックス」

「あなたの信用を得るため努力していますから」

　アレックスがフレディの手を取ると、強いグリップが返ってきた。




※




　フレディの屋敷は郊こう外がいのアサ畑の中に建っている。一見すればのどかな印象だが、その周りをサブマシンガンを持った男たちが、ドーベルマンを引き連れ、二十四時間体制で警備していた。

　近づけば命はないと、殺気でもって教えてくれるのだ。

　噂によるとブライアーズ・ファミリーは、レギオンフレームすら有しているとか。

　そもそも州軍すらブライアーズ・ファミリーの意のままに動くのだから、フレディは事実上、カスペット州の帝てい王おうと呼んで差さし支つかえない存在だ。

　アレックスはそんなフレディの屋敷から街のホテルまで、ファミリーの構成員が運転する自動車で送られて帰った。

「まるでマフィアの幹部になった気分だったよ」

　部屋に戻もどり、イブとミレーヌにフレディとの契約を説明したアレックスは、最後に冗談めかしてそう言った。

　無論、アレックスはＲＯＬの社長であり、リキッドを主体としたビジネスマンだ。マフィアになることは有り得ない。

　ところが、二人の少女はそう思ってくれなかったらしい。

　なにやら難しそうな顔でアレックスを見つめ、それから同時に大きなため息を吐つく。

「頭下げて安くしてでも買ってもらう立場なのに、相場の一割増しって……」

「しかもマネーロンダリングを請け負うなんて、とんだ悪党ですわ」

「お兄ちゃん、私が大学に行ってる間に悪い人になっちゃったんだね！」

「私がいなければアレックスは悪の道まっしぐらですわ。やはり私が付きっきりで更こう生せいさせて差し上げないと」

「あー駄だ目めだよー、それは私の役目ー」

　と、二人はやかましい。

　イブの言うとおり、安く買い叩かれるところを、相場より高く売りつけてきた。これは確かだ。

　であれば、むしろ賞賛されてしかるべきではないのか。なぜ自分は冷たい目で見られているのか。アレックスは腑ふに落ちなかった。

　確かにドラッグで稼いだ金をロンダリングするのは褒ほめられた行ないではないが、ケシ畑もアサ畑もコカ畑も潰すと言っているのだから、構わないはずだ。

　それにしても、イブとミレーヌでこの反応ということは、シャロン姫ひめなら泡あわを吹ふいて卒そつ倒とうしかねない。この件は黙っているのが吉きちだ。それに王族であるシャロン姫は、ＲＯＬの暗部には関かかわらない方がいいかもしれない。

　シャロン姫にはシャロン姫の役目がある。それは表の世界で果たされるべきだ。

「ところでお兄ちゃん。もし首領ボスにドラッグをやめるつもりがなかったら、どうしてたの？」

「そのときは預かったドラッグマネーを、俺のプライベートバンク口座に突っ込んでトンズラする。そしてジョンが大統領になったら、連邦警察の体制を一新し、マフィアを徹てつ底てい的てきに潰させる」

　ジョンというのは、アレックスと手を組んでいる大統領首席補ほ佐さ官かんのことだ。

　彼は大統領の側近を務めていながら、その地位を簒さん奪だつしようと企たくらんでいる。

「え、えげつないですわぁ……」

「お兄ちゃんって、いつもそうやって悪いこと考えてるの？」

「悪いこととはなんだ。犯罪者をやっつけて何が悪い」

「うーん……」

　イブは釈しやく然ぜんとしない様子で唸うなったが、アレックスも釈然としない。

　非難されるようなことは何一つしていない、はずだ。

「そんなことよりも。お前ら、フロックハート自動車に行ってきたんだろ。どうだった？」

　アレックスが話の向きを変えると、イブとミレーヌは対照的な表情を作った。

「むふふー。それはもう順調だよ。もしかして私って天才かも～～」

　と、笑みを浮かべるイブに対し、ミレーヌは青ざめ肩を震ふるわせた。

「順調ではありませんわ！　あんな恐ろしい機体……思い出しただけで……ああ！」

「いや、確かに機体のバランスは少し……だいぶ……かなり悪いけど、発動機は凄すごいパワーなんだよ！　冷れい却きやくと耐たい久きゆう性せいに問題ありだけど、何とかなる！　ね、ムルル、ポポラ」

「ぴ？」

　ベッドの上でゴロゴロしていたドラゴン型の精せい霊れいムルルは、突とつ然ぜん呼ばれて首をかしげた。

　しかし、その隣となりでフワフワ浮かぶ丸い綿毛状のポポラは、全身の毛を逆立てて布ふ団とんの中に潜もぐり込んでしまった。

「何だ？　ポポラの奴、どうしたんだ」

「どうしたもこうしたも、あんな恐ろしいレギオンフレームに乗るなんて、精霊だってお断りに決まっていますわ！」

「でもムルルは平気そうだよ？」

「それは……ムルルはアレックスの精霊ですから。きっと頭のネジが緩ゆるんでいるのです」

「俺の精霊だからって失礼な奴だ。ムルル、俺たちは完かん璧ぺきにまともだよな？」

「ぴー」

　ムルルは楽しそうに鳴いて飛び立ち、アレックスの頭の上に降り立った。それが肯こう定ていを意味するかどうかは不明だが、アレックスは満足した。

「しかし、ミレーヌがテストパイロットだったのに、ポポラだけでなくムルルまで使ったんだな。どっちがいいデータだったんだ？」

「うーん……はっきり差が出るほどミレーヌさんが上手く操縦してくれなかったから……」

「あんな機体、まともに動かせる人なんていませんわ！」

「そ、それは……もうちょっと仕上がったら何とかなるよ！　ミレーヌさんは無理でもお兄ちゃんなら何とかなる……よね？」

　イブは自分で言い出しておきながら、頼たよりない声を出す。

　どうやら仕上がるまで時間がかかりそうだ。

「俺はその機体を見てもいないから何とも言えんな」

　バニスター合衆国にて最大の規模を誇る自動車メーカー、フロックハート自動車。その工場の一つが、このカスペット州にある。その設備を借りて、イブは新型精霊発動機の試作品を作っていた。そして今日、既き存そんのレギオンフレームを改良して搭とう載さいし、起動実験を行なったのだ。

　ミレーヌは民間軍事会社ＰＭＣブラックファングに所属し、『雷らい撃げきの魔ま女じよ』と呼ばれるほどの超ちよう一いち流りゆうレギオンフレーム使いなのだが、その彼かの女じよがこれほど脅おびえているということは、よほど扱いにくい機体らしい。

　もっとも、平然としているムルルを見る限り、自分なら大丈夫かも知れない、とアレックスは思ってしまった。そんなことを言えば、ミレーヌがますますヘソを曲げるので、決して口には出さないが。

「もしあんな機体をまともに動かせる人間がいたら、鼻からピーナッツを食べますわ！　それよりもアレックス。この記事を読みましたか？」

「ん？　ああ、ラウドリア王国の記事か」

　ラウドリア王国。

　半年ほど前から、王室派と議会派に分かれて内戦状態に突とつ入にゆうしている国だ。

　内戦と言っても、議会派は合衆国の支し援えんを受け、王室派は帝国の支援を受けている。つまり実質的には、二大超大国の代理戦争だ。

　双そう方ほうとも強力な後うしろ盾だてがあるせいで、戦せん闘とうは泥どろ沼ぬま化かしている。

　新聞には、戦死者の数が更に増え、家を失った国民が難民化していることが書かれていた。

　動員された兵数はどちらも五万を超こえ、死傷者は合わせて二万にのぼっている。

「掘れば出るとさえ言われた国だからな。俺がハルバートに入社する前の話だが、トリプルキングダムがいくら迫せまっても、ラウドリア王国はリキッド採掘の許可を出さなかったらしい。他に掘る場所はいくらでもあったから、キングダムもそれ以上のことはしなかったんだが……」

　一番最初に手を出したのが三社の内どれかは知らないが、当然、残る二社が黙っているはずもなく。半年経たっても終わりの見えない戦争になってしまった。

「ＲＯＬは参加しないのですか？」

　ミレーヌは期待に目を輝かがやかせ、アレックスに顔を近づけてくる。

　もちろん、アレックスとて興味がないわけではない。だが――

「参加しない。先手を打ったならともかく、合衆国と帝国がガッチリ組み合っている今からノコノコ出向いたって、何も出来ないよ」

　西ケルストリアではトリプルキングダムの先手を打ち、鉱区を取得した。そして不当な暴力で鉱区を奪うばおうとしたハルバートの企みを逆利用して勝利した。

　しかし、このラウドリア王国は事情が異なる。

　合衆国には議会派を支援するという大義名分がある。帝国も同様だ。そもそも新聞で堂々と報道されているのだから、アレックスの付け入る隙すきがない。少なくとも西ケルストリアと同じ方法では駄目だ。

　アレックスは自信家だが、勇気と無謀の違いは心得ている。

　今はまず、西ケルストリアを盤ばん石じやくにすることに努めよう。とりあえず、販売ルートはブライアーズ・ファミリーのお陰かげで解決した。

　西ケルストリア軍はミレーヌが鍛きたえ上あげたので、かなりの練度になっている。リキッドが豊富なので、燃料切れの心配もない。首しゆ相しようと将軍は、東ケルストリアを併へい合ごうし、ケルストリア島を統一する計画を立てていた。そうなれば戦力はより盤石となり、トリプルキングダムといえど、容易には手を出せなくなってくる。

　あとは採掘機を増やし、生産量を更にアップさせるべきだろう。

　アレックスは次の目標として、タンカーの購こう入にゆうを考えている。現状、リキッドを樽たるに詰つめ、汎はん用よう的てきな輸送船を使って運んでいるが、これでは一度に運べる量が少ないし、積つみ卸おろしにも時間がかかる。だが専用のリキッド貯蔵タンクを備えたタンカーならば、桁けた違ちがいの量を積めるし、湾わん岸がんの貯蔵施設にパイプを繋いで直接リキッドを流し込むのも可能だ。

　もちろん、買うからには大型タンカーだ。

　だが、タンカーが大きくなればなるほど、運用するのに金がかかる。それをペイするには、単純にリキッドを大量に積み込むしかない。

　高い積せき載さい量りようという利点が、同時に足かせにもなるわけだ。

　そして今のＲＯＬには、大型タンカーで採算がとれるほどのリキッドはない。

　いずれ近い内に、西ケルストリア以外にも鉱区を取得しなければ。

　そういった意味で考えると、ラウドリア王国は魅み力りよく的てきなのだ。

「そう言えば、ヘルン共和国はラウドリア王国の隣となりだったな……だったら、ついでに……いや、やっぱり無理だ」

　隣同士といっても、二つは完全に独立した国。片方が戦争しているからといって、もう片方までそれに加わる必要はない。

　まずはヘルン共和国に行って、マネーロンダリングをしなければ。

　故にアレックスは、このとき、自分がラウドリア王国に関わることになるとは露つゆほども思わなかった。




※




　民間軍事会社ＰＭＣブラックファングの社長、カール・オルブライトはカスペット州にいた。

　大学時代からの親友の呼び出しを受けて、ホテルのバーに向かっているのだ。

　前に会ったときは高級レストランのディナーだったが、堅かた苦くるしいだけで味わう余よ裕ゆうもなかった。

　しかし酒ならば、砲ほう弾だん飛とび交かう戦場でも味が分かる。

　自分も相手も酒しゆ豪ごうなのだから、こういう場所が一番相応ふさわしいだろう。学生気分に戻って飲み比べてもいい。もっとも、あの頃は安臭いパブで飲んでいたが。

　そしてカウンター席に、目当ての背中を見つけ、その隣に腰こし掛かけた。

「一年ぶりか。随分と老けたじゃないか、フレディ」

　相手の名は、フレディ・ブライアーズ。

　言わずと知れた、カスペット州の帝王。マフィアの首領ボスだ。

「正確には十三ヶ月前だ。あのとき俺は、お前に最高級のディナーを奢おごってやったんだぜ。その恩に報むくいる手段が出で会あい頭がしらの暴言か」

「おいおい。俺はあんな高そうな所に連れて行けなんて頼んだ覚えはないぜ。あやうく窒ちつ息そくするところだったんだぞ」

「だから今日は、お前の大好きな酒が沢たく山さんある所にしたじゃないか」

「まるで自分は違うみたいな言い方だな」

「もちろん、俺も大好きだ」

　カスペット州の帝王はニヤリと笑い、自分とカールの酒を注文した。

　当然、ウイスキー。オン・ザ・ロック。ダブル。

　男が飲む酒はウイスキーのロックかストレートと決まっており、それ以外の酒は女子供が飲む物なのだ。少なくとも二人の間ではそうなっている。

「それじゃあ、日に日に増えていくフレディの白しら髪がに乾かん杯ぱいだ」

「まるでお前は違うみたいな言い方だな」

「無論、俺はいつまでも若々しいぜ」

　カールはブライアーズ・ファミリーの首領ボスを前にしても遠えん慮りよしない。する必要がない。

　なぜなら、親友と飲んでいるだけなのだから。

「ところでカール。今日お前を呼びつけたのは、ただ会いたかったからじゃない。仕事の話だ」

「何だ、そりゃちょっと残念だな。だが話は聞くぜ。お前は命の恩人だからな」

　それは大げさではない。フレディがいなければ、今いま頃ごろカールは骨になって森にでも埋うめられていただろう。

　カールとフレディは、大学の同期生。しかもルームメイトだった。

　フレディは落ち着いた物静かな性格で、カールは対照的に破は天てん荒こうな男だった。全く違う性格なのが逆に良かったのか、二人は妙みように馬が合った。

　しかし、カールがあちこちで起こす騒さわぎに、フレディはいい顔をしなかった。

「いい加減にした方がいいぞ、カール。この街はマフィアが支配しているんだ。その辺のチンピラと喧けん嘩かしている内は構わんが、大物に目を付けられたらお終しまいだ」

「フレディ。お前はいい奴だが、臆おく病びようなのが玉に瑕きずだな。マフィアと喧嘩なんて、楽しそうじゃないか」

　そしてカールはあるとき、ギャングの女に手を出してしまった。そいつはドラッグのバイヤーをしており、大物マフィアの後ろ盾もあった。

　単純な殴なぐり合あいなら誰だれにも負けないカールだが、相手は仲間を引き連れてきた。武器も持っていた。一いつ介かいの学生に過ぎないカールには太た刀ち打うちできなかった。捕とらえられ、倉庫に監かん禁きんされ、拷ごう問もんされ、そして犬の餌えさにされる運命だった。

　そんなカールを救ってくれたのがフレディだった。

　フレディはマフィアの最大勢力、ブライアーズ・ファミリーの跡あと取とりだったのだ。

「お前に借りたノートのお陰で単位を落とさずに済んだからな。これはそのささやかな礼さ。これで借りも返したことだし、俺はあの部屋を出て行くよ。今まで楽しかったぜ」

　フレディはカールを縛しばる縄なわをほどきながら、そんなことを言い出した。

「おいおい、何を言い出す。どうしてお前さんが出て行く必要があるんだ？」

「なぜって、いくらお前が酔すい狂きようでも、マフィアと同じ部屋なんて嫌だろう」

「心外だな。俺は白面しらふだぜ。白面だから命の恩人を追い出したりしない。今回の件で俺の馬ば鹿かさ加減に呆あきれて出て行くって言うんなら、止めたりはしないが」

「確かにお前は馬鹿だな。俺が見張っていないと、何をしでかすか知れん」

　以来、二人は親友となった。

　卒業後、カールは軍に入り、のちに退たい役えき。ブラックファングを設立。

　フレディは家業を継ついで今に至いたる。

　あれから二十年以上経っている。お互たがい、若いままでいられるはずもない。

　しかし、二十年程度では変わらないこともある。

　酒は美う味まいという事実と、二人の友情だ。

　場所が安パブであろうと高級バーであろうと、本質は同じ。

「なあカール。お前には俺のとこのレギオンフレーム使いを鍛えて欲ほしいんだ」

「それはお安いご用だが。抗こう争そうでもやるのか？」

「この辺で俺に逆らおうなんて奴はもういない。だが近い将来、途と方ほうもなくでかい敵と戦うことになるかも知れん。備えあれば憂うれいなし、というのはどこの諺ことわざだったかな」

「でかい敵？　どっかの軍隊とでも戦争を始めるのか？」

　カールは親友が心配になった。

　このフレディという男。能力はともかく、気質はマフィアなどには向いていないのでは、と昔から疑問に思っていた。カールの命を救ってくれたことからも、彼かれが友情に厚く、正義の心を持っていると分かる。

　マフィアなどやめて、一いつ緒しよに世界を旅して回ろうと誘さそったこともあったが、家業だからと断られてしまった。

　いつか思い詰めて爆ばく発はつする――そう感じさせるほど、いつも張り詰めていた。

　四十代の半ばになって、遂ついに。

　そんなカールの心配をよそに、フレディは淡たん々たんと語り始める。

「カール。カスペット州の産業は何だ？」

「……ドラッグ、だな」

「そうだ。ドラッグだ。一面のコカ畑、ケシ畑、アサ畑がカスペット州の原風景だ。俺たちは今までドラッグでもうけてきた。だが、もうそんな時代じゃない。これからはリキッドの時代だ。しかし、そうなると、いつかはキングダムのサノバビッチどもと激げき突とつすることになる。あいつらは連れん邦ぽう警察より……いや国税庁よりも面めん倒どうな奴らだ。うかうかしていると、こっちが潰される。そうなる前に力が欲しい。マフィアは恐おそれられてこそ意味がある。たとえキングダムといえど易やす々やすとは手が出せない――そう思われていなきゃならないんだ。俺が言えた義理じゃないが、ハルバートもエクストラも金の亡もう者じやだ。ハイエナだ。合衆国を腐くさらせる寄生虫だ。裏の政府を自じ称しようしでかい面をしているが、俺は連中に屈くつしたくない」

「おいおい、どうした。急に愛国心に目覚めたのか？　天国に行く前に人生を清算するにしたって気が早いぜ。俺たちはまだ四十代だ」

　カールはますますフレディが心配になった。落ち着いた口調だからこそ正気を疑った。

　キングダムと戦うなど、それこそアレックスのようではないか。

　アレックスはあれで自分が無む茶ちや苦く茶ちやをやろうとしていると自覚している。だからこそ、その道中は入念な準備を重ね、一つのミスも犯おかさないように歩んでいる。

　はっきり言ってフレディに、アレックスほどの才覚があるとは思えない。

　いや、これはフレディだけではなく、自分も含ふくめての話だ。

　トリプルキングダムと戦うなど、アレックス以外には不可能なのだ。

「……俺がおかしくなったと思っているのか。だが、聞いてくれカール。一年前のことだ。俺のとこで売ったドラッグで一人の少女が死んだ。まだ十四歳さいだった。その父親は復ふく讐しゆうのため売人を刺さした。当然、その父親は報復で殺された。母親はそのあと自殺した。俺がその話を聞いたのは全部終わってからだ。どうしてやることも出来なかった。そういうことは今まで沢山あっただろうし、放っておけばこれからも続く。俺が今いま更さら心を入いれ替かえても罪は消えたりしない。しかし次の世代の奴らに同じことはさせたくない。一人の合衆国人として、未来にゴミを残してはいかんのだ。なあ、そうは思わないか？」

　それきり、フレディは黙ってしまった。

　カウンターの上で、グラスの氷が溶とけ、小さな音を立てた。

　それがなぜか、フレディの泣き声に聞こえた。

「……分かったよ。お前は俺の命の恩人だからな。その頼たのみを断ったりしないさ」

　フレディは重圧に潰つぶされて壊こわれたのではない。

　自分のしてきた事と向き合い、これから何が出来るかを真しん剣けんに考えているのだ。

　ならば、友人としてそれを手伝うのは、全くもって当然のことだった。




※




　エメラルド海は陸地に囲まれた、いわゆる地中海型の海である。

　その名の通り、まるでエメラルドを思わせるような美しい水質を誇ほこり、その海岸一帯は観光地として栄えている。

　同時に、古くから旧大陸の海上貿易を支えてきた要所でもある。

　旧大陸の支配者たるアクランド帝てい国こくは当然、エメラルド海に面している。それ以外にもエメラルド海の沿岸には幾つかの国があったが、それらの国々は貿易上、非常に有利な立場にあった。

　ヘルン共和国もエメラルド海に面した国の一つだが、これといった輸出品がないので、貿易赤字に苦しんでいた。様々な品物が目の前をかすめて行くのに、それを買う金がなかった。

　だが、ヘルン共和国は奇き跡せきの逆転を果たした。金融立国という新しいスタイルの国を築き上げたのだ。

　いまや、その名は信用の代名詞であり、あらゆる種類の金がヘルン共和国に集まっていた。当然、プライベートバンクに限らず、普ふ通つう銀行や投資銀行など、多数の金融機関が軒のきを連ねている。

　その中からアレックスが選んだのは、ライヒスシェルというプライベートバンクだ。

　大国の殻ライヒスシエルという名の通り、王おう侯こう貴族の顧客が多い。

　その昔、シャロン姫の父親であるオスニエル陛下が私財の管理をここに任せようとしたことがあった。が、ルーメシア王家はあまり私腹を肥やしていないので、口座開設に必要な最低金額に届かなかったという笑い話がある。

　ＲＯＬの資本金である十億レーラはルーメシア王国の国家予算から捻出したものだが、もしかしたらルーメシア王家が国庫を私的に流用した最初の事件かも知れない。

　ハルバートにいた頃ころ、日常的に数百億を右から左に流していたアレックスは、どうしても格差というものを感じてしまう。

　対して今回、フレディから託された金額は、七千億レーラ。現金では場所を取りすぎるので、金きん塊かいにして地下に保管していたらしいが、それにしたって多すぎる。

　質量にして七百メガグラマだ。

　港にライヒスシェルの人間を連れてきて貨物室を見せると、彼は感動の余り失神しそうになっていた。久しぶりの大型顧こ客きやくだったのだろう。

「今後ともよろしくお願いします！」

　もろもろの手続きを終えライヒスシェルのビルを出たとき、アレックスは苦く笑しようしてしまうほどの大声で見送られた。自分はただの代理人なのだが。

　と、そのとき。

「薄はく情じよう者ものども！　百年前は我わが国くにの力で独立したくせに……！」

　突然、非友好的この上ない怒ど声せいが背中から聞こえた。

　女性の、というより女の子の声だった。

　振ふり返かえるとそこには、声のイメージ通り、十三歳かそこらの少女がいた。

　屈くつ強きようなガードマンにつまみ上げられ、出口の方へ運ばれてくる。

　まず初めに目に入ってきたのは、肩かたまで伸のびた茜あかね色いろの髪かみだ。一目見ただけでも手入れされていることが分かる。それなりの身分なのだろう。

「ええーい放せ！　妾わらわを誰だと思っておるのじゃ、放さんかっ！」

　少女は顔を上げ、実に元気な声で喚わめき散らす。着ているドレスは、やはり値ねが張りそうなものだった。が、よく見れば少し古ぼけている。誰かのお下がりだろうか。昔は金持ちだったが、今はそうでもないのかもしれない、とアレックスは推理してみる。

　そして少女の瞳を見つめ、その推理に確信を深めた。

　――これは支配する側の目だ。
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　形が鋭するどいという表面上の話ではない。その奥おくにあるギラギラした輝きが、使われる者ではなく、使う者であると物語っている。

　ちなみにシャロン姫は王族であるにもかかわらず、人に使われていそうな目をしているが、あれは例外である。支配階級にあるまじき親しみやすさが逆に美徳なのだ。

　少女はアレックスが見守る中、ビルの外に放ほうり投なげられてしまった。そのあとも一言二言叫さけんでから、肩を怒いからせて立ち去っていった。

「あの少女は？」

　アレックスは自分に対応したプライベートバンカーに尋たずねる。

「申し訳ありません。お客様に関する情報は、一いつ切さいお答えできません」

「ああ、そうでしたね。そうでなくてはヘルン共和国は存在価値を失ってしまう。聞いたこちらが軽けい率そつでした」

　となれば、自分の力で正体を確かめる必要がある。

　別に知らねば知らないままでもいいのだが、何やら興味を引かれる少女なのだ。

　もしここにイブとミレーヌがいたら、「ナンパだ！」と騒がれ面倒なことになっただろうが、決してナンパではない。

　あの少女からは、金の匂においがするのである。

　少女が向かった先を見つめると、遠くにその後ろ姿を発見した。

　アレックスは距きよ離りをつめ、見み逃のがさないように、かといって見つからないように尾び行こうする。

　少女には警けい戒かい心しんが微み塵じんもないので、特に苦労もなく跡をつけることが出来た。警戒するどころか、野の良ら猫ねこを撫なでようとし逃にげられションボリするなど、かなり呑のん気きな様子だ。

　そして遂に、少女の宿しゆく泊はく先さきを突き止めた。

　自動車が一台突っ込めば粉々になりそうなくらいのボロホテルだった。

　アレックスは少女がホテルに消えてから暫く待ち、宿泊客を装よそおって中に入った。

「一泊したいんだが、部屋は空いているかな？」

「ああ、空いてるよ。一泊四千レーラだ。前金でな。あと、この台帳に名前を書いてくれ」

　アレックスは金を払はらい、宿泊者名めい簿ぼに偽ぎ名めいを書き込む。その際、宿泊者の名を素す早ばやくチェックした。

　女の名前は一つだけ。ハリエット・ラウドリア。

　――ラウドリアだと？

　それはまさに、帝国と合衆国がリキッドの利権を巡めぐって争あらそっている国の名だった。
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「――というわけで、ハリエット・ラウドリアについて何か知らないか？」

　アレックスは借りたボロホテルの部屋から、チェルシー・パセットに電話をかけた。

　チェルシーは元々、帝国の諜ちよう報ほう機関にいた女だが、今は民間情報サービス会社パンドラボックスを経営している。その情報収集能力は、ほとんど魔女めいていた。知らないことなどないのでは、と思わせるほどに。

「あんたが見たハリエット・ラウドリアが本物かどうかは別として」

　そう前置きしてからチェルシーは語る。

　ハリエット・ラウドリア、十三歳。今の国王の姪めいに当たる、正しよう真しん正しよう銘めい、ラウドリア王族の人間だ。

　ちなみに、先代の国王の娘むすめでもある。

　なんでも現在の国王は、五年前に兄を毒殺して王位を手に入れて、更さらに兄の息子むすこたちも謀む反ほんの疑いありということで皆みな殺ごろしにしたらしい。

　しかし、女子であるハリエットを殺すのは流石さすがにはばかられたのか、首都から離はなれた村の屋や敷しきに押おし込めた。以来ハリエットは政治には一いつ切さい関かかわることなく暮らしてきたという。

　兄と甥おいを殺した国王の地位は盤石かに見えた。

　しかし今現在、ラウドリア王国は王室派と議会派に分かれ、内戦状態にある。

　王室派は、議会が国庫を横領して私腹を肥やしていることを問題視しており、権力の分散をやめ、国王に統治権の全すべてを集中させることを求めている。

　議会派は、王室派の主張は根も葉もない虚きよ偽ぎであり、独裁政治を生み出すだけと反論。いっそ王族など全員ギロチンにかけてしまえという声まで出てきた。

　軍部も真っ二つに割れ、完全な内戦状態――ということになっているが、王室派は帝国の支援を、議会派は合衆国の支援を受けている。

　つまり二大超ちよう大たい国こくの代理戦争であり、横領だの独裁だのというのは口実でしかない。

　勝った国に属するキングダムが、ラウドリア王国のリキッド採さい掘くつ権けんを手に入れる。これはそういう戦争だった。

「一つ疑問なんだが、王室の主流から外れてしまったハリエット姫が、何をしにヘルン共和国のプライベートバンクに来ていたんだ？　それもこの時期に」

「さあ？　知りたいなら調べるけど。あんたなら直接聞いた方が早いんじゃなぁい？」

「直接か。まあ、仮に答えてくれなくても、痛くもかゆくもないしな」

　たんに気になったからチェルシーに電話しただけで、本来ならＲＯＬとは無関係なのだ。

　それにしても、あんな小さな子供が金を求めて歩き回っているというのは不ふ憫びんである。

　内戦状態のラウドリア王国で資金を必要としている。それはつまり、戦争に参加するという意味なのか。

　だが、父親を毒殺されたハリエットが王室派につくとは思えない。ならば復讐のために議会派についたのだろうか？　しかし議会派は王族を皆殺しにすると言っているのだから、これも考えにくい。

　となれば残る選せん択たく肢しは――

「第三勢力かな？」

「どうかしら？　ハリエット姫の屋敷の周りには、内戦で家を失った人たちが集まってテントを張っているのよ。案外、その人たちを養うためのお金が欲しいだけだったりして」

「そいつは美しい話だな。もしそうだったら少しばかり支援してやりたいくらいだ」

　アレックスは本心からそう言った。

　ところがチェルシーは不ふ穏おんな沈ちん黙もくを挟はさむ。

「…………もしかして、ハリエット姫って綺き麗れいだった？」

「ああ。まだ子供だが、将来は凄い美人になるな」

「なるほどねぇ。アレックスのハーレム候補が一人増えたわけ」

「女性は皆みんな候補だぜ？」

　これも真ま面じ目めな話だ。

「はいはい。若者は夢が大きくていいわね」

　チェルシーはそう言って電話を切ってしまった。

「夢なもんか。俺おれはキングダムを倒たおすし、ハーレムだって本気で作ってみせるぞ！」

　部屋の窓を開け、アレックスは宣言する。

　道は困難を極きわめるが、諦あきらめないと誓ちかったのだ。
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「それにしても、どうして私がアレックスのナンパを手伝わなければならないのですか」

「だからナンパじゃないって言ってるだろ」

「でも、尾行って面おも白しろそう！　ムルル、静かにしてなきゃ駄目だよ？」

「ぴー」

　アレックス、イブ、ミレーヌ、そして二匹ひきの精霊は、朝の八時からボロホテル向かいの喫きつ茶さ店てんで少女が出てくるのを見張っていた。

　ハリエット姫がいつもこの時間に外出するのはボロホテルの従業員から聞き出しているし、彼女の警戒心がゼロなのは昨日確かく認にんしているので、大所帯でゾロゾロついていっても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「むっ、出てきたぞ」

「へー、可愛かわいい人だね」

「アレックスがナンパしたくなる気持ちも分かりますわ」

「ナンパじゃないと言ってるだろ」

　尾行する際、二手に分かれようかとも思ったが、ハリエット姫がわき目も振らずに歩き出したので、このまま三人でついていくことにした。

　ハリエット姫ひめは犬の散歩をしていた老婦人と出会い、その犬を撫で始めた。

　だが、すぐに自分の目的は他にあることを思い出したようで、老婦人に頭を下げてタッタカ歩き出した。

「お兄ちゃん。私もあの犬なでなでしたい！」

「次の機会にしろ。ほら、見失うぞ」

　もっとも、ハリエット姫を見失うのは至難のわざと言えよう。

　銀行を見つけたら「たのもう！」と言って飛び込み、つまみ出されるという行動を繰くり返しているのだ。次の行き先を予想するのは容易で、コーヒーブレイクを挟みながらでも尾行できるほどだった。

　銀行を追い出される際、ハリエット姫は決まって捨すて台詞ぜりふを叫んだ。

　いわく、妾を誰と心得ておる。百年前の恩を忘れたか。帝国と合衆国の横暴を許すつもりなのか。お隣なんだから少しくらい貸してくれたっていいだろ。ケチンボ！

　何軒回っても結果は同じで、まるでピンボールのように跳はね返され、あっちこっちの銀行に突とつ撃げきする。

「随ずい分ぶんと元気なお姫様なのですね」

　ミレーヌが感心した様子で呟つぶやく。

　アレックスも全くの同感だ。あれは王族というより、路地裏で遊ぶ無む邪じや気きな子供に見える。しかし求めているものが違ちがう。第三勢力を作るのか、難民救済のためかは知らないが、無む謀ぼうにも程ほどがある。

　まず、ハリエット姫ひめが一人で異国を駆かけ回まわっている時点で、組織として体を成していないと分かってしまう。身の回りの世話をするお供すらいないのだ。

　これで融ゆう資ししろというのは無理な話。

　なのにハリエット姫は諦めず駆け回る。

　そして日が沈しずむ頃、ようやく体力が尽つきたのか、よろよろと公園のベンチに腰こしを下ろした。

「ねえ、お兄ちゃん。助けてあげようよ。可か哀わい想そうだよ」

「そうですわ。このまま立ち去るのは鬼き畜ちくの所業ですわ」

「……助けると言っても、どうしたら助けたことになるんだ？」

「決まってるじゃん。お兄ちゃんがラウドリア王国に行って、帝国と合衆国をシュパパンってやっつけたらいいんだよ。それでご褒ほう美びにハリエット姫から採掘権をもらえばＷｉｎＷｉｎ。やったね！」

「やったね、じゃない。俺にだって出来ないことがあるんだ」

　言うまでもない話なのだが、ときどきこうして念を押しておかないと、イブはアレックスを全知全能と勘かん違ちがいしてしまう。

「困ってる女の子を助けることくらいは出来るよー。ね、ムルル」

「ぴー」

　イブの胸に抱だかれたムルルは無責任に頷うなずいた。

「ですが実際のところ、このまま帰ってしまっては、何のために今日一日尾行していたのか分かりませんわ。せめて話くらいは聞いてあげた方がよろしいのでは？」

「まあ、それもそうだな」

　アレックスとしても出来ることならハリエット姫の力になりたい。道に迷っている美少女を放置するなど人道にも男道にも反するし、そこにリキッド利権が絡からむかもしれないとなれば尚なお更さらだ。

　――ヤバくなったら逃げればいいだけのことだからな。

　ＲＯＬはラウドリア王国に対して、義務も義理もない。少し近づいて、メリットがありそうなら協力する。リスクしかないのであればサヨウナラだ。

　アレックスはイブとミレーヌを残して歩き出し、ベンチで放心しているハリエット姫の前に立った。

「もしやラウドリア王国の美しき姫ひめ君ぎみ、ハリエット殿でん下かではありませんか？」

「……？　お主、どこかで会ったか？」

　顔を上げたハリエット姫は、こちらの顔を見つめながら小首をかしげる。

「いいえ。しかしハリエット殿下は絶世の美女と聞いています」

「なるほど。確かに、妾ほどの美女はそうはおらん。ならば妾の正体を見破られるのも当然という訳か」

　ハリエット姫は誇るわけでもなく、当たり前のように言った。かなりぶっ飛んだ性格らしい。そもそも一人でここにいること自体、正気とは思えない。

「ところで殿下。随分とお疲つかれのようですが、何かお困りでしょうか？　もし私に出来ることがあれば何なりと」

「ふむ？　お主、もしや妾をナンパしておるのか？　妾ほどの超ちよう絶ぜつ美少女を前にしては無理からぬことじゃが、妾は初対面の男にホイホイついていくほど無教養ではないぞ。まずは名乗るがよい」

　そうは言いつつも、ハリエット姫の顔に疑ぎ惑わくの色はあまりない。そもそも人を疑わない性格なのか、それともアレックスに害意がないのを見み抜ぬいているのか、測りかねる少女だ。

「これは失礼。申もうし遅おくれました。私はＲＯＬのアレックス・ベイリアルです。お見知りおきを」

「ＲＯＬ……？　もしや、ケルストリア島でハルバートと正面から戦って勝ったという、あのＲＯＬか!?」

　ハリエット姫は目を丸くし、ひっくり返った声を上げた。

　ケルストリア島の事件は新聞にも載のらなかったのだが、派手にやらかしたので、それなりに有名になってしまったらしい。

　それにしても、あの戦いはアレックスからすれば軽く捻ひねってやっただけなのだが、ハリエット姫にとっては大事件に見えたようだ。あの程てい度どで信用を勝ち取れるのならチョロイものだ。

「アレックス・ベイリアルよ。お主をキングダムと戦う勇者と見込んで、一つ頼みがある。妾と一緒に、ラウドリア王国まで来てくれぬか？　あの国の現状を見て欲しいのじゃ」

　ハリエット姫の目は強い意志を持っていた。

　そのくせ疲れ切っていて、すがりつく子供のよう。

　――こんな目を向けられたら、断れないな。

　ましてイブと同じくらいの背格好となれば尚更だ。




※




　ラウドリアの王室は、百年前の独立戦争時にできた比ひ較かく的てき新しいものである。

　とはいっても、アクランド帝国の植民地になる以前にあった旧ラウドリア王室まで遡さかのぼると、その歴史は長い。その旧ラウドリア王室の子孫を名乗る男が百年前に現れ、独立戦争の指揮を執とり、帝国に勝利し、今現在のラウドリア王室の基き礎そとなった。

　彼が本当に旧王室の子孫だったのかは今に至るも不明だが、百年も続いてしまったからには、嘘うそも本当になるのだ。

　そんなラウドリア王国の先代王の娘、ハリエット・ラウドリア。

　その住居はラウドリア王国の中でも、ヘルン共和国との国境に近い位置にあり、鉄道を使えば一晩で行くことが出来た。

　緩ゆるやかな山と山に挟まれた渓けい谷こくの村で、森と草原が広がる穏おだやかな場所だった。

　ハリエット姫の屋敷は、村の中では一番立派な物だったが、それでも王族の住居と言われると首を捻ってしまう。

　村に大げさな建物など一つもなく、ゆっくり回る水車と駆け抜ぬける風だけが時を刻む。

　俗ぞく世せから切り離された世界――だったのだろう。

　しかし、アレックスの目に飛び込んだ光景は、やせ細った人々の群れと、立ち並ぶ無数のテント。

　難民キャンプ。

「妾が先代王の娘であると忘れずにいてくれた者がいてな。初めは、ほんの数人が逃げてきただけじゃった。無論、妾は受け入れた。戦せん闘とうが激化するにつれ、ちらほらと増えていった。そして、この村に難民キャンプがあるという噂うわさが広まって、家を失った者が次々と集まってきた。もうとっくの昔に村のキャパシティを超こえている。しかし、追い返すことなど出来るはずもない」

　テントとテントの間を歩きながら、ハリエット姫は語る。

　その後ろをアレックス、イブ、ミレーヌは付いていく。出来るだけ前だけを見るようにした。正直、痛ましくて顔を上げたくない。

「……難民は何人いるのですか？」

「さて。三千人くらいかのう。村の人口が二百人足らずじゃから、いっきに十五倍じゃ。元からの住民には本当に申し訳ないと思っているのじゃが……」

　アレックスの質問に、ハリエット姫は言いにくそうに答えた。

　間ま違ちがいなく立派なことをしているのに、そこに罪悪感を覚えている。

　他人事なのに、アレックスは胸が痛んだ。

　来なければ良かった。そう考えていると、突とつ如じよ、空気を変えるほがらかな声が聞こえた。

「あらあら、何をおっしゃいます。村民の誰だれ一人ひとり、姫様を怨うらんでなんかいませんよ」

　ともすれば場ば違ちがいとすら思えるそれは、どんよりしていたアレックスの心を温めてくれた。

　声の主は、ハリエット邸ていの玄げん関かん前まえに立っていた。黒いワンピースに白いエプロンの、いわゆるメイド服姿の、おそらくはアレックスと同年代と思われる女性。ミレーヌやシャロン姫に比べれば幾いくらか見み劣おとりするが、十分に美人の範はん疇ちゆうに入る。

「メ、メアリか……今、帰ったぞ」

　メイド姿の女性はメアリという名らしい。優やさしそうな顔立ちをしている。

　が、どうしてかハリエット姫は脅おびえた声を出し、アレックスの後ろに隠かくれてしまった。

　何事だろうとアレックスが思っていると、目の前にいたはずのメアリの姿が、消えた。

「――!?」

　アレックスのみならず、イブもミレーヌも絶句する。

　そしてメアリの声は何と、背後から聞こえてくるではないか。

「姫様？　私に黙だまって、一体、どこに、行っていたんですか！」

　メアリは不敬にもハリエット姫の頭を鷲わし掴づかみにし、にこやかに笑っていた。

　この国にはメイドが王族に暴力を振るう伝統でもあるのだろうか。いやいや、いくら何でも無理がある。

　これはおそらく、メアリとハリエット姫の間だけで成立するスキンシップだ。

　それにしても、一いつ瞬しゆんでアレックスとミレーヌの後ろに回り込むとは、只ただ者ものではない。

　メイド服を着ているが、その正体はハリエット姫のボディーガードといったところか。

　ボディーガードが暴力を振るうというのも妙な話だが。

「痛い、痛い痛い！　頭が、頭がへこむぞ！」

　ハリエット姫は手をバタバタさせ、メアリの腕うでを振り払う。

「ああ、痛かった。妾の身長が伸びなくなったらお前のせいだからな、メアリ」

「はいはい。で、どこに行っていたんですか？」

　メアリは笑え顔がおを崩くずさない。

「それはだな……ヘルン共和国だ。帝国と合衆国と戦うための資金を得るため、妾自ら出向いたのだ。恐れ入ったか！」

「へぇ、それはご立派ですね――とでも言うと思いましたか！　どうして、勝手に、一人で！　私が、どんなに、心配したか！」

　メアリはハリエット姫の頭を両手で掴つかみ、ギリギリと締しめ上あげた。

「うぉうぉう！　だって相談したら反対するだろお前」

「当然です。あんな守しゆ銭せん奴どの国が融資してくれるわけないでしょうに。行くだけ時間の無む駄だです。実際、一レーラも手に入らなかったでしょう」

「見くびるな。路地裏で百レーラ拾ったぞ。まあ、旅費の方が高く付いたが……あと、通りすがりの親切な三人を連れてきた。どうじゃ！」

　そう言ってハリエット姫は、アレックスたちを紹しよう介かいする。自分の口で「ばばーん」と効果音を出すあたりがお茶ちや目めだ。一気に安っぽくなる。

「……何ですか、この頼たよりなさそうな人たちは」

　メアリは目を細め、辛しんらつな言葉を投げかけてきた。

　実際、予備知識なしで見れば、若い男と、女と、少女と、精せい霊れい二匹だ。

　それがどうした、とも言いたくなるだろう。

「やれやれ、メアリは何も知らないのじゃな。いいか、この三人はＲＯＬじゃ。ＲＯＬと言えば、あのハルバートを真正面から打ち破った会社じゃ。社長であるアレックスは究極的とも言える人脈を持ち、合衆国大統領すら顎あごで使えるという話じゃ。そしてこっちのミレーヌが操縦するレギオンフレームは一いち撃げきで山をも砕くだく。そしてアレックスの妹イブは頭の上に自然と精霊が集まってくるという特異体質！」

「まあっ、それは本当ですか!?」

　メアリは目を輝かがやかせてアレックスの手を取った。

　もちろん、全て間違っている。

　アレックスたちがそこまでの力を持っていたら、とっくの昔に世界を征せい服ふくしているだろう。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん！　私たち、いつの間にか凄すごいことになってるね！」

　イブはムルルを頭に乗せて、嬉うれしそうにぴょんぴょん跳とびはねる。しかしアレックスは話がややこしくなりそうなので、少しも嬉しくない。

「凄すぎだろ。何者なんだよ。ええと、メアリさん？　噂にかなり尾おひれが付いていますから、話半分に聞いてください」

「話半分でも十分凄いですよ。大統領は無理でも、その側近くらいは顎で使えるということでしょう？」

「……まあ、そんな感じです」

　顎で使っているか否いなかはともかく、大統領首席補ほ佐さ官かんはアレックスの同志だ。

　ミレーヌも山を砕くのは無理だが、十対一くらいなら容易に逆転できる力を持っている。

　イブはリキッドが埋うまっている場所をかぎ分ける天才だ。

　凄い三人なのは間違いない。

「いつまで立ち話をしているつもりじゃ。メアリ、妾たちは国防に関かかわる大事な話をするので、応接室に入ってきてはいかんぞ」

「はい。仰おおせの通りに」

　そうしてアレックスたちは応接室に連れて行かれた。

「紅茶も出せずに悪いな。なにせ毎日食べるのがやっとという状じよう況きようじゃから」

「いえ、お構いなく」

　外に腹を空すかせた人々がいるのにハリエット姫だけが贅ぜい沢たくをしていたら、このまま帰っていたところだ。

「さて。妾が第三勢力となり、王室派と議会派を倒そうとしているのは昨夜、話したな」

　確かにそう聞いた。

　だが、どう考えても無謀。

　むしろ、不可能とすら言える話だった。




※




　そもそも、ことの発ほつ端たんは六年前。先代国王チャールズ・ラウドリアが、トリプルキングダムの申し出を全て断ったところから始まる。

　キングダムに屈しない先代国王の勇気。賞賛に値する。

　しかし相手の怒いかりに対たい抗こうできるか否かは別の話だった。

　身みの程ほど知しらずの国王を断罪するため、三社は結けつ託たくを見せた。

　莫ばく大だいなリキッドが眠ねむっているのがほぼ確実なラウドリア王国は、三社で共同開発したとしても、十二分に旨うまみがあるのだ。

　ハルバート、エクストラ、キャメロンブラッドは、それぞれの国家機関に働きかけ、先代国王の意志をねじ曲げようと画策した。

　そして二大超大国の諜報機関が動き出す。

　セントラル・インテリジェンス・エージェンシー・バニスター。通つう称しようＣＩＢ。

　ミリタリー・インテリジェンス・セクション。通称ＭＩＳ。

　どちらも質、量において世界最大規模を誇る諜報機関であり、諜報と防ぼう諜ちようのプロフェッショナル。任務遂すい行こうのためなら暗殺、破は壊かい工作、情報操作、何でもやってのける。

　作戦名は、オペレーション・パールホワイト。

　これはラウドリア王国の特産品が真しん珠じゆだったことに由来する。

　バニスター合衆国とアクランド帝国が共きよう謀ぼうした、数少ない事例と言えよう。

　まずＣＩＢとＭＩＳは海に毒を撒まき、貝を全ぜん滅めつさせ、真珠の収しゆう穫かく量りようを激減させた。ラウドリア王国の経済は大だい打だ撃げきを受けるが、それでも国王は屈くつしない。かねてから進めていた真珠養よう殖しよくを本格化させ、養殖場を二十四時間体制で監かん視しさせた。

　絶対に屈しないという、国王チャールズの強きよう烈れつな意思表示だった。

　ＣＩＢとＭＩＳは激げき怒どした。ここまで舐なめられた以上、容よう赦しやするわけにはいかなかった。

　報復は苛か烈れつを極める。

　何と彼かれらは、国王の弟ダニエル・ラウドリアを煽あおり、兄チャールズを毒殺させたのだ。

　ダニエル・ラウドリアは野心の塊かたまりだった。兄より自分の方が国王に相応ふさわしいと何の根こん拠きよもなしに信じ込んでいた。野心と裏腹に彼が無能であることは彼以外の全員が知っていたが、無能であるほど操あやつりやすかった。

　ダニエルは合衆国と帝国のお膳ぜん立だてのもとに戴たい冠かんする。完全な傀かい儡らいの王だったが、ダニエルは気付かなかった。彼は幸せの絶頂にあった。

　しかし破局は王座に腰を下ろした瞬しゆん間かんにやってくる。

　すなわち、合衆国と帝国の仲なか違たがい。

　もともと犬けん猿えんの仲である二国だ。相手の利益を自分の不利益と考える者たちが、いつまでも手を取り合っていられるはずもなく。

　新国王ダニエル・ラウドリアのあずかり知らぬところで決けつ裂れつしたのは当然のこと。トリプルキングダムの意向すら無視されていた。

　三社で調整していた採さい掘くつ計画は白紙となり、二大超大国はラウドリア王国を分裂させるため暗あん躍やくを始める。

　アクランド帝国はそのままダニエルを傀儡として使い、その側近も買収した。バニスター合衆国も議会を押さえ、国王の権力に対抗した。

　ラウドリア王国は国王と議会の権力が不ふ明めい瞭りようで、そのときどきで声の大きい方が実権を握にぎるという曖あい昧まいなシステムになっていた。二大超大国が参加したことにより、声の大きさは互ご角かくとなり、システムに亀き裂れつが入った。

　亀裂は広がる一方で、今から半年前、遂ついにラウドリア王国は真っ二つに千切れた。

　議会派と王室派。ＣＩＢとＭＩＳ。合衆国と帝国。

　典型的な代理戦争が勃ぼつ発ぱつし、いまだ鎮ちん火かの気配は見えない。

「先代の国王、つまり妾の父上がキングダムに採掘権を渡わたさなかった理由、お主らなら分かるじゃろ。キングダムからのロイヤリティは余りにも魅み力りよく的てきすぎる。故ゆえに、その国はもうキングダムなしではやっていけない。内ない政せい干かん渉しようすら許してしまう。キングダムは外務省の役目も果たすというわけじゃな。父上はそれを嫌きらった。金よりも国家としての独立性を望んだのじゃ。しかし、叔お父じはそうではなかった。キングダムの甘かん言げんに乗ってしまった。そしていつの間にか議会派から命を狙ねらわれている。国土は内戦で破壊され、国民は住む場所を失った。馬ば鹿かな話じゃ」

　そう語るハリエット姫は、いつもより大人びて見えた。

　初対面のお転てん婆ばな印象は影かげを潜ひそめ、理知的な話し方がアレックスの興味を引いた。

「それで、ハリエット姫。あなたはこの国をどうなさるおつもりですか」

「決まっておろう。議会派を潰つぶし、叔父を排はい除じよし、妾が王座を簒さん奪だつする。もともと叔父が簒奪者なのじゃから、妾が同じことをしてはいけないという道理もなかろうて。しかし、第三勢力となるには金がいる。力もいる」

「だからヘルン共和国で資金集めをしようとしていたのですね」

「そうじゃ。百年前の独立戦争のとき、ヘルン共和国はラウドリア王国と共きよう闘とうした。しかし奴やつらの軍はすぐに瓦が解かいした。実質的に戦ったのはこの国じゃ。レギオンフレームを新大陸から手に入れたのも同様。なのにヘルン共和国は今、ラウドリア王国が蹂じゆう躙りんされているのに助けてくれない。代わりにお主らが来てくれた。どうじゃ、共に戦ってはくれぬか？　勝利の暁あかつきにはＲＯＬに採掘権を独どく占せんさせるぞ」

　彼かの女じよの行動はまだまだ稚ち拙せつなところがあるが、事象の核心は捉えている。十三歳さいにしては貫かん禄ろくもある。二大超大国を倒してやろうという気き概がいもある。

　御み輿こしとしては最上級。しかし力が決定的に足りない。足りないと本人が自覚している。

　だから力を貸せ。ハリエット姫はそう言っているのだ。

　アレックスは考える。

　果たして勝ち目はあるのだろうか――と。

　合衆国と帝てい国こくが正式な軍事支し援えんをしている以上、議会派と王室派の回復力は無限大と考えるべきだ。戦闘で勝つのはまず無理。ＣＩＢとＭＩＳが本ほん腰ごしを入れているから、情報戦で上回るのも厳しい。第一、こちらの手て駒ごまが少なすぎる。

　しかし――

「お兄ちゃん。答えはもちろん決まってるよね？」

「ここで逃げたら男が廃すたりますわ」

　こんな小さなお姫様が戦う決意をしているのに、自分は逃げるのか？

　そもそも自分が何のためにＲＯＬを設立したのかを思えば、おのずと答えは出る。

　断じて否。

　トリプルキングダムと二大超大国による支配体制を崩す。そんな目標を掲かかげていながら、小国の内戦ごとき止められずして、どうしようというのだ。

　アレックスはハリエット姫の目を見み据すえ、宣言した。

「殿下、あなたが次期国王です。戴たい冠かん式しきの準備を始めましょう。まず手始めに――邪じや魔まな二大超大国を追い出します。目にもの見せてやりましょう」







第二話　されど俺に不可能な局面なし







　勇ましいことを言ったはいいが、兎とにも角かくにも金がなければ始まらない。特に三千人の難民を飢うえ死じにさせては、ハリエット姫の信用を地に落としてしまう。

　今のところハリエット姫に与あたえられた唯ゆい一いつの武器は、人望だ。

　人気の高かった先代国王の娘であり、戦せん渦かに巻き込まれた人々を受け入れる優しさ。おまけに気さくで美しいときている。

　この人望を最大限に利用するしか手はなく、そのためには増え続ける難民を無原則に受け入れ、なおかつ養う必要がある。

「まあ、そんな訳でして。ルーメシア王国にも支援して欲ほしいのです。これはあくまで難民を助けるための人道支援ですから、合衆国も帝国も文句を言えないはずです。金額は雀すずめの涙なみだで結構ですよ。すでに支援を表明した国がある、という実績が欲しいだけですから」

「はぁ、なるほど……それにしても、そのハリエットという方は本当に勇気があるのですね。わたくしだったら、逃げ出していたでしょう」

　電話の向こうから、シャロン・ルーメシア殿下はそんなことを言った。

　しかし彼女はついこの前、国民のためならギロチン台に上がることになっても構わないと宣言したのだ。

　シャロン姫とハリエット姫は、全く違うようでよく似ている。どちらも自分の利権など二の次で、国民のことばかり考えているのだ。きっと、いい友人になれるだろう。

「それと、そちらに持っていく予定のレギオンフレーム十機。しばらく貸してもらえませんか？　こっちの戦いが終わったらすぐに持って帰りますから」

「仕方ありませんね。いいですよ。どうせアレックスが勝つのでしょう？　であれば、そのラウドリア王国に恩を売っておくのも悪くありません」

「おや。姫様もなかなか腹黒いことを言うようになりましたね」

「それはそうです。アレックスとの付き合いも長いのですから、影えい響きようくらい受けます」

「……まあ、為い政せい者しやは口が回らなければ駄だ目めですから、いい傾けい向こうでしょう。しかし、度が過ぎると男にもてませんよ」

「うぅ……結構です！　今のわたくしは国を繁はん栄えいさせること以外、興味ありませんから！」

「なるほど、素す晴ばらしい心がけです。ちなみに俺は姫様がどうなっても嫌いになりませんからご安心を」

「なっ……またそういう事を言ってわたくしをからかう！　もう、アレックスなんて知りません！」

　シャロン姫は早口にまくしたて、電話をガチャンと切ってしまった。

　舌ぜつ戦せんに勝利し満足したアレックスは、誇ほこらしい気持ちで電話ボックスから出る。

　強い日差しの中、ウミネコが飛んでいた。

　目の前には木造船、鋼鉄船、客船、貨物船を問わず、無数の船が並んでいた。

　ここは港。それも、ＲＯＬの貨物船を泊とめたヘルン共和国の港だ。

「アレックスよ。レギオンフレームを借りる許可は取れたのか？」

「大丈夫だよハリエット姫。私たちのシャロン姫が断るわけないんだから～～」

　ハリエット姫とイブは、電話ボックスの外で、仲良くアイスクリームを食べながら待っていた。

　この二人、年は二歳さい違ちがうが活発な性格が共通で、無む性しように馬が合うらしい。むしろ、どちらも友達を作るのが容易たやすそうな性格をしているので、仲良くなるのは必然なのだろう。

　ムルルはそんな二人の頭の上で、行ったり来たりの反復横よこ跳とびをしている。精霊の考えることは人間には分からないが、楽しいのだろうか。

「イブの言うとおり大丈夫だった。もっとも、ミレーヌに荷に卸おろし作業をやらせてしまったから、今いま更さら駄だ目めと言われても困るんだが」
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　アレックスもイブ同様、シャロン姫に断られることなど少しも考えていなかった。

　なにせシャロン姫は、ともすればアホと思えるくらい情に厚い人なのだ。事情を説明すれば貸してくれるのは分かりきっていた。

　人と国を同レベルで考えてしまうのがシャロン姫の魅み力りよくであり、同時に危あやういところでもあるが、今は素す直なおに感謝しよう。

「アレックスぅ、作業完かん了りようしましたわぁ」

　近づいてくるトラックの助手席からミレーヌが上半身を出し、手を振ふっていた。

　運転しているのは難民キャンプからスカウトした運転手だ。

　とにかく人手が足りないので、彼らの中からやる気とスキルのあるものを雇やとうことにした。彼らもハリエット姫の手伝いが出来るということで活気に溢あふれていた。

　そもそもがラウドリア王国の戦いなのだから、その国民が立ち上がるのは当たり前である。

「ご苦労ミレーヌ。そのままハリエット殿下の屋や敷しきまで運んでくれないか？　俺たちもあとから追いかける」

「了りよう解かいですわ。レッツゴー」

　ミレーヌは進行方向を指差し、運転手を促うながす。

　運転している男はミレーヌのたわわな胸を見て鼻の下を伸のばしていた。事故を起こさないか心配だ。

「さて。お昼ご飯を食べたら、また新聞社の取材です。更さらに二社押おさえましたから、ハリエット殿下、よろしくお願いします」

　他国からの支援が欲しいとき、ハリエット姫のように地道に歩き回っても始まらない。

　それよりも、国民感情に訴うつたえかけるのが一番だ。

　美しい姫やら薄はつ幸こうの少女といった要素は、万ばん人にんの興味を引く。二つとも合わさったとなれば尚更だ。

　どこの国もラウドリア王国になど関わりたくないだろうが、無敵のハリエット姫をキャンペーンに使えば、国民感情は必ず動く。

「うむ。それにしても、インタビューというものは緊きん張ちようするのぅ。胃が痛いぞ」

「大丈夫だよハリエット姫。お昼残したら、私が食べてあげるから！」

「別にそっちの心配はしておらんぞ」

　むしろ残すことを期待している顔のイブを見て、ハリエット姫は苦く笑しようで顔を歪ゆがませた。これで緊張がほぐれたかもしれない。

「それにしても殿下。午前中の取材はこの上なく上う手まく出来ていましたよ。涙を流すタイミングなど、驚おどろくほど絶ぜつ妙みようでした。演技力には自信があるのですか？」

「演技？　演技などしておらんぞ。ただ今も飢えている人々を思うと勝手に涙が……うぅ、ぐすんぐすん」

「あぁ～～お兄ちゃんハリエット姫のこと泣かした。いーけないんだ、いけないんだ。よしよし、大丈夫だよ。皆みんな、沢たく山さん支し援えんしてくれるから」

「ぴーぴぴ」

　イブとムルルに慰なぐさめられたハリエット姫は、目をゴシゴシ擦こすり、涙を拭ふき取とって立ち直った。

「ありがとう。イブとムルルはいい奴だな。あ、もちろんアレックスもいい奴だぞ。ちょっと口が悪いけどな。さあ、お昼を食べに行こう」

　ハリエット姫と出会ってまだ数日しか経たっていないが、アレックスはこのキャラクターにやられていた。

　アレックスとて人の好意を得るための手段なら幾つも知っているが、ハリエット姫は全くの天然でそれをやってしまうのである。

　午前中に会った新聞記者も、ハリエット姫が泣いたとき、一いつ緒しよに涙ぐんでいた。

　演技指導の必要はない。少なくとも他人の同情を引くという点において、ハリエット姫はアレックスを完かん璧ぺきに凌りよう駕がしている。

　当然、午後の取材も順調。次の日の朝刊で三社とも、難民とそれを保護しようとするハリエット姫を大々的に取り上げてくれた。

　次にターテナ連れん邦ぽうへ行くと、新聞社の方から取材を申し込んできた。記者の話では、アレックスたちの移動中に、ヘルン共和国で『ハリエット姫をお助けしろ』というデモが起きたらしい。話題性抜ばつ群ぐんだ。

「助けて欲しいのは妾わらわではなく国民なのじゃが……結果が同じならいいか」

　そう納なつ得とくしてみせたハリエット姫だが、少々気き恥はずかしそうだった。

　三つ目のクレディ共和国では、いきなり政府高官からアプローチがあった。

「いまやハリエット殿下はアイドルです。無視すればデモは必至。公共機関のストライキも有り得ます。是ぜ非ひとも支援させて頂きたい」

　更にヘルン共和国とターテナ連邦も正式に支援を表明。

　驚くほどスムーズに進んだ。これはやはり、真っ先にルーメシア王国が支援を表明してくれたからだろう。

　既すでに支援表明している国が無事なのだから、自分たちの所でやっても二大超ちよう大たい国こくは文句を言ってこないに違いない――と、多少気が楽になるのだ。

　村に帰るとすぐに、難民のための食料や日用品が続々と届いた。

　シャロン姫から十機のレギオンフレームを借りることも出来た。ミレーヌ専用機を入れたら十一機だ。

　だが、それだけである。

　傭よう兵へいを雇ったり、武器弾だん薬やくを買う金はない。レギオンフレームはあっても、それを動かす人材がいない。

　相変わらず世の中はこの村を、ただの難民キャンプと思っているようだ。逆にそのお陰かげで、議会派も王室派も、ハリエット姫の屋敷に興味を向ける様子がない。

「これは我々が敵の目を欺あざむいているからではなく、本当に難民キャンプ以外の何物でもないからです。喜んでいられません」

　アレックス、イブ、ミレーヌ、ハリエット姫の四人は、居間でコーヒーをすすりながら、現状の確かく認にんをしていた。

　このコーヒーは支援物資に紛まぎれていたもので、淹いれてくれたのはメアリだ。あまり上等の豆とは言いがたいが、こういった嗜し好こう品ひんが手に入るようになったのは喜ばしい。

「ふーむ。しかし、レギオンフレームが十一機もあるのじゃぞ。何か出来ぬか？」

「何か出来るようになるには、あと十人のレギオンフレーム使いを確保しなければなりません。外部からの調達は不可能ですから、難民から希望者を募つのって育てるところから始めないと」

「それにはどのくらい時間がかかるのじゃ？」

「そうですね……ミレーヌ。素人しろうと十人を育てるのにどのくらいかかる？」

「え、一度も乗ったことのない完全な素人ですよね……」

　ミレーヌは顎に指を当て、少し考え込む。

「いないよりマシというレベルなら、なんとか一週間で」

「一週間か……」

　ミレーヌは教官としての資質に恵めぐまれている。そのミレーヌが熟考のすえ一週間と言ったからには、それ以上の短縮は無理だろう。むしろ本当にその期間で終わるのなら快挙と言える。

　それに、議会派と王室派の戦闘は、エーメル川を挟はさんで一進一退の膠こう着ちやく状態だ。急いでこちらからアクションを起こす必要はない。

「よし分かった。人選は任せるから、外の人たちから十人見みつ繕くろって育てろ。ただし訓練は夜間行なえ。いくらなんでも白昼堂々とレギオンフレームを動かすのは危険だ」

「了解ですわ」

　サッとコーヒーを飲み干したミレーヌは、足早に部屋を出て行った。

　その後ろ姿を見送ったあと、イブが疑問を口にする。

「お兄ちゃんもレギオンフレーム動かせるんだから、残りは九人じゃないの？」

「いざとなったら俺おれが乗ってもいいんだが。そうすると全体の指揮を執る人間がいなくなるだろ？」

「あ、なるほど。お兄ちゃんがもう一人いたらいいのにねー」

　イブは笑顔でそう言ってくれた。

　だが、自分がもう一人いたら困ってしまう。なにせアレックスはハーレムを作るつもりだ。世界中の美少女と美女を独占したいのだ。自分が二人いたら二等分しなければならないではないか。

「しかし不思議じゃ。レギオンフレームとは早い話、装着すると凄いパワーを出す鎧よろいのことじゃろ。普ふ通つうに自分の体を動かすのとそんなに違ちがうものか？」

「違いますよ殿でん下か。その凄いパワーが曲くせ者ものなのです。使いこなせればこの上ない味方ですが、慣れぬうちは持て余すだけです。例えば殿下。ある日突とつ然ぜん、自分の握あく力りよくが百倍になった場合を想像してみてください」

「うーむ……うっかりドアノブを引き千切ってしまいそうじゃ」

「そうなるでしょう。レギオンフレームに至っては全身の力が強化されますから、ドアノブでは済みません。歩き出しただけで地面を抉えぐり、拳こぶしを突つき出した勢いで転がっていきます。ミレーヌが言った『いないよりマシ』とは、レギオンフレームを狙ったとおりに動かせる状態のことです。そうなって初めて本格的な戦闘訓練を始めることが出来ます」

「なるほど、大変なんじゃなぁ」

　ハリエット姫ひめは感心した声を出し、ポカンと口を開けた。

　その開いたままの口にイブがチョコレートをひょいひょい放ほうり込む。

　それをモグモグゴックンと飲み込んだハリエット姫は「そうじゃ！」と叫さけんで、手の平を叩たたく。

「話を聞く限り、レギオンフレームを動かすには運動神経があった方がいいのじゃろ？」

「はい。ないよりはあった方が圧あつ倒とう的てきに有利ですね」

「ならば、メアリを使うがいい。あいつは凄いぞ」

「そうなのですか？」

　使用人でありながらハリエット姫の頭を鷲掴みにする時点で、凄い性格をしているのは分かる。しかしレギオンフレームを操るには、度胸だけでは駄目なのだ。

「メアリの家は元々この辺の領主だったのじゃ。一人ひとり娘むすめだったメアリは父親から騎き士しとしての手ほどきを受けていたのじゃが、これがなかなか才能あってな。十歳で父親を超え、十五のときにはラウドリア王国一の剣けん士しとなっていた。妾も何度か御ご前ぜん試合を見たが、あれは本物じゃな。それに実績もある。一年前、この村に熊くまが出たのじゃが、メアリは何と普通の肉切り包丁で倒たおしてしまったのじゃ！」

「それは本当に凄いですね」

　アレックスは素直に感心した。

　だが同時に疑問も湧わいてくる。メアリの家が領主だったということは、今は違うという意味だ。

「メアリの家はなぜ領主の地位を失ったのですか？」

　別に知らなくても構わないが、好奇心で聞いてみた。

　するとハリエット姫は唸うなり、顔をしかめ、チョコレートを頬ほお張ばり、コーヒーを一気飲みして、ようやくアレックスに顔を向けた。

「少々言いにくいことなのじゃが……妾の叔父、つまり今の国王ダニエル・ラウドリアが、メアリの母親と、その……恋れん愛あい関係になったのが始まりじゃ」

「はぁ……つまり不ふ倫りんですか」

「端たん的てきに言うとそうなる。で、叔父は妾の父上に叱しかられすぐに不倫をやめたのじゃが、メアリの父親は、自分の妻が信じられなくなってしまった。そこでどうしたかというと……少年愛に走ってしまったのじゃ」

「それはまた救いようがないですね」

「う……アレックス。お主、はっきりものを言う奴じゃな。で、少年愛など中世ならいざ知らず、今どき理解を得られるはずもない。妻に変態と罵ののしられ、使用人に陰かげ口ぐちをたたかれ、領民から嫌われ、娘むすめのメアリには無視された。そんなわけで、メアリの父親は妻を刺さし殺ころしたあと、愛する少年と共に川に身投げした。死体は上がらなかったらしい。そんな感じでお家取りつぶしになってな。この村は王室が直接管理することになったんじゃ。もう八年前の話じゃったかな？　それから妾がこの村に飛ばされてきて、ぷらぷらしていたメアリは使用人兼けんボディーガードになってくれた。あと、一番の友人でもあるのぅ」

　一番の友人、と言える相手がいるというのは素す敵てきなことだとアレックスは思う。

　自分にも友人は多いが、そのほとんどは利害の一いつ致ちによって繋つながっているに過ぎない。

　ハリエット姫のように本物の友人を作れる性格が羨うらやましかった。
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　十人のレギオンフレーム使い。その募ぼ集しゆうに対して、志願者は何と七十四人にものぼった。

　要因は様々だろう。

　やることがなくて暇ひま。自分たちの国を滅め茶ちや苦く茶ちやにした連中に復ふく讐しゆうしたい。ハリエット姫の役に立ちたい。ミレーヌの生徒になることにより、至近からその巨乳を眺ながめたい。

　いずれにせよ志願者が多いのは望ましいことだ。優すぐれた人材を発はつ掘くつするチャンスが増える。

　その七十四人の中に、ハリエット姫ご推すい薦せんのメアリも交ざっていた。

　流石さすが、騎士として期待されていただけあって、ミレーヌが課した体力試験を次々とパスしていく。

　しかしメアリ以外はパッとしない連中だ。この前まで平へい穏おんに暮らしていた人々に要求するのは酷こくだが、持久力も瞬しゆん発ぱつ力りよくもなっちゃいない。

　ここはやはり、応おう援えんを呼ぶべきだろう。

「ミレーヌ。カールは今どこで何をやっているんだ？」

「さあ……守秘義務に反するから教えられないとか」

「待て。お前はブラックファングの一員だろう。なのに知らされていないのか」

「私に教えると、アレックスにベラベラ喋しやべってしまうので駄目だと言っていましたわ」

「なるほど。それは確かだ」

　ミレーヌは兵士としては超ちよう一級。教官としても優れている。

　だが社会人としては間が抜ぬけており、はっきり言って信用ならない。

　アレックスは近くの街まで行き、ブラックファングの事務所宛あてに電報を打つ。

　今の仕事が終わったら連れん絡らくをくれ――文面は悠ゆう長ちようであるが、実のところ、今すぐ飛んできて欲しい。

　手駒はレギオンフレーム十一機。うち十機はパイロットがいない。

　あとは元気のいいお姫ひめ様さま。難民三千人。貴族崩れのメイド。

　これで合衆国や帝国と戦わねばならないのだ。

　――なのに不思議と逃にげる気がしない。

　敵兵力は議会派と王室派を合わせて約十万人。こちらは難民全すべてを数えても三千。話にならない。だが、やると決めた。

　決めた以上は、勝つ。

　いまだ算段は立っていないが、自分の才能ならば必ずや突とつ破ぱ口こうをこじ開けることが出来ると信じている。
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　たとえ戦線が遠くても、戦時下の国というのはどこか空気がよどんでいる。

　買い物をする主婦も、並んで歩くカップルも、走る子供たちも、少しだけ元気がないような気がする。

　そう見えてしまうのは、彼らを通じて自分の心を見ているからだろうか。

　久しぶりの休きゆう暇かだというのに。

　さっきからため息ばかり。

「はぁ……」

　エリン・エイリーは、超ちよう巨きよ大だいリキッド企き業ぎようハルバートの社員である。

　上司や同どう僚りようからの信しん頼らいは厚く、実際、自分でも上手くやってきたと自負している。

　そして今、ハルバートの代表としてラウドリア王国にいた。

　ＣＩＢ、合衆国軍、エクストラとの共同で進められているこの計画は、成功すれば莫大な利益を合衆国にもたらす。

　自分の評価のためでもあるし、会社のためでも国のためでもある。

　迷う理由などないはずだ。

　なのにエリンの心には分厚い雲がかかっている。

　喫きつ茶さ店てんで大好きなカフェラテを飲んでも、美お味いしく感じない。

　理由ははっきりしていた。

　今、自分たちがこの国にしていることが気にくわないのである。

　合衆国軍は議会派に正式な軍事支援を行なっていた。物資の調達・輸送、情報収集、作戦立案など、お膳立ては全てしてやる。だが、実際に武器を持って戦線に飛び出して命を落とすのは、ラウドリア王国の若者たちなのだ。

　別に、リキッドのために人が死ぬのは珍めずらしい話ではない。エリン自身、クーデターを煽って新政権を作らせたことがある。

　しかし、それは元々あった火を大きくしてやったに過ぎない。エリンが手を下さなくても、いずれ燃え上がっていたはずだ。

　けれど、このラウドリア王国は違う。全く火のないところに放火し、あとから火消しを手伝うような顔をして乗り込んだ。

　それに、合衆国から持ってきたコカインを餌えさにして人々を戦わせるというのが耐たえがたい。

　今になって綺き麗れい事ごとを――と自分でも呆あきれている。

　だが、越こえてはならない一線があるのではないだろうか。

　まだ十五かそこらの少年が、コカインほしさに銃じゆうを持ち、同じ国の人間を撃うち殺している光景は壮そう絶ぜつだった。

「アレックスならきっと、こんな汚きたない方法じゃなく、もっとスマートに国を乗っ取るわ」

　具体的にどんな方法かは思おもい浮うかばないが、きっとそうに違いない。

　彼に会って、同僚だったあのときのように相談したかった。

　答えが出なくても、話すだけで気が晴れるかも。

　晴れるに違いない。

　なぜならエリンはアレックスを欲ほつしているから。

　あの知性も肉体も自分のものにしてしまいたい。そうだ。そのために自分は成り上がって力を手に入れる。ＲＯＬなど叩き潰してしまえばいい。

　夢やぶれて絶望しているアレックスを抱だきしめ、首輪をはめて、監かん禁きんして、優やさしく飼育してあげる。

　――って、私ったら昼間から、それもこんな街中で何を想像しているのかしら！

　自分の頬ほおを叩き、気を引ひき締しめる。

　エリンは一ヶ月前にこのラウドリア王国に送り込まれてきたが、今日、初めて丸一日の休日を作った。徹てつ底てい的てきに遊ぶ。美お味いしいものを食べて、買い物をして、演劇を見に行くのもいい。いやらしい妄もう想そうをしている場合ではないのだ。

　何が起きたって、誰だれに呼ばれたって、今日は無視する。

　そう決めた矢先。

「おや。エリンじゃないか」

「……へ？」

　顔を上げると、アレックスがいた。

　妄想癖が悪化して遂に幻げん覚かくが見えたのかと目を擦ってみる。それでも消えない。どう見ても実体としか思えない。

「どうしたボーッとして。幽ゆう霊れいでも見たような顔だな」

　アレックスは昔と変わらず、自信満々の笑えみを浮かべていた。

「いや、だって……どうしてあなたがここに!?」

「どうしてって、今この国はリキッド利権を巡めぐって二大超大国が激げき突とつしているじゃないか。俺も一応、リキッド産業の新米社長として、状じよう況きようを確かめたくてな」

　アレックスはエリンの前に座すわりながら、そうヌケヌケと語った。

　ハルバートと正面から喧けん嘩かしておきながら何が新米だ――とエリンは内心ムッとした。ケルストリア島でどんな魔ま法ほうを使ったのか問いただしてやりたい。もっとも、答えてくれるわけがないし、敗北を認めることになるのでやめにする。

「状況を確かめるって、それだけのために来たの？　信じられないわ」

「ほう。するとケルストリア島みたいに、俺がまた何かやらかすと？　この状況から？　高く評価してくれるのは嬉うれしいが、物理的に不可能だ」

「……まあ、ね」

　冷静に考えればその通りだった。

　実のところ、エリンですらラウドリア王国においては小さな歯車の一つだ。実権は軍部とＣＩＢが握っている。エリンの役目は、軍部の要求通りの金を出すよう本社に伝えたり、早く王室派を倒せという本社の要求を軍部に伝えたりと雑用ばかりだ。

　自分の発言力を強化しようとするエクストラを牽けん制せいしたり、戦争に勝つのを前提とした地質調査を行なったりもするが、いずれにせよ散文的な作業だ。

　あまりにも戦局が改善しないことに業ごうを煮にやし、エリン自らＣＩＢと協力して情報を分ぶん析せきし作戦立案し、軍部に叩き付けたことがある。だが、リキッド屋の小こ娘むすめに戦争の何が分かる、という嘲ちよう笑しようと共に突き返されてしまった。

　いまやキングダムですらどうにもならない状況なのに、ＲＯＬごときが手を出せるはずがない。

　――けど、それでも、この男が観光のためだけに来たとは思えないわ。

　どんな方法かは知らないが、二大超大国の力が激突するラウドリア王国に自分の利権を確立し、またしてもキングダムを出し抜こうとしている。そうに違いないとエリンは思い込んだ。

　ならば自分はハルバートの一員として、アレックスの計画を暴あばく義務がある。

　このまま帰してはいけない。

　何か、彼かれを足止めする上手い台詞せりふを思いつかなければ。

　――結けつ婚こんしてください。

　違う、そうではない。飛ばしすぎだ。頭がおかしくなったと思われてしまう。もっと段階を踏ふむべきだろう。

　――食事に、そうディナーに誘さそいましょう。向こうから声をかけてきたんだから、私にまったく気がないわけではない、はず。料理を食べて、お酒を飲んで、ホテルに連れ込んで、身も心も私のものにして、計画を聞き出し、そして……私のお婿むこさんにする……ふふ、うふふふふふ。

　ああ、体が熱い。自分が如い何かにアレックスを求めていたか思い知らされる。

「アレックス……その、もしよかったら、今夜、食事でも、どう……？」

　さあ、頷うなずけ。勇気を出して誘ったのだから、頷け。

　きっとアレックスだってエリンに会いたかったに違いないのだ。だってエリンはこんなにも会いたかったのだから。

　だから断るなんて有り得ない有り得ない有り得ない有り得ない有り得ない。

「いいぜ。それじゃあ、今夜七時にこの場所で待ち合わせしようか」

　きた。きた。きた。きた。きた。きた。

　デート。夜のデート。男女が、二人っきりで、夜。自分とアレックスが。二人っきりで。二年間募らせたこの感情を。

　――落ち着いて、落ち着いて、私！　目的はアレックスが何のためにこの国に来たのか聞き出すこと。えっちなことをするのはそのあとよ。あとなら構わないのよね。遂ついに、今夜、私はアレックスと……する？　それともされるほうがいいのっ？　え、選べないわ！　あ、そういえば急なことだから、蝋ろう燭そくも首輪も縄なわも用意していないわ！　どうしましょう！　なくても大だい丈じよう夫ぶかしら。いえ、駄目よ。初めてなんだから、ちゃんとしないと！

　エリンの性的知識は、昔読んだ一冊の本で構成されていた。

　故ゆえにエリンの中で性せい行こう為いとは、どちらかが一方的な主導権を握にぎり、鎖くさりや縄で束そく縛ばくし、鞭むちや蝋燭で痛めつけることを指す。

　それが非常に偏かたよったものであるなどと、考えたこともなかった。

「わ、分かったわ。店は私が予約しておくから……」

「頼たのむ。正直、この辺の美う味まい店を知らないから。エリンのセンスに期待する。それじゃあ、またあとで」

　アレックスが立ち去ったあと、エリンは彼が座っていた椅い子すに移動した。はたから見れば意味不明だろうが、そうせざるを得ないのだ。

　アレックスの体温を感じる。アレックスの残のこり香がを吸う。アレックスの使ったティーカップに口を付ける。

　エリンは興奮のあまり、自分の脳のう細さい胞ぼうが発火しているように思えた。




※




「どうしたエリン。俺の顔ばかり見て」

「別に、そんなことは、ないわ！」

　エリンは半ば叫ぶように返答しつつも、事実、料理の味が分からないほど緊張していた。

　このレストランはこの街で一番評判がいい店だ。ＣＩＢの胸むなぐらを掴つかんで調べさせたのだから間ま違ちがいない。アレックスも気に入るだろう。

　そして縄と蝋ろうもホテルの自室に用意した。あとでアレックスをホテルに連れ込み、沢たく山さん虐いじめて計画を吐はかせる。そのあとは立場を入いれ替かえて虐めてもらおう。鞭は手に入らなかった。アレックスは失望するだろうか。いや問題ない。愛があれば問題ない。

　それよりも何よりも。

　油断しないこと。

　自分が相手している男は、あのアレックスなのだ。素そ振ぶりがなくても、一挙一動が罠わなということも有り得る。

「さて。そろそろ行こうか」

「ええ……行きましょう！」

　レストランを出た後、しばらく街を一緒に歩いた。

　何か話していたはずだが、まるで覚えていない。

　とにかくアレックスを一刻も早く縛しばり上あげたくて頭がおかしくなりそうだった。

「あの、アレックス。私の部屋にこない？　ゆっくり話したいわ」

「そうだな。酒はあるのか？」

「もちろん。アレックスの好きな銘めい柄がら、忘れていないわよ」

　素晴らしくスムーズな流れ。まるで経験豊富な女のようだ。いや、妄想の中では何百回としているのだから、実質、経験豊富と同じだ。

　それにしても、先さき程ほどから後ろが気になる。二人分の足音が付いてきているような気がする。だが振り返っても誰もいない。

「どうしたんだ、エリン」

「……いえ、何でもないわ」

　アレックスはハルバートの大敵ＲＯＬの社長だ。そんな男と二人っきりで会っていると知られたら、裏切り者としてマークされる。

　だが今夜、自分がアレックスと会うことは誰にも伝えていない。だから尾び行こうされているとは考えにくい。

　仮にそうだったとしても、自分はアレックスに計画を吐かせようとしているのだ。

　成果さえ挙げれば、誤解はおのずと解ける。

「このホテルよ」

「流石さすがはハルバート。超ちよう一いち流りゆうのホテルじゃないか」

「こんな国で超一流もないでしょ。それよりアレックス。あなたはどこに泊まっているのよ？」

「ここに比べたら小さなところだよ」

　そしてエリンはアレックスを部屋に連れ込むことに成功した。

　あとは。やってしまうだけだ！

「ねぇ、アレックス。私たち、ハルバートに入社してからの付き合いだけど、そろそろ……」

「エリン。綺き麗れいだ」

　――!?　向こうから来た！

　喜びの余り、目め眩まいがするほどだ。

　だが、本当にいいのか。話が出来すぎてはいないか。

　アレックスと結ばれたくて、抱きしめられたくて。

　ずっと恋こい焦こがれていたけれど。

　だからといって自分の思い通りにことが運びすぎると、疑いたくもなってしまう。

「済まないエリン。ハルバートは父の仇かたき。だから君に対しても素直になれなかった。だが、考えてみれば、そんなことは二人の間には何の関係もないんだ」

　疑え――ない！　仮に、仮に罠だったとしても、どうにでもなってしまえ。

「ええ。ええ、そうよアレックス！」

　エリンはアレックスに力強く抱きついた。

　それから強きよう烈れつな口づけをした。

　脳天まで痺しびれる。心臓が吹ふっ飛とぶ。意識が遠くなる。

　――って、本当に意識が……何か、飲まされたっ？

　小さな何かを口移しされた。吐き出そうとするが、舌と一緒にねじ込まれる。突き飛ばそうとしても両りよう腕うでで抱きしめられ動けない。

　爪つめを立ててもびくともせず、やがて全身から力が抜け――

　ふと気が付くと朝になっていた。

　アレックスの姿はない。自分一人だけが服を着たままベッドで寝ねていた。




※




　朝が特別苦手というわけではないが。アレックスはその日たまたま、寝ね坊ぼうしたい気分だった。別に早起きして出社する義務があるわけでもないし。たまには惰だ眠みんを貪むさぼる権利があるはずだ。
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　だというのに。おせっかいな奴やつが一人、急ぎでもない用事を伝えにわざわざやって来た。

「アレックスぅ、起きて下さいアレックス。写真の現像が出来ましたわ。これであの女はイチコロですわ～～」

　なるほど。昨日の写真が出来たのか。

　しかし、今すぐ必要というわけではなかった。

　故に、二に度ど寝ねの邪じや魔まなどさせはしない。

「あら、アレックス。無視ですか？　私を無視するのですか？　それなら私にも考えがあります。お寝坊する悪いアレックスにお仕置きですわ！」

　そう言ってミレーヌは、モゾモゾとベッドに潜もぐり込んできた。

　一体、何を考えているのやら。

　非常に邪魔だ。

　だが、この程てい度どのことで今のアレックスは起きたりしないのだ。

　全力で寝る。

「ほーら、むにむに。私の胸を押しつけられても眠ねむっていられますか？」

　背中に、柔やわらかいものが二つ当たっている。

　それは本当に大きくて、感かん触しよくが気持ちよくて。

　ああ、何と言うことだろう。

　寝ていられない。

「アレックスぅ。どうですか。私の勝ちでしょう？」

　ミレーヌの勝かち誇ほこった声が耳元でする。

　吐と息いきも、体温も。アレックスに伝わってきて。大変だ。

　我が慢まんできない。

「お前、こんなことをして、覚かく悟ごは出来ているのか……！」

「え？　何が……きゃぁっ！」

　寝返りを打ったアレックスは、そのままミレーヌの胸に両手を伸ばして。

　鷲わし掴づかみ。

「ひゃんっ！　アレックス、駄だ目めですわ……こんな！」

「駄目も何も、お前からベッドに潜り込んできたんだろうが。こんなことをされて……俺が我慢しているとでも思ったか！」

「ちょっとした冗じよう談だんのつもりで……い、いやですわ、そんなに激しくされたら私……ああ、誰か助けてくださいまし！」

　ミレーヌはアレックスの手を振ふり払はらって、ベッドから逃げ出そうとする。

　アレックスはその背中に抱きついて。後ろから手を胸に回して。再びベッドの中に引きずり込んだ。

「アレックス……そんな乱暴に、しないで……」

「じゃあ優しくしたらいいんだな？」

「それは……その……」

　少しだけ沈ちん黙もくがあった。それからミレーヌはこくりと頷く。

　アレックスは彼かの女じよのボタンに手を伸のばし、上から順番にゆっくりと。

　一つ外すたび、互たがいの体温、上がっていく。

「はぁ……はぁ……アレックス……私、もう頭、変になりそうです……」

「大丈夫。深呼吸だ。怖こわい事なんて何もないから……」

　震ふるえる彼女に囁ささやいて、今度は下着に手をかけようとした、その瞬しゆん間かん。

「お兄ちゃーん。いい加減起きてよー。メアリさんの朝食もうすぐ出来るよぉ」

　トタトタと。階段を登る音が軽快に近づく。

　ミレーヌは固まって動かなくなる。

　しかしアレックスは反射的に、こわばるミレーヌを突き落とし、ベッドの下に素す早ばやく押し込んだ。それから自分は布団に潜り込んで、寝ていますとアピール。

「お兄ちゃん。いくらなんでも遅起きだよっ」

　扉とびらが開いてイブの声がする。

　強ごう引いんに掛かけ布団が剥はがされて、アレックスは上半身を起こしてみせる。

「……おはようイブ。お前は朝から元気だな」

「そういうお兄ちゃんは元気ないね。今日は低血圧？」

「かもな……すぐ着き替がえて行くから、下で待ってろ」

「はーい。あ、ところでミレーヌさん知らない？　お兄ちゃんに写真届けるって言ってたけど」

「さあ……俺はこの通り、寝てたから。来ても気が付かなかったかもな」

「そっかぁ、入れ違いになったのかなぁ？」

　イブは小首をかしげてから、またトタトタと階段を降りていく。

「ミレーヌ。もう出てきても大だい丈じよう夫ぶだぞ」

「……いきなりベッドの下に押おし込めるなんて酷ひどいですわぁ」

　這はい出でてきたミレーヌは、この上ないほどふて腐くされていた。

「仕方がないだろ。それとも、あの場面をイブに見られたかったのか？」

「それは……嫌いやですけど。それにしてもアレックスの動きは素早かったですわ。随ずい分ぶんと慣れていたような」

「実際、慣れている。ハーレムを作ろうと志すと、こういうことはよくあるんだ。まあ、宿命のようなものだ」

「宿命って、女から見たらただの浮うわ気きですわ！」

「失敬な。俺ほどの男が一人だけに愛を注いだら、他の女性が可か哀わい想そうじゃないか。だから俺は……いや、そんなことはどうでもいい。それより、昨日の写真が出来たって？」

「そうでしたわ！　あれ……写真どこに……あっ、ここですわ！」

　大切な写真は床ゆかの上に散乱していた。

「ベッドに夢中でそれ以外は忘ぼう却きやくの彼方かなたか。とんだド変態だぜ、全く」

「それは……っ！　アレックスに言われたくはありませんわ！」

「俺はいいんだよ。誘われた被ひ害がい者しやだから」

「あんな積極的な被害者はいませんわ！」

　ミレーヌは眉まゆをつり上げて、写真をアレックスに投げつけた。

　ひらひらと舞まうそれを受け止めて、出で来き映ばえをチェックする。

　アレックスとエリンが食事しているところ。並んで街を歩くところ。二人でホテルに入るところ。

　どれも綺麗に写っている。

「さあ！　これをエクストラなりＣＩＢなりに送りつけ、あの女に正義の鉄てつ槌ついを！」

　ミレーヌはなぜか一人で燃え上がっている。

「どうして正義の鉄槌なんだ？」

「だって、アレックスを寝ね取とろうとする女なんて悪い奴に決まっていますわ。ですから、それをやっつけるのは正義なのです！」

「寝取るって……まあ、いいや。それより、この写真を使う前に一仕事あるぞ。昨日、エリンの部屋から持ってきた資料を見て思いついたんだ」

　昨日、エリン・エイリーを見つけたのは偶ぐう然ぜんだった。

　ブラックファングに電報を送るため街に行き、休きゆう憩けいのため喫茶店に入るとバッタリ出会ってしまったのだ。

　よく考えてみれば、あの街は議会派の拠きよ点てんがある砦とりでから近い。ハルバートの社員がいるのも十分に有り得た。

　だが、それにしてもエリンが来ていたとは。

　アレックスは焦あせった。エリンは優ゆう秀しゆうだ。アレックスがラウドリア王国をうろついているのを見て、何か悟さとるかも知れない。

　今のところ誰もハリエット姫の動きなど気にしていないから暗あん躍やくしても発覚しないが、エリンがＣＩＢを動かせばアレックスは身動きできなくなる。

　しかし、同時にチャンスでもあった。

　エリンを使って議会派を、というより合衆国勢力を混乱させてやる。可能であれば情報も引き出したい。

　ディナーの誘いを受けた瞬間、アレックスの脳のう裏りにエリンをはめる方法が思い浮かんだ。それはエリンと自分があたかも親密な関係であるかのような写真を撮とるという、古典的なハニートラップだった。

　信頼のおける協力者の協力を必要としたが、これにはミレーヌが立候補してくれた。理由は『正義の鉄槌』というやつだ。なぜか面おも白しろがってイブまで付いてきた。

　そしてエリンの部屋に入り込み、キスと共に睡すい眠みん薬やくを飲ませ、部屋を物色した。

　正直、キスだけで済ませるのは非常に心残りだったが、あまり時間をかけるとミレーヌが銃を持って突とつ入にゆうしてくる危険性があった。それにエリンの部屋からは、蝋と縄が見つかったのである。

　――あいつにＳＭ趣しゆ味みがあったとは知らなかったぜ。

　アレックスはエリンを生き真ま面じ目めな女性だと思っていた。下手をすると男と付き合ったことがないのでは、とすら疑っていた。

　しかしその実体は、ハードでアブノーマルなプレイを趣味とする変態女だったのだ。

　もし睡眠薬を使わず、あのままエリンと事に及およんでいたら、果たしてアレックスはどんな目にあっていたか。もしくはアレックスが攻せめる役目だったのか。

　想像すると寒気が走る。

　――エリンはいい娘なんだが、ＳＭはきつい……ハーレム候補最上位だったんだが、ちょっと保留にしよう。

　アレックスは非常に残念な思いで、脳内名めい簿ぼのエリン・エイリーの欄らんに保留の判子を押したのだった。

「さて。いい加減、着替えたいから、下の居間で待っていてくれ。今後の予定を立てる」

「いえいえ。着替えるなら、お手伝いいたしますわ！」

「そうか。だがミレーヌ。まずは自分の胸むな元もとを何とかした方がいいだろうな」

「へ？」

　ミレーヌは顔を下に向けて、自分の胸を見て。そこのボタンが全て外れたままだと気が付いて。耳まで真っ赤になる。

「きゃぁっ、へ、変態！」

　今さらながら両腕で胸元を隠かくして、アレックスを非難する。

「変態って言うのはな。朝から男のベッドに潜り込んで胸を押しつける奴のことだぞ」

「う、うるさいですわ！　そんなことばかり言っていたら、いつかイブちゃんに嫌きらわれますわよっ？」

「嫌われるものか。お前だって俺おれのこと嫌いにならないだろ？」

「なっ！　それは、その……」

　論破完かん了りよう。

　チョロイにもほどがある。

　俯うつむいたまま動かなくなったミレーヌを無視して、アレックスは着き替がえを始めた。

　そして服を着終わった丁度そのとき、窓の外から「ぴー」と聞き慣れた声が聞こえる。

「何だ、ムルルか？」

　そう言えばイブの頭の上にいなかった。

　珍しいこともあるものだ、と思って外を見る。

「ぴ、ぴ、ぴ」

　随分と威い勢せいのいい鳴き声で飛んでいる。その後ろを綿わた菓が子しのような精せい霊れいが追いかけていた。ミレーヌのポポラだ。

　そして、その後ろを魚が泳いでいた。

　――魚？

「空中だぞ！」

　アレックスは慌あわてて窓を開け放ち、首を出す。

　すると精霊が列を組んで行進していた。

　魚型精霊の後ろには猫ねこ。カニ。ヘビ。テディベア。リンゴ。蝶ちよう。カエル。鷹たか。キノコ。

「どうしたのですかアレックス。急に大声を出して……まさか、また私にいやらしいことをしようと……!?」

「断じて違ちがう！　それよりも、あの行進は何だっ？」

　叫さけんで指差すアレックスとは対照的に、ミレーヌは窓の外を見ても平然としている。

「あの子たちは、レギオンフレームとセットで買った精霊ですわ」

　それを聞いて、即そく座ざに合が点てんがいく。

「……ああ、なるほど」

　精霊なくしては精霊発動機は動かず、よってレギオンフレームも動かない。十機のレギオンフレームを持ってきたからには、精霊も十匹ぴきいるに決まっているのだ。

「アレックスったら寝ぼけていますの？　それともベッドに夢中で、それ以外は忘却の彼方ですの？　とんだド変態だぜ、ですわぁ」

　してやったりという顔で、ミレーヌはにじり寄ってくる。

　悔くやしい。

　しかし顔に出さない。こんなもの、無視してしまえば負けたことにならない、はず。

「……で、あいつらは何やってるんだ？」

「何をしているのかは分かりませんが、昨日からああやって楽しそうに飛んでますわ」

「そうか……まあ、精霊が楽しそうにしているのはいいことだ」

　精霊発動機はその特性上、精霊の体調や精神状態で出力が変動してしまう。

　精霊とよい関係を築き、彼らが積極的に協力してくれるよう仕向けるのもレギオンフレーム使いとして大切なスキルなのだ。

「しかし、リキッドを調達することも考えないとな」

　一応、シャロン姫ひめが飛行船で送ってくれたリキッドがあるので、暫しばらくは保もつ。だが飛行船で運べるリキッドなどたかが知れている。それに人道支し援えんという名目なのだから、メインの物資は食料や薬品だ。リキッドはその隙すき間まに紛まぎれているに過ぎない。

　誰かが調べているわけでもないし、いっそ飛行船の中身は全てリキッドでもよさそうだが、万が一ということもある。それに、食料が必要なのも確かだった。

「それも含ふくめて、今後の予定を決めるのですね？」

「ああ、そうだ。いい加減、下に行こう。イブが待っている……ところで、早くボタン何とかしろ」

「ひゃぁっ」

　ミレーヌは妙みような悲鳴を上げて、慌ててボタンを留める。

　そうしてアレックスとミレーヌが居間に行くと、イブだけでなくハリエット姫まで待っていた。

「おはようございます、殿でん下か。早起きですね」

「おはよう、アレックス。二人から聞いたのじゃが、これからの計画を練るそうじゃな。今メアリが朝食を作ってくれているから、それを食べてからにするか？」

「いえ。先にやってしまいましょう。俺の中ではまとまっていますから」

「ふむ。まさに朝飯前というやつじゃな」

　アレックスはテーブルの上に地図を広げてみせる。昨夜、エリンの部屋で見つけ、描き写したものだ。

「これは王室側の後方連れん絡らく線せん、つまり補給ルートです。エリンはこれを強きよう襲しゆうする計画を立てていました。我々がそれをアレンジして実行しましょう」

「ほう……随分と詳しよう細さいな地図じゃな。時間まで分かっている。なのに、どうして議会派はまだそれを実行していないのじゃ？　エリンとやらはあまり信用されていないのか？」

「と言うより、困難な上、効果が限定的なのです。敵の後方連絡線を攻こう撃げきするには、正面の敵を迂う回かいして後ろに回り込む必要があります。これだけでも難しいのに、敵の援えん軍ぐんが来る前に撤てつ退たいしないと、敵てき陣じん奥おく深ふかくで孤こ立りつするハメになります。そもそも、補給ルートがこれ一本とも考えにくいので」

「苦労した割に実りが少ないわけじゃな。すると、妾わらわたちがやっても同じ事ではないか」

　ハリエット姫は当然の疑問を口にする。

　鋭するどい質問がくると、アレックスとしても説明のし甲が斐いがあるというものだ。

「そうとは限りません。議会派と王室派は、常に互いを監かん視しし合っています。何かやろうとしても、事前に察知されてしまう危険性が高い。ところが我々は異なります。はっきり言って無視されています。下手をすると存在を忘れられている可能性すらあります」

「そこまで来ると、ちょっと悔しいのぅ」

「ですが好都合です。我々が王室側の後方連絡線を叩たたく。これはつまり向こうからすれば、予期せぬ方向から予期せぬ敵が襲おそってくるということです」

「青せい天てんの霹へき靂れき、じゃな」

「おや、殿下。難しい言葉を知っていますね」

「うむ、この前覚えたのじゃ。偉えらいじゃろ」

　十三歳さいの姫ひめ君ぎみは澄すまし顔がおで自じ慢まんした。

　こういった年相応の可愛かわいらしさを持っているのに、行動のベクトルは全すべて国民のために向かっているのだから凄すごい。なんとか勝たせてやりたいとアレックスは切に思う。

「でもさ、お兄ちゃん。今は私たち無視されてるかも知れないけど、ここで戦っちゃったらバレるよね？」

「いや、そこもちゃんと考えてある」

　イブの疑問に対し、アレックスは策を語った。

　それは非常に単純明快であり、自分たちの正体を隠せる上、敵を混乱させることが出来る一挙両得な方法だった。

「いやはや。アレックスは本当に悪わる巧だくみが得意じゃな。あ、いや、褒ほめているのじゃぞ」

「アレックスは本当に凄いですわ。魔ま王おう並みですわぁ」

「お兄ちゃん。もし失業したら、一いつ緒しよに悪の秘密結社作ろうね！」

　三人は褒めてくれた。なのに、いまいち釈しやく然ぜんとしない。

　どうして悪の秘密結社なのか。

「……とにかく。我々の基本方針は、存在を気付かれることなく王室派の力を削そぐことにあります。そして議会派が押してきたところで、今度はそちらを攻撃します。上う手まいこと双そう方ほうを削けずり取とり、最終的に我々が漁夫の利を得ます」

「言うのは簡単じゃが、そう予定通りに行くのか？」

「もちろん、やってみなければ分かりません。しかし、だからといって予定を立てないわけにもいきませんので」

「ふむ、道理じゃな。さて、話がまとまったところで食堂に行こう。そろそろメアリが朝食を並べている頃ころじゃ。腹が減っては戦は出来ぬ」

　ハリエット姫が言った諺ことわざこそ道理だった。

　だからこそ昔から軍隊は補給で苦労するのだ。

　この素す晴ばらしい諺は一体どこの国の言葉だっただろうか、とアレックスはしばし考えた。




※




　王室派の本ほん拠きよ地ちは王都サルサである。

　対する議会派の本拠地はエイジャ砦という場所だった。

　このエイジャ砦は、植民地時代に駐ちゆう留りゆうしていた帝てい国こく軍が、王国内の反乱軍に睨にらみをきかせるために建造した物だ。

　そんな帝国製の建物に議会派がいるというのも皮肉な話だろう。その議会派を操あやつっているのが合衆国というのは更さらに冗談じみている。

　ラウドリア王国はエメラルド海に面した国であり、エイジャ砦よりも王都の方が圧あつ倒とう的てきに海に近かった。

　必然的に王室派は海路を主眼とし、議会派は空路と陸路を組み合わせている。

　精霊発動機の性能があがると共に、飛行船や自動車、鉄道の輸送能力も上じよう昇しようしたが、それでもやはり物資運うん搬ぱんの花形は船せん舶ぱくだ。

　よって、エメラルド海を押さえている王室側が、兵へい站たんに関して圧倒的に有利と言える。

　しかし海路がある故に、王室派の後方連絡線は、港と物資集積場と前線を繋つなぐラインに集中してしまう。

　エリンが――つまり議会派が王室派の後方連絡線を特定できたのも、そう不思議な話ではないのだ。

「さて。一人の脱だつ落らく者しやもなしに辿たどり着つけたのは僥ぎよう倖こうだった。じきに王室派のトラックが通るが、全員覚悟は出来ているな？」

　半月が照らす森の中。アレックスは一同を見回す。

　そこには乗馬した十一人がいた。

　全員が正体を隠すためフェイスマスクで顔を覆おおっている。

　まずはミレーヌ。いまも現げん役えきの傭よう兵へいである彼女は、アレックスよりいい仕事をするだろう。残りのメンバーは、レギオンフレーム乗りとしてミレーヌが選せん抜ばつした十人だ。

　もっとも選抜が終わったばかりなので、まだまだレギオンフレームを使える状態ではない。かえって邪魔になるので、レギオンフレームのことは忘れ、ここまで二日かけて馬で来た。

　その中に、ハリエット殿でん下か御ご推すい薦せんのメアリもいる。

　誰だれもがライフルを持つ中、彼女一人が剣けんで武装していた。

「メアリ。もう一度聞くが、本当にそれでいいんだな？」

「はい。私は慣れていないライフルより、こちらの方が圧倒的に強いですから」

　自信満々で『圧倒的』と言い放った。

　これが誰か別の者の台詞だったら一いつ笑しようにふすところだが、メアリの実力は初対面のときに見ている。

「もう一つ聞くが。皆みなが迷めい彩さい服ふくの中、どうして君はメイド服なんだ……？」

「着慣れていない服より、こちらの方が動きやすいのです。ちなみに、このメイド服とてご覧のとおり迷彩柄がらです。こんな事もあろうかと作っておいたのです」

　メアリは真ま面じ目めくさった顔で言った。

「……別に趣味だと正直に言っても怒おこらないぞ？」

「はい。趣味です」

　今度は笑え顔がおで言われてしまった。

　自分の後ろを取った動きと、ミレーヌの選抜がなければ叩き返しているところである。

「アレックス、トラックが来ましたわ」

　ミレーヌの言うとおり、遠くからヘッドライトの灯あかりが近づいてきた。

　トラックは三台。その前後に護衛の装そう甲こう車しやが一台ずつ。計五台が一列に並んで走っている。

　アレックスたちが見つめる先はきついカーブだ。更にその後ろは急きゆう勾こう配ばいの山になっており、逃にげ場ばがない。襲うにはもってこいの場所だ。

「さて、そろそろだな……三、二、一、ゼロ」

　カウントダウンが終わると同時、先頭の装甲車がカーブでスリップし、半回転した。後続のトラックはそれを回かい避ひしようとハンドルを切るが、同じようにスピンしてしまう。
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　あるものはケツを向けたまま木に突っ込み、あるものは山に乗り上げ停止。道路の上で停止することに成功したのは一台のトラックだけだった。

「撒まいておいたオイルが効いたな。よしミレーヌ。爆ばく破はしろ」

「了りよう解かいですわ」

　ミレーヌは手にした装置のボタンを押す。

　すると山の上で爆発が起き、崖がけ崩くずれの土ど砂しやがトラックの後方を塞ふさいでしまった。

　これもやはり、あらかじめ仕し掛かけた爆弾によるものだ。

「イブちゃんの作った無線式起爆装置は凄いですわ」

「俺の妹だからな。では全軍、突とつ撃げき！」

　十二頭の馬が、一いつ斉せいに森から飛び出した。

　その中で実戦経験があるのはアレックスとミレーヌだけ。メアリが騎き士しとしての技量を発揮したとしても、残りの九人は完全な素人しろうとだ。

　それでも勝ち目はある。完かん璧ぺきに成功した奇き襲しゆうとは、それほどまでに有利なのだ。

　しかも敵は道路の様子を見るため車から降りていた。襲ってくれと言わんばかり。

「な、何だ!?」

　王室派の兵士たちから、どよめきが上がる。

　そのとき既すでにアレックスたちは肉にく薄はくしていた。

　ライフルの一斉射により、まず五人の兵士が倒たおれる。それから馬で踏ふみつぶし、蹴け飛とばす。瞬またたく間まに十を超こえる屍しかばねが出来上がった。

　無論、敵とていつまでも蹂じゆう躙りんされてはくれない。生き残った五人が集まり、ライフルを構えようとした――その瞬間。

　銀ぎん閃せんが煌きらめいた。

　音もなく闇やみ夜よに舞った銀色の刃やいばは、たった一ひと振ふりで敵のライフルをまとめて両断した。

「な、にっ？」

　その驚おどろきの声が、敵と味方のどちらから上がったのか分からない。もしかしたらアレックス自身が出したかも知れない。

　レギオンフレームならともかく、生身の人間にこんな芸当が可能なのか。

　可能なのだろう。そうでなければ、今見た光景が幻まぼろしだったということになる。

「さて皆さん。仲間と武器を失ったのですから、降こう伏ふくしたらいかがです？　そうすれば命まではとりませんよ」

　メアリは馬上からほがらかな声で敵を威い圧あつした。

　フェイスマスクを被かぶった馬上のメイド騎士。それに恫どう喝かつされた人間は、もしかしたら歴史上、彼かれらが初めてかも知れない。残念ながら年表には載のらないが、ちょっと面白いので、アレックスは記き憶おくにとどめておこうと思った。

　かくしてアレックスたちは補給部隊の襲しゆう撃げきに成功した。

　ひっくり返ったトラックを装甲車で起こし、自走できる状態に復帰させる。暗くてハッキリとは分からないが、荷台も無事らしい。

「生き残りの五人を縛ってきましたわ」

「ごくろうミレーヌ。あとは仕上げだな」

　アレックスが見に行くと、彼らは手首を後ろで縛られ、道路に座すわらされていた。その周りをメアリたちが取り囲んでいる。

「ふん。合衆国の犬どもめ。俺たちをどうするつもりだ」

　敵の兵士は勇ゆう敢かんなのかヤケクソなのか知らないが、アレックスに向かってツバを飛ばしてきた。

　こちらの思おも惑わく通り、議会派だと思ってくれているらしい。ならば問題なし。その間違いに従って演技してやろう。

「お前たちの命などに興味はない。歴史を逆行させようとする負け犬！　王族に鎖くさりでつながれるのがそんなに嬉うれしいか国こく賊ぞくども！　この国の民主主義は我らが守る。降伏するなら今のうちだぞ。我々は慈じ悲ひ深ぶかいゆえ、王おう侯こう貴族たちの命も保証してやろうではないか」

　アレックスは声を張り上げた。心にもない台詞せりふだが、大声を出すのは気持ちがよかった。

「き、貴様ら……！」

　兵士たちは顔を真っ赤にしプルプル震える。無理もない。縛しばられた上、目の前で負け犬だの国賊だのと言われたら、誰だって腹が立つ。

「この物資は我々議会派が有効活用してやろう。お前たちは尻尾しつぽを巻いて王都に逃げ帰り、泣きながら報告するがいい。『自分たちの情報は議会派に筒つつ抜ぬけで、後方にも容易たやすく回り込まれるようになっている。もはや降伏するしかありません』とな！　ふはははははははっ！」

　高笑いが夜に響ひびき渡わたる。

　実に楽しい。

　できることなら、もう暫く彼らを罵倒していたいが、グズグズしていると追っ手に追いつかれる可能性が増す。

　問題は二台の装甲車である。こんなものを持ち帰っても目立つばかりで邪魔だ。そもそも車を運転できる者は限られている。しかし、そのまま残して行くと、生き残った敵兵士がこれで追いかけてくる。

　かといって破は壊かいしようにもライフル如ごときでは不可能だ。

　だが抜ぬかりはない。アレックス・ベイリアルはありとあらゆる状じよう況きようを想定して行動する。

「こんなこともあろうかと、小麦粉を持ってきたのだ。これをリキッドタンクにぶちこめば、中でドロドロになってタンクが使いものにならなくなる」

「お、恐おそろしい方法ですわ……」

　雷らい撃げきの魔ま女じよが震え上がる。

「よい子の皆は真ま似ねするなよ」

「誰に言っているのですか？」

　アレックスが小麦粉でミレーヌを戦せん慄りつさせていると、どうしてかメアリが「うふふ」と笑いながら顔を近づけてきた。

「な、何だメアリ……？」

「台所から小麦粉がなくなっていると思ったら、アレックスさんの仕し業わざだったのですね！」

　メアリは剣に手をかけた。鞘さやからわずかに刃が見え、月明かりを反射した。

「いや、待て。待ってくれメアリ。弁べん償しようする。二倍にして返す。だから落ち着こう」

「本当ですね？」

「本当だ。取引で嘘うそを吐ついたことはない。何なら契けい約やく書しよを作ろうか」

「いいえ。アレックスさんを信じましょう。そのかわり、もし約束を破ったら……」

　破るわけがない。そんな途と方ほうもないリスクを冒おかすほど、アレックスは世捨て人ではなかった。

「ミレーヌ。俺は色んな女性を見てきたが、あんなに恐ろしい人は初めてだ」

「私もですわ……あの笑顔で凄まれると迫はく力りよくがありますわぁ」

「というより、単純に強い。生身では勝てん。メアリの動き、目では何とか追えるが、体が反応しきれない。レギオンフレームに乗せたら、どれだけ強くなるんだ」

「……まあ、生身の強さと、レギオンフレーム使いとしての強さは必ずしも一いつ致ちしませんから」

　確かにそうだ。優すぐれた剣けん士しや格かく闘とう家かをレギオンフレームに乗せたからといって、そのまま強くなるとも限らない。むしろ、感覚の違ちがいを克こく服ふくできず、普ふ通つうの者より弱いというケースもあると聞く。

　だが、メアリなら平然とレギオンフレームを操りそうな気がする。

　敵じゃなくてよかった。

　それにしても、ＲＯＬの経費で小麦粉を買う日が来ようとは。やはり、アレックスにも予測できないことは沢たく山さんあるのだ。




※




　トラックを運転するのはアレックスとミレーヌ、それに選抜した者の一人だ。

　馬の速度に合わせなければいけないので、結局、帰りも二日かけることになる。

　とにかく見つからないことを祈いのるばかりだ。

　もっとも、王室派はこちらを議会派と思っているので、見けん当とう違いの方向を探しているはず。見つかる可能性は低い。

　そして目もく論ろ見み通り、アレックスたちは全員、無事にハリエット姫の屋や敷しきに帰き還かんした。

「お兄ちゃん、お帰り！」

「トラックを奪うばい、全員無事に帰ってきたか。いやはや、大したものじゃなぁ」

　今度ばかりはハリエット姫も素す直なおに感心していた。

　アレックスとしても鼻が高い。

　やはり、女性に賞賛されるというのは素晴らしいことだ。

「中身は何が入っているのじゃ？」

「何だろ、何だろ」

　ハリエット姫とイブは荷台の後ろに回り、目を輝かがやかせる。そんな二人の少女に、アレックスは苦く笑しようしてしまう。

「軍の物資なんてそう面白い物ではないと思いますがね」

　面白くはないが役には立つ。

　食料は各国の人道支援によってそこそこ余よ裕ゆうが出来たが、武器弾だん薬やくの類たぐいは幾いくらあっても足りないくらいだ。

　荷台を開け、積まれていた木箱の中身を検あらためると、案の定。

　銃じゆう。弾だん丸がん。砲ほう弾だん。手しゆ榴りゆう弾だん。地じ雷らい。

　嬉しいことにリキッドも三バレルあった。

　あとはジャガイモ。タマネギ。ニンニク。小麦粉……ようは食料だ。

　酒も見つかった。アレックスは大いに喜ぶ。

「お菓か子しはないのぉ？」

　イブとハリエット姫ひめはピョンピョン跳はねて荷台を覗のぞき込みながら、不満げに呟つぶやく。しかしご所しよ望もうの物は出てこない。

「大丈夫ですよ、イブちゃん、姫様。あとで私がホットケーキを作って差し上げますから」

　迷彩柄のメイドは、小麦粉の入った袋ふくろを担かついでそう言った。

　その言葉に二人の少女は歓かん喜きする。

　戦ってよし。家事をしてよし。まこと頼たよりになる女性だ。男の出る幕がない。

「大変ですわ！　これを見て下さいまし」

　アレックスがメアリに見とれていると、ミレーヌが対たい抗こう心しんでも燃やしたのか、大声を出して近寄ってきた。

「どうした。上等のワインでも見つかったか？」

「違います。これですわ！」

　紙袋を差し出すミレーヌの声には怒いかりが滲にじんでいた。アレックスがメアリを見ていたから、という下らない理由ではないだろう。もっと本物の怒ど気きだ。

　ただならぬ様子にアレックスも眉をひそめ、紙袋の中を確かく認にんする。

　するとそこには、白い粉が大量に詰つまっていた。

「コカイン、か……？」

「これだけではありませんわ。あのトラックの荷台はほとんどこれです！」

　戦場とドラッグ。この組み合わせは一いつ般ぱん的てきなもの。

　誰もが死と隣となり合わせの恐きよう怖ふに打ち勝てるわけではないのだ。その恐怖を打うち砕くだく手っ取り早い方法がドラッグだった。

　指揮官によって強制的に、あるいは兵士たちが自発的に摂せつ取しゆすることにより、恐怖を超ちよう越えつした即そく席せきの戦士を量産する。

　だが、それは廃はい人じん。

　動体視力、思考力の低下。幻げん覚かく作用。記憶障害。副作用は様々だが、ようは兵士として必要とされる能力が著いちじるしく低下するのだ。

　真っ当な軍隊。たとえば合衆国や帝国の軍隊なら、こんなものに頼らず、訓練によって恐怖を克服する。

　しかし、帝国からもたらされたはずの物資の中に、コカインが入っていた。

　それも大量に。

　理由は容易に想像できる。

　王室派を操っているのは帝国だが、実際に戦場で戦っているのはラウドリア王国の人間だ。それもろくに訓練もされていない素人だろう。そんな彼らを戦場に赴おもむかせ操るには、ヤク漬づけにするのが一番だ。

　そうすれば、王室派だの議会派だのという主張を持たない連中も、ドラッグ欲ほしさに参加し、依い存そん症しようになり、戦い、死んでいく。

　ラウドリア王国の国民がどうなろうと、帝国は気にしない。生きるも死ぬも、全ては書類上で完結する。

　碌ろくでもないが、戦場ではよくあることなのだ。

「アレックスよ。帝国は、ラウドリアの国民にこれを配っておるのじゃな？」

　ハリエット姫はアレックスの前に立ち、正面から見上げてきた。氷のような目だ。

「その通りです、殿下」

「国王は……妾の叔お父じは、それを承知して帝国と手を組んでいるのじゃろうか」

「知らない、とは考えにくいですね」

「合衆国も同じ事をしているのか？」

「十中八九」

　ハリエット姫はそこで黙だまった。彼かの女じよの中で激しい怒りが爆発しているのが分かった。

　ナイフのようだった目が見開かれ、炎ほのおが噴ふき出したかのような眼光を放つ。

　そして吼ほえる。

「アレックス、戦争を終わらせるのじゃ！」

　王者の声だった。

「たとえ背後にいるのが帝国と合衆国であろうと、国民が自分の意志で戦っているのであれば、まだ救いがある。しかし、これでは操り人形ではないか。奴やつらは、ラウドリア王国を舐なめた！　これ以上、国民同士を殺し合わせてはならぬ。帝国と合衆国を伐うて！」

　伐て。そう言われて伐てるなら誰も苦労しない。

　支配者はいつだって気安く命じてくる。それを実行する者がどんな困難に遭あうか考えもせず、当然の権利のように。

　だが、ハリエット姫の言葉には、こう答えるしかない。

　伐ちましょう――と。

　それは彼女の言葉が誰のためなのか分かるからだ。

　自分のためではない。国のためですらない。この国に住む人々のために出た言葉なのだ。

「お任せあれ殿下。私はそのためにここにいるのです」

　アレックスがそう答えると、ハリエット姫だけでなく、周りにいた難民たちまで歓かん声せいを上げた。







第三話　そしてチェックメイト







「チェルシー。一つ頼たのめるか？」

　街に出向いたアレックスは、情報の魔女を呼び出し、そう切りだした。

「なぁに、アレックス。あたしに出来ることなら聞いてあげるけど。それより、あなたハリエット姫に付いてるのよね？　周辺国からの人道支援を約束させたのは知ってるけど。そのあとの動きが掴つかめないのよね。何やってるわけ？　まさか、本当に難民を助けるためだけに行動してるわけじゃないんでしょう？」

　チェルシーが珍めずらしく自信なげな声を出していたので、アレックスは嬉しくなった。

　彼女ですらアレックスの動向を把は握あくしていないということは、ＣＩＢやＭＩＳも同様だろう。運が良かったと言えばそれまでだが。それでも自分に合格点を与あたえたい。

「もちろん戦っているさ。それで、王室派と議会派に関して、何か面白そうなネタはないか？」

「そうねぇ。相変わらずエーメル川を挟はさんで、一進一退の攻こう防ぼうを続けて、死体をジワジワ増やしてるみたい。ま、これは新聞読んでれば分かる話ね」

「ああ。お前に求めているのはそんなレベルの情報じゃないぞ、チェルシー」

「ふふ、ありがとう。帝国も合衆国も、コカインを大量に持ってきて、ラウドリア国民に与えて操り人形にしているってのは知ってる？　そうでもしなけりゃ、自国民同士で殺し合わせるなんて無理でしょうけど」

「予想はしていたが、合衆国もか。悲劇を通とおり越こして喜劇じみてきたな」

　平和だった国が大国によって真っ二つに引ひき裂さかれ、コカインに釣つられた国民が同どう胞ほうだった者を撃うち殺ころす。

　おぞましい話。しかし何よりも嫌いやなのは、もはや何とも思わなくなってきた自分の感受性である。そのくらい、この世界にありふれた出来事なのだ。

「他には？」

　チェルシーは、王室派の前線に届けられるはずだったコカインが、何らかの理由でいつもの半分になり、兵士たちが情じよう緒ちよ不安定になっていると語った。

　アレックスがトラックを強ごう奪だつしたからだが、チェルシーはそれを知らないらしい。

「それから、ラウドリア王国とは関係ないかも知れないけど。帝国軍が妙な新兵器を作ってるって噂うわさがあるのよ。もしかしたらラウドリア王国に来るかもよ、新兵器」

「それはどういう代しろ物ものなんだ？」

「さあ。そこまでは流石さすがにね」

　チェルシー・パセットの情報収集能力にも限界がある。アレックスはそのことにむしろホッとしながら、別の仕事を頼む。

「王室派の最前線に流言を広げて欲しいんだ」

「あら、それなら簡単よ。どっちの勢力にも何人か協力者エージエントを確保してるから。で、どんな流言？」

「コカインが前線に届かないのは、帝国が前線を見捨てたからである。アクランド帝国はより巨きよ大だいなリキッド鉱区を発見したので、ラウドリア王国から引き上げることにした。残された王室派は帝国の支援もなく、見殺しにされる――まあ、こんな感じだ」

「暴動でも起こさせようってわけ？　悪くないけど、すぐに追加のコカインが届くから一過性のもので終わるんじゃない？」

「そこも考えてある。ところで、帝国や合衆国がどこからコカインを仕入れているか知っているか？」

「ああ、それなら知ってるわ。帝国も合衆国も色んな業者から買ってるけど、あれだけの量を生産できる場所ってなると限られるから。最終的に行き着く先は同じ――」

　カスペット州よ。彼女はそう言った。




※




　悪い噂は驚くほどの速さで広まる。

　例に漏もれず、チェルシーによって拡散された流言は、王室派の前線部隊で稲いな妻ずまの如く駆かけ巡めぐった。

　当然、士気はガタガタに落ち込み、小規模の暴動すら起きた。それどころか禁断症しよう状じようを起こし、自分の体をかきむしったり、銃で頭を撃ち抜いたりするものが多発した。

　ＣＩＢも眠ねむっているわけではないので、この情報をキャッチする。

　議会派はここぞとばかりに砲ほう撃げきし、王室派の塹ざん壕ごうやトーチカを吹ふき飛とばす。

　長らくエーメル川を挟んで睨み合っていた両軍だが、渡と河かに成功した議会派によって王室派は陣じん地ちを占せん領りようされ、一気に三十キロも後退する羽目になった。

　もっとも、戦線が動くのは何も今回が初めてではない。

　どちらかが一時的に負けたとしても、必ずあとからエーメル川まで押おし返かえし拮きつ抗こうする。

　半年間も続いてきた流れであり、今回もそうなるかに思われた。

　だが――

「コカインが届いたぞ！」

　王室派の兵士たちは歓声を上げる。

　補給部隊のくそったれどもが、やっと仕事をしたのだ。

　兵士たちはコカインのためだけに戦っていた。政治的な理由など興味がなかった。かつては興味があったような気もするが、今となっては思い出せなかった。

　ところが、である。

　届いた白い粉は、コカインではなくただの小麦粉だった。

　王室派に発はつ狂きようの波が巻き起こった。

　まさかアレックス・ベイリアルという男が、輸送車を襲撃し、その荷台の中身をすり替かえて届けに来たなどと誰も思わなかったし、気付かなかった。

　精神的にも肉体的にも崩ほう壊かいし、ドラッグでそれを誤ご魔ま化かすことも出来ず、軍隊としての機能は完全に消失する。

　議会派が雪崩なだれを打って攻せめてきたが、誰もまともに抵てい抗こうできなくなっていた。

　初めは五万近くいたはずの兵士も、逃げ出せたのはわずか二万人だった。

　長かったこの戦争も、遂ついに終わりが近づいた――かのように見えた。




※




　トラックを強奪し帰還したその日から、ミレーヌは選抜者十人にレギオンフレームの訓練を施ほどこしていた。

　アレックスの目から見ても十人の筋はよく、予定していた一週間後には戦力として計算しても差さし支つかえないレベルに達していた。敵からの発見を避さけるため、訓練時間を夜間に限定したにもかかわらず、賞賛すべき成果だ。

　ミレーヌの教え方もあるだろうが、やはり、十人全員が高い志のもとに訓練を受けたからだろう。

　ムルルやポポラと遊んでいたお陰かげか、精せい霊れいたちの機き嫌げんも良く、全ては順調に推移する。

　十一機もレギオンフレームを動かせるなら、かなり行動の自由度が増す。そろそろ本格的に『勝ち』にいこうか、とアレックスは思案した。

　アレックスは、ミレーヌたちが訓練に明け暮れていた間に、王室派と議会派のパワーバランスを崩くずしていた。だが、あんなものはちょっとした準備のようなものであり、本格的な行動には程ほど遠とおいのだ。

「この一週間、本当にお疲つかれ様さまでした。これにて訓練終しゆう了りようです。身動きも取れない卵から、雛ひなに見事成長しました。戦場では敵を撃って撃って撃ちまくってくださいな」

「ミレーヌ教官、ありがとうございました！」

　闇夜の草原に、涙なみだ交じりの歓声が流れた。

　わずか一週間で一いつ端ぱしのレギオンフレーム使いに変身したのだから、それはそれは厳しい訓練だったに違ちがいない。

　射しや撃げき。白兵戦。レギオンフレームを装着したままのマラソン。ほふく前進。水泳。登山。ノーロープバンジージャンプ。

　解放された彼らの顔には、満足感が浮うかんでいた。

　いずれ、訓練など実戦に比べれば序の口、という現実と向き合うことになるだろうが、今は心ゆくまで感動するべきだ。

　ところが、素直に感動したままで終わらせることが出来ない者が一人いた。

「ミレーヌ教官。いえ、訓練が終わったのでミレーヌさんと呼ばせて頂きます。私と一対一で戦って下さい」

　メアリが一歩前に出て、そんな驚くべき事を言い放った。

　おおっ、と周囲から声が上がる。

　正直、アレックスも一緒になって声を出したいくらいだった。

　なにせメアリは生身の時点で既に強い。それがレギオンフレームに乗ればどうなってしまうのか――という期待に見事応こたえ、十人の中でずば抜けた成績を収めている。ベテランの動きそのものなのだ。

「ふふ……いいでしょう。私も『雷撃の魔女』と呼ばれた女。逃げるわけにはいきませんわ！」

　ミレーヌもノリノリだ。

　この二人の戦い、金を払はらってでも見たいショー、なのだが。

「ちょっと待った。俺おれたちには無む駄だ弾だまを撃つ余裕がない。どんな勝負をするつもりなのか知らんが、火器はなしだ」

　アレックスとしては、そう言うしかなかった。

　途と端たん、全員の不満そうな視線が注がれる。

　――気持ちは分かる。分かるが、しかし！

　盗ぬすんできたトラックには、十万発の弾丸が積まれていた。が、レギオンフレームの機き関かん砲ほうと同規格の弾となると、一万発程てい度どしかなかった。これを十一で割ると、一人頭たった九百発だ。

　それを既に、訓練で半分ばらまいてしまった。

　シャロン姫ひめがよこしてくれた飛行船の第二便が明日の朝、到とう着ちやくする予定だ。それで五千発は追加出来るはずだが、いずれにせよ弾は大事にせねば。

「分かりましたわ。ではメアリさん。剣で勝負ですわ。これなら弾は減りませんから」

「あら。私は騎士ですよミレーヌさん。剣だけの戦いなんて、私に有利すぎて勝っても嬉しくありません」

　メアリはいつもの笑顔でそう言った。

　レギオンフレームに触ふれてから一週間しか経たっていないヒヨッコの台詞と考えると、自信過か剰じようすぎて肩かたをすくめるしかない。

　それでもメアリは別格だ。

　レギオンフレームの総合的な技術であれば、無論、ミレーヌが圧勝に違いない。超ちよう高こう速そくで動きながら機体の揺ゆれを最小限に抑おさえ、遠えん距きよ離りに当てまくる射撃能力など、ある種の芸術とすら言える。

　だが、白兵戦に限定すれば。

　アレックスも予測が出来ない。

「ふふ、ふふふふ……雷撃の魔女と言われたこの私を前に、勝っても嬉しくない、と？　いけません、いけませんわよメアリさん。そんな舐め腐くさった態度では、戦場に出た瞬しゆん間かん、撃げき墜ついされてしまいますわ。ここは教官として、再教育して差し上げませんと！」

　ミレーヌは頬ほおをぴくぴくさせながら、硬こう質しつブレードを抜き放つ。

　誇ほこりに賭かけて負けられないのだろう。

　しかし、それはメアリも同様だ。あれほどの技量を持っているのだから、それに見合う自尊心があるはず。

「アレックスさん。合図をお願いします」

　メアリも硬質ブレードを構え、ミレーヌを見つめながらそう言った。

「仕方ない。他の連中はもう少し離はなれろ。巻き込まれて真っ二つになりたくなければな……よし、始め！」

　アレックスの合図と同時、地面が弾はじけた。

　ミレーヌとメアリの踏み込みにより土砂が巻き上がり、砲撃じみた爆ばく音おんが鼓こ膜まくを痛めつける。

　二本の硬質ブレードが真正面から激しくぶつかり合い、一瞬にして無数の火花を散らした。

　振ふり下おろす。突つき刺さす。絡からめ取とる。跳ね返す。薙なぎ払う。

　斬撃の応おう酬しゆうは、あたかも竜たつ巻まきの如く荒あれ狂くるい、周囲の草を刈かり取って宙に舞まわせた。

「皆、もっと下がれ！　あとそこのあんた、レギオンフレームを外して俺に貸してくれ」

　アレックスは戦いを茫ぼう然ぜんと見ていた一人に声をかけ、脱だつ着ちやくレバーに手を伸のばす。

「はっ？　な、なぜでしょう……？」

「あの二人が暴走したら俺が止めるんだよ！」

　飛び道具がないから大だい丈じよう夫ぶだろうとタカをくくったのが間ま違ちがいだった。

　音速を超えた硬質ブレードは、もはや擦かすらなくても斬きれる。

　つまり、村に近づいただけで被ひ害がいが出る。

「こんなことならムルルも連れてくればよかった」

　あのドラゴン型の精霊は、今いま頃ごろイブと一いつ緒しよにベッドの中だ。

　慣れない精霊と戦うのは不安だが、やるしかあるまい。

「ああっ、ブドウ畑の方に！」

　アレックスがレギオンフレームを装着すると、誰かの悲鳴が聞こえた。

　見ればメアリが打ち負かされ、ブドウ畑に向けて吹っ飛んでいく光景があった。

　普通ならここで勝負ありなのだが、メアリは常識外れの運動能力を駆く使しし、空中で姿勢を立て直す。何事もなかったかのように着地し、突っ込んでくるミレーヌを迎むかえ撃つため剣を構え直す。

　どちらが勝っても、余波でブドウ畑が抉えぐれる。

「おい。この精霊の属性は何だ!?」

「えぇっと、『風』であります！」

「それは、ありがたい！」

　アレックスは体を低くし、脚あしに力を込める。その動作を精霊が読み取り、発動機の動力を脚きやく部ぶへと流す。

　そして、大地を蹴けり飛ばす。

　動力がアレックスを押し出し、二歩目が更さらなる加速を生む。

　全身の内臓が圧あつ迫ぱくされ、血液が逆流し、骨が軋きしむ。それらを筋肉で押さえ込み、三歩目を踏み出した。

　だが、まだ足りない。更に前へ！

　ただ前進するためだけの疾しつ風ぷうをこの身に！

　アレックスの意志に呼応して、精霊発動機が熱と光を放ち、その属性を顕けん現げんさせる。

　風が――背中から放たれた超ちよう音おん速そくの風が、アレックスの体を不可視の速度まで押し上げた。

　視界が融とけ、色が混ざり合い、灰色の世界が広がる。

　しかしアレックスの動体視力は、辿たどり着つくべき場所を捉えていた。

　すなわち、ミレーヌとメアリが激げき突とつする一点。

「両者、そこまで！」

　今まさに斬り結ぼうとしていた二人の間に割って入る。自分の硬質ブレードでミレーヌの斬撃を受け止め、更にメアリの腕うでを掴んで動きを止めた。

「え、えぇ!?」

「アレックス、あなた、どこから湧わいて――ッ？」

　メアリとミレーヌは共に愕がく然ぜんとして固まっていた。

　無理もない。

　なにせアレックスは、ミレーヌより遅おそくスタートしたのに、遥はるか後方から追い抜いたのだ。まるで瞬間移動したように見えただろう。

　――風属性の精霊で助かったぜ。

　風と雷は、どちらも加速を得意とするが、その性質は全く異なっている。

　ミレーヌの精霊ポポラは雷の属性を持つ。関節部を電磁石の要領で動かし、通常より速い反応速度を実現している。ありとあらゆる動作が高速化し、全局面において効果を発揮する。
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　対して風の属性は、ただ一方向への加速を得意としていた。一度進行方向を決めたら、敵が待まち伏ぶせていようが、砲弾が飛んでこようが、逃にげられない。避けられない。ひたすら加速するのみ。

　だからこそ追い抜ける。

「やれやれ、久しぶりにレギオンフレームに乗ったが、何とかなったな。ミレーヌ、メアリ。自分たちがいる場所をよく見ろ。もう少しでワインの原料を吹っ飛ばすところだったんだぞ。そういうわけで、どちらも負けだ。勝者なし。大人しくレギオンフレームを片付けて寝ねるんだな」

　アレックスは不敵に笑う。

　決まった。格かつ好こういい。二人ともアレックスに敬服し「きゃー素す敵てき抱だいて」となるに違いない。

　そう思っていたのだが。

「……何と言いますか……井いの中で蛙かわずが覇は権けんを争あらそっているとき、不意にサメが乱入してきたという感じですね」

「はぁ……もう白けましたわ。真っ白ですわ。今夜は不ふ貞て寝ねですわ！」

　なぜか二人は冷めた顔で大きな大きなため息を吐き、トボトボと村に帰って行くではないか。

　その代わり、残っていた九人の男どもが集まってきて、アレックスを取り囲んだ。

「アレックスさん、マジスゲーっす。兄貴って呼ばせて下さい！」

「兄貴！　どうしたらあんなに速く動けるんですかい。俺なんてちょっと速く動いただけで周りが見えなくなって……」

「兄貴！」

「アニキィ！」

　アレックスが欲ほつしていたのはこんな暑苦しさではない。女の子の温ぬくもりなのだ。

　なのに、そんなものは一ひと欠片かけらも見当たらなかった。




※




　小さいというのはレギオンフレームの長所の一つだ。

　ようは動力源のついた鎧よろいなのだから、必然的に人間とほぼ同じ大きさとなる。

　隠おん密みつ行動が容易であり、極きよく端たんな話、歩兵と一緒に草むらに寝そべったり、岩いわ陰かげに入っただけで隠かくれることが出来る。

「敵、偵てい察さつ部隊を捕ほ捉そく。数は歩兵約二十。合図しろ」

「了りよう解かい」

　時刻は二十三時過ぎ。

　草むらの中から双そう眼がん鏡きようを覗いていたアレックスは、隣となりにいた難民兵に命じ、青い信号弾を上げさせる。すると、三方向からレギオンフレームが飛び出し、草原を歩いていた憐あわれな敵に襲おそいかかった。

　十一機のレギオンフレームと歩兵二十人の戦い。戦力に絶望的な差がある上、包囲が完成した状態からの戦せん闘とう開始。まるで勝負にならない。敵は発はつ砲ぽうもせずに全ぜん滅めつした。

「やる度に手て際ぎわがよくなるな」

　アレックスは彼かれらの動きに非常に満足していた。

　それはつまり、ミレーヌが指導者として優れた才能を持っていることも意味している。

　アレックスはかつて、ブラックファングの社長、カール・オルブライトにレギオンフレームの操縦を習ったが、どうせならミレーヌのような美人に教わりたかった。

　――くそ。今すぐ素人しろうとに戻もどって、ミレーヌにおっぱいを押しつけてもらいながら手取り足取り指導してもらいたいぜ。その辺の岩に頭を打ち付けて記き憶おく喪そう失しつの振りでもするか？

　アレックスが真しん剣けんに検討していると、レギオンフレーム部隊が戦利品をひっさげて帰ってきた。

「兄貴。武器と携けい帯たい食料をかっぱらってきましたぜ」

　そう言って敵から奪ったライフルの束を抱かかえて来たのは、四十を過ぎた髭ひげ面づらのオッサンだった。

　ミレーヌとメアリの戦いを止めて以来、アレックスは兄貴と呼ばれるようになった。それも、あの場に居合わせた者だけでなく、難民全体がそう呼よび掛かけてくる。しかも半分おふざけでやっているからタチが悪い。

　一度イブまで「兄貴ぃ」などと言ってきたので、きつく叱しかっておいた。イブにはやはり、お兄ちゃん、と呼ばれたい。

「ご苦労。さっきの動きは文句なしだったぞ」

　何だか山さん賊ぞくみたいだなぁ――と思いながら、彼らが集めてきた品物をチェックする。

　拳けん銃じゆうとライフルがそれぞれ二十一丁。予備の弾丸。携帯食料。それにタバコ。

「これ、コカインとか大たい麻まで作ったタバコじゃないだろうな？」

　アレックスは一本取り出し、分解して中身を確かめる。

「ふむ。普通のタバコらしい。吸いたい者で分けろ」

　するとほとんどの者がガッツポーズする。

　アレックスは酒は大好きだがタバコに興味がなかった。そもそも金を出して買った物に火を付けて燃やすというのが理解できない。

　――まあ、それは戦争も同じか。金がかかるくせに生産性がないからな。

「アレックスの兄貴。そろそろ寝ね床どこに戻りませんこと？」

「ミレーヌ。お前まで兄貴とか言うな。しかし、今日はこの辺にしておくか」

　アレックスは部隊を野営地に向かわせる。

　実はこの五日間、ハリエット姫の屋敷に帰ったことはない。

　レギオンフレーム部隊が仕上がったから、試ためしにゲリラ戦をやってみよう、ということになったのだ。

　仕し掛かける相手は、議会派。

　王室派が押されているので、そのバランスを取るためである。

　議会派の動きはチェルシーの情報である程度、把握しているが、当然、仕掛けるポイントも野営地も毎日変えている。

　だが、それもいい加減、潮時だ。

　――こうも連続して襲われたら、議会派だって対策を立ててくる。

　敵から奪った物資も溜たまってきた。持ち運びきれなくなる前に、ハリエット姫の所に戻るべきだろう。それに、議会派にゲリラ戦を仕掛けたのは、あくまで布石なのだ。

　エリン・エイリーには気の毒だが、合衆国を混乱させる材料になってもらう。
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　合衆国出張所と呼ばれる四階建てのビルがある。

　超ちよう大たい国こくの基準から見れば笑ってしまうほど小さいが、それでもラウドリア王国民からすれば苦労して造ったビルだった。

　もともとはオフィスビルで、幾つかの会社が入っていたが、内戦が起きた際、全すべて追い出された。

　今は、合衆国の軍人やＣＩＢの人間が出入りしている。

　そんなビルの最上階にある会議室で、ハルバートのエリン・エイリーは、同じ合衆国のリキッド企き業ぎよう『エクストラ』の追及を受けていた。

「我々バニスター合衆国が支し援えんしている議会派ですが、近ちか頃ごろ、ゲリラ的な奇き襲しゆうを繰くり返し受け、被害が拡大しています。そのゲリラ部隊を指揮しているのは、あのＲＯＬの社長アレックスであり……そしてこれは信じがたい話なのですが、エリン。あなたがアレックスに議会派の情報を流していると、そういう噂うわさがあるのですよ」

　そう語った彼、トーマス・ブレアは、如い何かにも性格が悪そうな顔をしていた。以前は毎日のようにエリンを食事に誘さそって来たのだが、生理的に受け付けないので無視していた。近頃は大人しいと思ったらこれだ。

　エリンを追及するトーマスの目には、サディスティックな喜びが浮かんでいた。

　全く馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　――私がアレックスに情報を流しているですって？

　そんなことをして、エリンに何の得がある。第一、自分はアレックスの居場所すら知らないのだ。

　ホテルに彼を連れ込んだあの日以来、全く行方知れずになってしまった。もしかして、あの日アレックスと出会ったのは夢だったのでは。そう思えるほど、何の痕こん跡せきも残さずに。

　アレックスは何のためにエリンの部屋まで来て、何もせずに帰ったのか。

　あの男のやることだ。恐おそろしい意味があるに違いない。

　なのにエリンはそれを見み抜ぬけないし、誰だれも一緒に考えてくれないのだ。

「ミスター・ブレアは噂話が大好きなのね。会議室ではなくパーティー会場に向かったら？　それとも、ここは噂に基もとづいて人を糾きゆう弾だんする場所だったかしら？　むしろ、その根も葉もない噂の出で処どころを調べて欲しいものね」

　そう言いながら、ＣＩＢの方をチラリと見る。

　エリンはＣＩＢに、アレックスの行方を調べろとしつこく迫せまった。しかしマンパワーが足りないのだと断られてしまった。

　アレックスがこの国にいる。それだけでも警けい戒かいに値あたいするのに、こいつらは何も分かっていない。

「くっ……しかし、火のないところに煙けむりは……」

　トーマスは、エリンのぴしゃりとした反はん撃げきに顔を真っ赤にし身を乗り出した。

　だが、一人の将校がそれを手で制した。ラウドリア王国における責任者、マッケイン中ちゆう将じようだ。

「もうやめろ。キングダム同士の足の引っ張り合いならよそでやってくれ。それこそパーティー会場でな。それよりも、だ。今回、被害が広がったことで、議会派の士気が落ちている。よってハルバートとエクストラには、今までの三割増しのコカインを頼みたいのだが、如何に？」

　またドラッグの話だ。

　いい加減にして欲しいとエリンは思う。

　自分たちはリキッドの企業であって、マフィアではない。

　しかし、リキッド利権を確立するため、軍部に強力するというのが本社の決定である。ならばエリンは従うしかない。

「もちろん、問題ありません。我々エクストラは、合衆国のために粉ふん骨こつ砕さい身しんして働きましょう」

　トーマスは胸に手を当て、意い気き揚よう々ようと言う。

　エリンも、言わねばならなかった。

「ハルバートも、同様です。全ては、合衆国のために」

　今までだって酷ひどいことは沢たく山さんしてきたのに。どうして急に駄だ目めになってしまったのだろうか。いや、もしかしたら、それほど平気ではなかったのかもしれない。

　そう思い始めると、急に周りの人間が化け物に見えた。

　どうして彼らは平然としているのだろう。

　自分はこの人たちとやっていけるのか。




　そんな不安は夜になると吹っ飛んだ。




「こんな時間にもう一度集まってもらったのは他でもありません。この新聞です」

　発言したのはＣＩＢの男だ。

「王都サルサで発行された新聞です。一面の写真をご覧下さい」

　大きな写真だった。椅い子すに座すわったままでも、何が写っているかよく見える。

　――私とアレックスがホテルに入っていく写真……っ？

　いつ撮られた。決まっている。あの夜だ。服装は一いつ致ちしている。確かに自分が泊とまっているホテルだ。それにしても、どうしてこの写真が。

　――はめられた！

　アレックスは最初から、この写真が欲しくて近づいてきたのだ。

「待って下さい！　これは確かに私とアレックスの写真ですが、私は何も――」

　裏切られた、振られた、捨てられた。

　しかし、しかし。

　考えてもみろ。あのとき自分は、アレックスから情報を引き出すため誘ったのだ。

　ビジネスマンとして勝負を挑いどんだのだ。

　であれば、反撃されるのも当然。

　負けた。負けたからには、ここから取り返さなければならない。

　なのに――

「ミス・エイリー。実はハルバートの本社と既すでに話がまとまっていてね。君には休きゆう暇かが必要だという結論に達した。即そつ刻こく、帰国したまえ」

　中将は反論を許さぬ声で言う。

「ですが！」

「即刻、だ。女性一人では危険だから、ボディーガードを二人つけよう。まぁ仲良くやりたまえ」

　それきり中将は黙だまり込んだ。ただ刺すような目で見つめてくるだけだ。

　ああ、終わった。そうエリンは悟さとった。自分のキャリアはここまでだ。本国に帰れば、査問が待っているに違いない。

　しかし、この部屋を出て行くまで醜しゆう態たいを晒さらすものか。

　無言で立ち上がったエリンは、背筋を伸ばして退室した。

　背中からトーマスの押し殺した笑い声が聞こえたが、気にならなかった。

　そして扉とびらを閉じた瞬間、むしろ肩の荷が下りたような、妙みような晴れやかさがあった。

　これでドラッグまみれの戦場から離れられる。

　そう思うと、悪くない気分だ。

　そして会議室にいる連中は、自分たちがアレックスに踊おどらされていると気付いていないだろう。

　エリンを排はい除じよした。それはいい。しかし、互たがいの顔を見て思うだろう。こいつらも裏切らないと言えるのか、と。

　アレックスは、合衆国出張所に疑ぎ心しん暗あん鬼きを放ほうり込んだのだ。

　全く、恐ろしい男だ。

　――私、まだ終わらないわよ。ええ。絶対、あなたを手に入れるんだから！
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　合衆国出張所でゴタゴタが起きていた頃ころ、王都も困こん惑わくしていた。

　ＭＩＳの情報によれば、議会派は謎なぞのゲリラによって連日攻こう撃げきされ、被害が積み重なっているらしい。一つ一つは大したものではないようだが、兵士たちが死を恐れ、哨しよう戒かい任務に就つくのを嫌がっているようだ。コカインで釣るのにも限界がある。

　そして、その謎のゲリラはアレックス・ベイリアルという男が率いていて、王室派に属しているという噂があるのだ。しかし、王室派は誰もそんな男を知らなかった。

　更に新聞の一面に、アレックスとハルバート女性社員の写真がデカデカと載のった。

　記事の内容は、アレックスがこの女性社員から情報を引き出し、王室派のために戦っている、というものだった。

　それを読んだ国王ダニエル・ラウドリアは、首をかしげた。

「なるほど。有能な男らしい。で、こいつは一体誰なんだ？」

　側近たちに聞いても答えは返ってこない。

　新聞の編集長を問とい詰つめると、部下の一人が議会派を探さぐるために送り込んだ、スパイからの情報だと言う。しかし部下は、確かにスパイの情報だが、送り込んだのは編集長だと思っていたと言い出す。突き詰めていくと、そのスパイと連れん絡らくを取り合っていた者は誰もおらず、どこから情報が紛まぎれ込んできたのか全く分からなかった。

　帝てい国こくの仕し業わざだろうかと思い確かく認にんを取ったが、やはり知らない。むしろ帝国の連中はダニエルに向かって、勝手な行動は慎つつしむように、と言ってくる始末だ。そしてダニエルの仕業でないと知った途端、慌あわててアレックス・ベイリアルを調べ始めた。

　ハリエット・ラウドリアが三千人の難民を引き連れて王都に向かっている、という報告があったのは、そんなときだった。

「ハリエット……ああ、あれか」

　思い出すのに三秒かかったが、かろうじて脳のう細さい胞ぼうに記き憶おくが残っていた。

　先代国王とその息子むすこたちは殺し尽つくしたが、一人ひとり娘むすめだけは見み逃のがしてやったのだ。思い出したダニエルは、自分の慈じ悲ひ深ぶかさに打うち震ふるえた。

「して、そのハリエットがなぜ難民を引き連れて王都に向かっておるのだ？」

「発見した偵察部隊の報告によれば、ハリエット殿でん下かは『王室派に参加したい』と仰おつしやっているようです」

「ふむ……」

　ダニエルは考え込む。

　もし本当にハリエットが王室派に参加しようとしているなら問題ない。三千人の兵力増強はありがたい話だ。

　だが、ダニエルはハリエットの親兄弟を殺している。母親など犯おかしてから殺している。無論、国王たる自分が何をしようと問題はないが、ハリエットがそのことで逆さか恨うらみしている可能性は否定できない。

　――しかし、所しよ詮せんは小娘。逆らうようなら殺せばいいだけのこと。

　母親はたいそう美しかったから、ハリエットも美しくなっているだろう。どうせ殺すなら、母と娘むすめの具合の違いを味わってからの方がいい。むしろ、監かん禁きんして成長していく様を楽しむのも一興。飽あきたら処分する。

　結論を出したダニエルは、自分の聡そう明めいさに感心しながら命令を発した。

「取とり敢あえずハリエットを連れてくるがいい。話はそれからだ」

　二日後、ハリエットは三千人と共に王都に到着した。

　いきなり三千人も王都に入れるわけにもいかないので、難民たちは壁かべの外に待機させ、ハリエットだけに謁えつ見けんの許可を与あたえる。

　謁見の間で五年ぶりに見るハリエットは、想像通り美しくなっていた。

　――ほほう。まだ十三歳さいだが、母親の面おも影かげがある。だが、眼光の鋭するどさは父親譲ゆずりだな。忌いま々いましい！

　ダニエルは兄の目が大だい嫌きらいだった。威い厳げんと自信と知性に満ちあふれていたからだ。あれを見ていると、まるで自分が無能になったかのような気分になる。そんなはずはないのだが。

「ハリエットよ。久しぶりだな。息災であるか？」

「はい。陛下のお陰をもちまして、今日まで生き延びることが出来ました。感謝の念を禁じ得ません」

　ハリエットはしおらしく言う。

　思ったよりもずっと従順な態度だ。もしかしたら怨うらみなど抱いだいていないのかも知れない。考えてみれば当然のことだ。なにせ自分は国王なのだから。

「余の軍に参加したいらしいが、今になってなぜだ？　もっと早くから来ることも出来たはずだが」

「それは……」

　ハリエットはそこで一度言葉を切る。それから何かを決意したように言い直した。

「それは妾わらわが、先代国王の娘だからです。妾の父チャールズは、長男であるという理由だけで王位に就きました。しかし、それは不当です。本来であれば、才能溢あふれるダニエル陛下が初めから即そく位いすべきだったのです。それを思うと、陛下の前にどの面下げて参上してよいか……」

　ダニエルは感激した。

　この国の連中はどいつもこいつも理解力が不足していて、いまだに兄の方が人気がある。王宮の中ですらそういった声が聞こえてくるのだ。だが、ハリエットは違う。涙ながらに父の愚おろかしさを認めているのだ。

「よい、許す。お前を生かしておいた。それが余の答えだ。お前が聡明であることは分かっていたからな」

　ダニエルが寛かん容ような心を示すと、ハリエットは目を真っ赤にし、肩を震わせた。

「あ、ありがたき幸せ……」

「三千人の難民は、すぐに前線へ向かってもらう。よいな」

　だが、ここにきてハリエットはようやく異論を挟はさんだ。

「お待ちください陛下。難民たちの半分以上は戦闘に耐えられない女子供。何とか王都に残してもらえぬでしょうか。それに男たちもここまでの旅で疲れ切っています。せめて出発は明日に延ばして頂きたい」

「ふむ」

　普ふ段だんなら口答えされると逆上するダニエルだったが、ハリエットを好きになっていたので、冷静に受け止めることが出来た。

　それに聞いてみればもっともな話だ。女子供を戦場に送り出しても邪じや魔まになるばかりだし、今日着いてすぐ出発というのも酷こくだろう。

「よかろう。ただし王都に入れるわけにはいかぬ。三千人の寝床を確保するのは難しいからな。壁の外で野宿してもらおう」

「それは問題ありません。彼らは今までもずっとテント暮らしでした。ここに来るまでは、妾の屋や敷しきの周りでテントを張っていましたが、あそこは邪じや悪あくな議会派の陣じん地ちに近く、心休まるときがなかったのです。それに比べれば、ここは偉い大だいな陛下のお膝ひざ元もと。たとえ雨風にさらされようとも、安らかに眠ねむれるでしょう」

「そうか、それは大変だったな」

　ダニエルは『邪悪な議会派』というフレーズが気に入った。そんな連中の近くにいたのでは、さぞ辛つらかっただろうと本気で同情した。自分が邪悪であるとは思いもよらなかった。

「ときに陛下。アレックス・ベイリアルですが」

「なに？　アレックスだと？」

　それは噂うわさの新聞の男だ。

「ハリエット。そなた、アレックス・ベイリアルを知っているのか？」

「はい、陛下。あれは妾の部下でございます。罪の意識にさいなまれ、陛下の前に顔出しできぬ小心者の妾ですが、少しでもお役に立とうと、陰かげながら活動してまいりました。アレックスは有能な男です。レギオンフレームを十一機も調達し、敵の情報を集め、多大な戦果を挙げました」

「それは……本当に凄すごいな」

　十一機のレギオンフレームと聞いてダニエルは素す直なおに驚おどろいた。

　帝国が王室派に提供してくれたレギオンフレームは二十機だから、一気に五割以上も増えたわけだ。

　ダニエルは、そのアレックスという男に興味を持った。

「会ってみたいものだな。王都に来ているのか？」

「はい。難民たちと共に壁の外にいます」

「ならば連れて来い。今日の夕食は、そなたとアレックスと共に取ることにしよう」

「ありがたき幸せ。アレックスも喜ぶでしょう。それと……もう一つお願いがあるのですが、よろしいでしょうか？」

「何だ。言ってみろ」

「はい。妾の使用人にメアリという者がいるのですが、実は恥はずかしながら……妾はメアリがいないと寝ね付つけないのです。できれば王宮に呼びたいのですが……」

　急に次元の低い話題が出てきたのでダニエルはキョトンとした。それから短く笑った。やはり十三歳だ。聡明でも所詮は子供。

「いいだろう。そのメアリとやらも連れてくるがいい」

　ハリエットは深々と頭を下げる。幼いのに、本当によく出来た娘だ。

　これほど自分を尊敬しているのだから、襲っても拒きよ否ひはしないだろう。いや、むしろ望んでいるはず。なにせ自分は国王なのだ。そのメアリという使用人も、美しければ抱いてやってもいい。

　ハリエットが退室したあと、ダニエルはしばらく妄もう想そうの世界に旅立っていた。
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　言わねばならないことだったのは確か。演技だったのは間違いない。

　それでも、あの鬼き畜ちくを前にして。

　頭を下げた。忠誠を誓ちかった。父親を罵倒した。

　許されない。

　誰かが許してくれたって、自分で自分を許せない。

「メアリ……妾は、妾はもう家族の墓前に顔向け出来ぬ……！」

　ハリエットは王都を出て、壁の外で待っていたメアリを見るなり、その胸に飛び込んで泣きじゃくった。

　人生において今日ほど屈くつ辱じよく的てきな日はない。

　親兄弟を殺され王都を追い出されたときも辛かった。

　それでも。死にたいなんて思わなかったのに。

　今は、この喉のどをかきむしりたい。

　この自分の口で、父親を罵ののしるなんて。

　一言一言発するたびに心、削けずれる。

　本当にズキンズキンと胸、痛い。

「姫ひめ様さま、姫様。大丈夫ですよ。姫様が国民のためにやったことだと、チャールズ陛下も分かってくださいます。ええ、そうですとも」

　メアリはハリエットを抱きしめ頭を撫なでながら言ってくれた。

　もう国王ではないハリエットの父を陛下と、そう呼んでくれた。

「だと、いいのじゃが……いや、そうでなかったとしても、今は泣くときではない。戦争を終わらせる。泣くのはそれからでも出来るのじゃ」

「そうですよ、姫様。そのときは、私の胸を思う存分使って下さいね」

「うう、改めて言われると照れくさいのじゃぁ……」

　ハリエットは耳まで熱くなるのを感じた。

　それにしても、あの村に住むようになった五年前から、メアリには世話になりっぱなしだ。いや、メアリだけでなく、村民全てが優やさしくしてくれた。

　ラウドリア王国にはいい人たちが沢山住んでいる。

　ハリエットは少しでも彼らの役に立ちたいと思っていた。先代国王の娘という立場が役に立つのであれば、とことん使ってやる。

「さあ、アレックスを呼ぶのじゃ。奴やつの指示通り、アレックスとメアリも王宮に入れるようにしたぞ。ちと面めん倒どうなことに叔お父じと夕食を共にする事になってしまったが、ジャガイモと話していると思って、何とかやりすごしてくれ」

　夕食そのものは大変上等だった。

　だがダニエルの顔が見えるというのが気にくわない。一番腹が立ったのは、メアリの分が出てこなかったということだ。

「私は使用人ですから」と言ってメアリは初めからハリエットの後ろに控ひかえているつもりでいたが、しかしダニエルにそのことは告げていなかった。なのにメアリを無視した。

　ハリエットは手にしたナイフとフォークで、ダニエルを八やつ裂ざきにしてやりたくなった。

　そこまで行かずとも、謁見の間で演技力の全てを使い果たしていたから、口を開けば罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び出しそう。

　そんな中、機き関かん銃じゆうのようにダニエルを褒ほめ称たたえているのはアレックスだ。

「いやはや、流石さすがは陛下。一流の王のもとには、必然的に一流のシェフが来るのでしょうな。どの料理も素す晴ばらしい。素材も妥だ協きようしていない。あの赤ワインで煮込んだ牛肉など、今まで食べた肉料理で最高の一品だと断言できます。それにこの宮きゆう殿でんも、飾かざられている装そう飾しよく品ひんも、何もかもが美しい。陛下の人格が反映されているのでしょうな。陛下のような理想の国王に対して反旗を翻ひるがえすなど、議会派は悪あく魔まに取とり憑つかれているとしか思えません。陛下こそ真の統治者。いずれこのラウドリア王国は地上の楽園と呼ばれるでしょう」

　聞いていると歯が浮うきそうになる。しかし、この歳で入れ歯になるのは嫌いやなので、必死に食いしばって耐たえた。

　ダニエルは心底嬉うれしそうだった。微み塵じんもこちらを疑っている様子がない。

　ハリエットが王位を簒さん奪だつしに来たと知ったら、どんな反応をするだろう。

　それは、もうすぐ分かることだ。

　決着は今夜中に付ける。

　アレックスとメアリという二人の怪かい物ぶつを王宮に入れてしまった時点で、既にダニエルは詰んでいるのだ。
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「さて、零れい時じじゃ。予定通りアレックスと合流して、ダニエルを襲うか」

　ベッドで寝ね転ころがっていたハリエットは、壁の時計を確認してそう言った。

「だから放すのじゃ、メアリ」

「いえ、でも……もう少し……」

　メアリはメイド服のままハリエットの隣で横になり、枕まくらの如くこちらを抱きかかえてくる。

「いつも姫ひめ様さまはこうして差し上げないと寝付けないじゃないですか」

「今日は寝てはいかんのじゃ！　それにメアリが留守のときは一人で寝ているのじゃぞ」

「それは偉えらいですね。撫で撫で」

「なに考えとるんじゃ……」

　メアリは料理、洗せん濯たく、掃そう除じと家事全ぜん般ぱんが完かん璧ぺきで、かつ剣けん術じゆつの達人。おまけに美人と来ている。なのに、ときどきこうして駄目な大人になってしまう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。そもそもアレックスさんがこの部屋に迎むかえに来る予定じゃないですか。来るまではこうして……あぁ姫様可愛かわいいです」

「馬ば鹿か者もの、どこを触さわっているのじゃ！　こ、こら……っ」

　こんなところをアレックスに見られたら大変だ。

　怪あやしい関係だと思われても弁解できない。

　すると最悪のタイミングでドアノブがガシャリと鳴った。

「うわぁっ、アレックス違ちがうのじゃ！　これはメアリがアホなだけで、妾は断じて違うのじゃぞ！」

　ハリエットは大おお慌あわてでメアリを振ふり払はらい、ベッドの上に座って喚わめいた。

　ところが、部屋に入ってきたのはアレックスではなかった。

「おや、まだ起きていたのかハリエット。悪い子だ。これはお仕置きが必要だな。ひひ」

　国王、ダニエル・ラウドリアがそこにいた。

　なぜだ。どうしてダニエルがここにいる。まさか計画を見抜かれた？

　いや、違う。なぜならダニエルは。

　全ぜん裸ら、だった。

「な、なぜ裸はだかなのじゃぁぁ！」

　ハリエットは両手で目を覆おおいながら叫さけんだ。

　無論、ハリエットとて十三歳。多少の性知識はある。女性の寝しん室しつに男性が夜中に忍しのび込んだとなれば、これはもう一つしかない。具体的に何がどうなるのかは不明だが、なんとなく知っている。

　おまけに指と指の間から見えるダニエルの下半身に生えているアレがピンと起立していた。これはもうえっちな理由しか考えられない。

　――正気か？　こいつ正気なのか？　メアリの前に武器一つ持たず、それも裸で……自殺行こう為いじゃ！

　汚きたないものを見せつけられ、おまけに貞てい操そうを狙ねらわれているというのに、ハリエットは相手の心配をしてしまった。

　それほどダニエルは危機的状じよう況きようにある。救いがたいのは、彼自身に全くその自覚がないことだ。

　案の定、メアリはスカートの中から二本の短たん剣けんを取りだした。

「メ、メアリ、殺すな！　殺しては元も子もない！」

「分かっています姫様。ですが私と姫様の愛の巣に踏ふみ込んだのですから……自分から死にたいと思うまで痛めつけて差し上げましょう。うふふふふ」

「愛の巣ってなんじゃぁ！」

　煌きらめく刃やいばを見たダニエルは、ようやくメアリが普ふ通つうのメイドでないと悟ったらしい。

　顔を引きつらせ後ずさる。が、その後退は止まってしまう。廊ろう下かから入ってきたアレックスに背中がぶつかったのだ。

「……廊下に服が落ちているから何事かと思えば、恥はじ知しらずとはまさにこのことだな」

　アレックスはダニエルの脚あしを払う。すると面おも白しろいくらい簡単にすっころんだ。とても一国の王とは思えない滑こつ稽けいな姿だ。

「ひぃぃぃ！　な、何だ、何のつもりなんだ貴様ら……余は国王だぞ。国王にこんな仕打ちをしていいと思っているのかッ！」

「いやはや。何のつもり、というのはあなたの格好でしょう陛下。しかし、忍び込む手間が省けました。心こころ遣づかい、痛み入ります」

　ダニエルを見下ろすアレックスの手には拳けん銃じゆうが握にぎられていた。そして二本の短剣を持ったメアリがその横に立つ。

　一方、ダニエルは床ゆかで仰あお向むけになった状態で、おまけに全裸。あらゆる意味でどうしようもない。

「よ、余を殺すつもりなのか……？」

「殺しませんよ。あなたは大切な人ひと質じちですから。ですが、殺さずとも痛めつける方法はあります。たとえば、この銃に入っている弾たまは鉛なまりが剥むき出しになっていまして。命中するとグニャリと変形し、貫かん通つうすることなく体の中をかき回すのです。急所を外して撃うてば、陛下に素晴らしい苦痛をプレゼントして差し上げることが……」

「ああああ、やめてくれっ！　何でも言うことを聞くから、撃たないでくれぇぇ！」

「では、まずは服を着て下さい。見るに堪たえません。ああ、それと大声を出したり逃にげようとしたら……分かっていますね？」

「ひぃぃ」

　アレックスは廊下から拾ってきたであろう服を、ダニエルの腹の上に投げ捨てた。

　ダニエルはガタガタ震えながら服に手をかける。あまりにも動きが遅おそいのでハリエットが蹴け飛とばしてやると、ようやく人並みの速さで着始めた。

　こんな無能に自分の家族が殺されたかと思うと、ドス黒い感情が沸わき上あがってくる。

　首の骨をへし折ってやりたい。

「ハリエット殿下。行きましょう。長居は無用です。外でミレーヌたちも待っていますから」

「う、うむ。そうじゃな」

　アレックスの言葉で我に返る。

　この男にはまだやってもらうことがある。罪を償つぐなうのはそれからだ。人知れず私し刑けいを行なうのではなく、公開された裁判によって死し刑けいになってもらう。

「さて陛下。街の門まで行きましょう。夜の散歩もおつなものですよ」

「ああ、殺さないでくれぇ……」

　さっきからダニエルはそれしか言わない。

　それでもメアリが短剣でチクチク突つくと、すすり泣きながらも歩き出した。

「それでは、ハリエット殿下。脱だつ出しゆつ用の地下通路までの案内をお願いします」

「任せろ。王宮は五年ぶりじゃが、しっかり覚えておるぞ」

　ハリエットはいまでもお転てん婆ばだが、昔は輪をかけて活発だった。王宮は建物も庭も全てハリエットの遊び場であり、それは非常時のためにつくられた地下通路も例外ではなかった。

「この部屋に地下への入り口があるのじゃ」

「しかし鍵かぎがかかっていますが」

　アレックスはドアノブに手をかけこちらを見てくる。

「問題ない。まあ見ていろ。メアリ、ヘアピンを貸すのじゃ」

　ハリエットはメアリから受け取ったヘアピンを、鍵かぎ穴あなに挿さし込んだ。そして上下左右に動かす。わずか三秒後、鍵は無力化された。

「はぁ……殿下にはこんな特技があったのですね」

「どうじゃ、凄いじゃろ」

「ピッキング女王ですね」

「う、うん？　それは褒めているのか、アレックス？」

　何だか妙な二つ名をもらってしまった。しかし女王と付いているのだから貶けなされているわけではないだろう。おそらく。

「中は物置のようですが。本当にここなのですか、殿下」

「ほれ、石いし畳だたみのそこの部分だけ微び妙みように色が違ちがうじゃろ。あれが入り口じゃ」

　部屋の中は木箱や麻あさ袋ぶくろが雑多に置かれている。ハリエットは片かた隅すみの一区画を指さし、皆みなの視線を誘ゆう導どうする。

「あれを持ち上げるわけですね」

「うむ。じゃが、その前に……とうっ」

　ハリエットは掛かけ声ごえを発し、壁に設置されている燭しよく台だいに飛びつきぶら下がった。

　その瞬しゆん間かん、ガコン、という音が響ひびき、色違いの石畳がわずかに浮き上がる。

「この宮殿を設計した人はカラクリ好きだったようですね」

　アレックスは興味深そうに燭台を眺ながめてから、石畳をひっくり返した。すると地下に通じる階段が現れる。かなり狭せまく、人一人通るのがやっと、といった所だ。

　五年前はそれほど狭いと感じなかった。自分も大きくなったのだなぁ、とハリエットはしみじみ思う。

「それにしても殿下。今はともかく、昔はその燭台に手が届かなかったのでは？」

「鋭い質問じゃな。確かに五年前の妾は飛とび跳はねても手が届かなかった。しかし頭のいい妾は兄上たちを連れてきて、おんぶしてもらったのじゃ。あの頃は楽しかったなぁ……」

　ふと、二人の兄たちと遊んだ記憶が蘇よみがえる。

　かくれんぼも。鬼おにごっこも。嫌な顔せず一いつ緒しよにやってくれた。

　優しくて格好かつこういい、自じ慢まんの兄たち。

　もう、この世のどこにもいないのだと気付いて。涙なみだ、滲にじんで。

「ああ姫様……アレックスさん。姫様を泣かせないで下さい」

　メアリはハリエットを抱きしめる。

「俺おれは悪くないぞ。悪いのはこいつだ」

　アレックスはダニエルを指差す。

　するとダニエルは頭を抱かかえてうずくまり、殺さないでくれ、と震え出した。

「……妾は大丈夫じゃから、早く行こう。メアリ、慰なぐさめてくれてありがとう。じゃが、もう放してくれ」

「いえいえ。抱っこしたまま行きましょう」

「は？　何言っとるんじゃ。放せ！」

「嫌です！」

　メアリはハリエットをまるでぬいぐるみのように扱あつかいながら、鼻歌を歌い始めた。こうなると、もう何を言っても無む駄だだ。メアリの気が済むまで大人しくするしかない。

「では陛下からお先にどうぞ。少しでも妙な動きをしたら、死なない範はん囲いで傷つけますからお気を付けて」

「ひぃぃぃぃ！」

　アレックスがダニエルの頭に銃じゆう口こうを押おしつけると、笑える悲鳴を上げて階段に飛び込んだ。そのあとをアレックスが。最後にメアリとハリエットが続く。

　地下通路の入り口は王宮のあちこちにあり、そして出口もまた街の至るところにある。緊きん急きゆう時の脱出用だから、建築当初は街の外へも繋つながっていた。しかし、外敵の侵しん入にゆうに逆利用されては困るということで、セメントで塞ふさがれている。その措そ置ちは正解だろう。おかげでハリエットたちは、王都に入るのに苦労したのだから。

「門の近くに通じる出口はこっちじゃ」

　ハリエットは相変わらずメアリに抱えられたまま、右だ左だと指示を出し、ようやく目当ての場所に辿たどり着つく。

「殿下。この外はどうなっていますか？」

「門から百メトロンくらい離はなれたところに公園があるのじゃが、そこの木の真下に通じておる。ま、出ていきなり兵士に見つかるということもないじゃろ」

「百メトロンですか。じゃあ門まで走って十秒強ですね」

「まあ、流石はアレックスさん。私は十一秒はかかりますよ」

「いや。お主らを基準に話されても困るのじゃが……」

　百メトロンを十一秒などハリエットには想像も出来ない世界だ。この二人は体の中に精せい霊れい発動機があるに違いない。きっと人目に付かないところでリキッドをゴクゴク飲んでいるのだ。

「冗じよう談だんはともかく。別に走る必要もないでしょう。こちらには人質がいますから。正面から堂々と開門を迫せまればいい」

　人質と聞いてダニエルはビクリと震えるが、もう泣く元気も残っていないのか、一言も発しなかった。

「それじゃあ、まず俺が出て様子を見るので、その次に陛下。メアリ。殿下の順で」

　その後は特に問題もなく、四人揃そろって門まで辿り着き、無事に見張りに発見された。

「貴様ら、こんな時間に何の用……って、陛下!?」

　二人の門番が目を見開き愕がく然ぜんとしていた。なにせ彼かれらが目もく撃げきした陛下は、メイドに手を後ろで捻ひねられ、更さらに銃口を頭に押しつけられた状態なのだ。深夜勤務の眠ねむ気けも吹ふっ飛ぶというものである。

「悪いが街の外に用事があるんだ。開門してもらおうか」

　アレックスは悪魔のような笑えみを浮かべ、憐あわれな門番たちを脅きよう迫はくする。

　門番の顔に浮かんでいたのは、国王を気づかう表情ではなく、「畜ちく生しよう、俺の当番の日に何だってこんな面倒が起きるんだ」という嘆なげきだった。

　ドラッグで釣つられた民間人ではなく、正規の兵士でこの反応ということは、ダニエルの人気は地の底を這はっているらしい。

「うぉぉぉぉ、貴様ら何をしている、早くこいつらを引ひっ捕とらえろ！　どうせ余を殺す度胸などありはせん！　余を殺せば人質がいなくなるからなッ！」

　味方を前にして元気が出たのか、ダニエルは急に吼ほえだした。その大声につられて、壁の上に兵士がゾロゾロ集まってきた。

「何事だ！」

「それが陛下が人質に……」

「くそっ、貴様らボヤッとするな！　銃を構えろ。賊ぞくを逃がすんじゃない！」

　十人ほど出てきた兵士たちは、色々混乱しながらも、壁の上からこちらにライフルを向ける。

「貴様ら陛下を解放しろ！　さもなくば――」

　その瞬間、ダニエルの腕うでから鈍にぶい音が鳴った。メアリが彼の腕をへし折ったのだ。

　豚ぶたのような絶ぜつ叫きようが夜に広がった。

「うぎゃあああああああイダイイダイぃぃぃっ！　あああ、何をしている早く門を開けろ余が殺されてもいいのか！　こいつらは本気だぞおおおおお！」

　ダニエルの変へん貌ぼうを、その場にいた者全員が蔑べつ視しした。ハリエットたちからすれば嬉しいことなのだが、それにしても醜みにくい。

　兵士たちの顔にも、いっそ賊ごと射殺してやろうか、と書いてある。

　もっとも実行には至らない。こんな奴でも国王だった。その命令は絶対。門を開けろと言われたら、明白な利敵行為でも、開けざるを得ないのだ。

　観念した――というよりヤケクソになった兵士たちが、門を開けてくれた。

　大きな音を立てて左右に割れる分厚い鉄の門を見て、ハリエットは安あん堵どの余り倒れそうになった。

　――これで、やっと一息つける。

　今夜の計画はこれで成功したも同然だ。あとは時間の問題。

「貴様ら、何を嬉しそうにしている！　ここから逃げ出したとしても、すぐに追っ手が行くぞ。そもそも三千人の難民をどうする！　見捨てていくのか！　こんなことをしても余には勝てんぞっ！」

　骨を折られた痛みがようやく怒いかりに変へん換かんされたらしく、ダニエルは再び怒ど声せいを上げた。

　だが、ハリエットもメアリもアレックスも涼すずしい顔のまま。

「逃げる？　見捨てる？　何を言う。王都は既すでに俺たちの手中だ」

　刹せつ那な、電光が闇やみ夜よを切り裂さいた。

　門の向こう側から放たれたその光は、精霊が放つ神秘の力だ。

「アレックス、メアリさん、ハリエット殿下。ご苦労様でした。あとは私たちにお任せですわ」

　半瞬前まで気配すらなかったのに、今は黄色のレギオンフレームが眼前に立っている。それを操あやつるのは雷らい撃げきの魔ま女じよ。ミレーヌ・アントワーヌ。

「レギオン、フレームだとぉ！」

　更に続いて一機、また一機と街の中に滑すべり込んでくる。集まったのは計十機。

　前線に兵力を集中させ、もぬけの殻からになっている王都を制圧するには十分過ぎた。

　その侵入を防いでくれるはずだった門は、国王自ら開け放った。

「大変だ！　難民たちも突っ込んでくるぞ！」

　壁の上にいた兵士が絶叫を上げた。しかし彼らにそれを止める手だてはない。

　故ゆえに、王都は既に陥かん落らくしている。




※




　王都を手に入れた。兵士たちは全員投降した。ダニエルを投とう獄ごくした。逆に政治犯として捕らえられていた者は解放した。王都にいた帝国の連中は問答無用で叩たたき出した。

「流石さすがに、疲つかれた……しばらく動きたくない」

　アレックスは自分らしくないと思いつつ、泣き言を呟つぶやいてベッドに飛び込んだ。

　なにせ開門してからも、徹てつ夜や仕事だったのだ。

　外で小鳥が鳴き始める時間になって、ようやく暇ひまが出来た。

　思えば昨日に限らず、ラウドリア王国に来てから働きっぱなしだ。ケルストリア島とは違い、前準備もなし。行き当たりばったりで進めてきた。精神的には十倍疲れている。

　常に綱渡りのような状況だったが、大きな破は綻たんなしにここまで来たのは自分でも幸運だったと思う。

　勝利の目処が立ったのは、強ごう奪だつしたトラックの中からコカインが出てきたときだ。

　コカイン不足で王室派を混乱させ、その次は小麦粉を送りつけるという嫌がらせでトドメを刺す。

　その混乱につけ込み、進軍してきた議会派にゲリラ攻こう撃げきを仕掛け、その功績を武器にダニエルに接近。開門させ、王都の中にレギオンフレームを突っ込ませる。

　一いつ瞬しゆんでそこまで思いついたアレックスだったが、昨夜、門が開くまで不安だった。不確定要素が一つでもあれば破綻する。だが、こちらの手て駒ごまが少なすぎて、次善策の立てようもなかった。

「上う手まくいってよかった……本当によかった……」

　あと一つだけ急いで片付けなければならない問題は、前線の兵士たちだ。

　今も議会派と戦っているであろう彼らに、もうコカインは送らない。帝てい国こく勢力を追い出したので仕入れることが出来ないし、可能だとしても送らない。

　そこで生じる問題は、ハリエット姫ひめに任せてある。

　彼かの女じよの名で直々に「コカインは送らない。コカインがほしい奴は武器を置いて議会派に行け」と宣言してもらう。それでも残る奴は本当に信念を持って戦っている者だ。出て行くのはヤク中だ。

　過半数が議会派に行くだろう。向こうが有利になると思いきや、真実は逆である。

　兵士が急に増えても、その装備を調達するのに時間がかかる。誰だれだって飯を食わないと死んでしまうから食料だって必要になる。おまけに全員ヤク中だ。コカインの消費量は劇的に増大する。

　議会派内部で、間ま違ちがいなくコカインの争奪戦が始まる。

　慌てた合衆国はコカインを掻き集めてラウドリア王国に送るだろうが、その流れはチェルシーに調べさせる。

　合衆国政府ともあろうものがコカインを大量に買い付けていますがどういうことなんですか、と追及する材料になる。

　チェルシーなら、どの飛行船にコカインが積まれているかも調べてくれるだろう。それらはラウドリア王国に入る前に破は壊かいしてしまう。

　ミレーヌの射しや撃げき技術なら、飛んでいる飛行船を打ち落とすくらい容易のはずだ。流石にいつも使っている機き関かん砲ほうでは威力が足りないから、榴りゆう弾だん砲ほうを改造して持たせよう。

　合衆国もいずれ対策を立ててくると思うが、その頃ころには議会派の混乱は収拾がつかなくなっている。

「それからハリエット姫を即位させて……国民の意思を統一させて……合衆国にも帝国にも干渉する口実を与えないようにさせれば……」

　今後すべきことをブツブツ呟きながら、アレックスは夢の世界に旅立っていった。




※




「あれれ、お兄ちゃん寝ねてる」

「ぴー」

　朝ご飯の時間だよ、と呼びに来たのだが、アレックスはベッドでうつ伏せになっていた。

　服を着たまま。布ふ団とんも被らず。それこそ力尽きてそのままといった風に。

　よほど疲れていたのだろう。

　思えば当然だ。

　いつもいつも、イブの兄はあらゆる問題を涼しい顔のまま一瞬で片付ける。だから皆もそれが当然のように思うし、兄に相談しただけで解決したような気になってしまう。

　冷静に考えれば絶対に無理と思われることすら、当たり前にやってしまうのだ。

　何の後うしろ盾だてもないお転婆お姫様と、衣食住すらままならない三千人の難民。

　これを率いて王都を制圧してしまった。

　この国に来てから、まだ三週間も経たっていないのに。

　昨夜起きたことがどれだけ奇き跡せき的なのかを、ラウドリア王国の人たちは分かっているのだろうか。

　ハリエット姫も、王位を簒奪出来るなんて、本気で信じていたのだろうか。国が滅め茶ちや苦く茶ちやになったので破れかぶれになって言ってみただけかもしれない。

　何もかも、このアレックス・ベイリアルがいたから実現したことだ。

　アレックスがいなければ、物語は発生しない。

　人々は順当に蹂じゆう躙りんされるだけ。

　超ちよう大たい国こくが利益を独どく占せんするだけ。

　アレックスがいるからこそ、奇跡が起きる。

　唯ゆい一いつ無二の才能を持った男。それが自分の兄だという事実に、イブは改めて打うち震ふるえた。

「お疲れ様、お兄ちゃん」

　イブは眠っているアレックスの横に座すわり、いつも自分がしてもらっているように頭を撫でてやった。
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第四話　ならばチェス盤ごと叩き割ろう、と帝国は言った







　イーサン・カーリン男爵は自他共に認める天才である。

　三十一歳さいの若さで博士号を三つ持ち、アクランド帝国の最難関とされるオーストウィック大学の教授だったこともある。酒は一滴も飲めない代わりに、コーヒーは毎日五杯以上飲む。唯一の趣しゆ味みはＳＦ小説を読むことで、特に巨きよ大だいな機械が登場する作品が大好きだった。

　今は軍の技術開発部に所属していて、精霊発動機の低コスト化と耐たい久きゆう性せいの向上という、素晴らしい成果を出している。いまだ実験段階だが、超ちよう高出力の全く新しい精霊発動機も開発していた。その功績を認められ自分の研究室を持ち、そこで作った試作兵器を一ヶ月前に暴走させ村を一つ焼き払い、百を超こえる死者を出し、自宅謹慎を言い渡わたされた。

　客観的に見れば、被ひ害がいに比べて随ずい分ぶんと軽い処置だ。しかしイーサンに言わせれば、自分の天才的活動を一時でも止めるというのは、文明に対する冒ぼう涜とくだった。

　あの試作兵器だって、暴走したのに百人も殺せたのだ。それだけでも優ゆう秀しゆうな兵器だと分かる。

　もしかして他人の領地で起動実験したのが不ま味ずかったのだろうか。ならば、次からは自分の領地でやろう。しかしカーリン家の領地は狭い。吹っ飛ばす物が少ないというのは悲しいことだ。

　やはり地形を変え、建物を壊し、死体を山積みにしてこそ元気が出る。

　いっそ領地を売り払って、自費で研究を続けてはどうだろう。いや、それよりも合衆国に亡命してはどうだろうか。

「そうだ、そうしよう。我輩の才能ならどこの国だって欲ほしがるはずだ。合衆国には大きなビルが沢たく山さんあると聞く。壊し甲が斐いがありそうだな」

　自宅でボンヤリしていたイーサンだったが、亡命という新しい道に思い至った。

　善は急げということで、すぐに旅立とうとソファーから腰こしを上げる。

「我輩は重要人物だから、まともな方法では行かせてくれないな。飛行船をハイジャックしてはどうだろう。それとも貨物船に紛まぎれ込んだ方が安全だろうか」

　荷物をまとめながら考えていると、不意に来客があった。

「はぁーい、教授。久しぶり」

　勝手に扉とびらを開け、我が物顔で少女と二匹ひきの精霊が入ってきた。

　イーサンはその顔をシゲシゲと見つめ、「はて、誰だろう？」と記き憶おくを探さぐる。

　年齢は十六か十七といったところ。長い髪かみは赤毛だが色素が薄く、桃色になっていた。華きや奢しやな体に、細い首筋。その顔の造形は、女性になんら興味のないイーサンから見ても、絶世の美少女だと分かるほど整っていた。

　頭に乗せた大きなリボン。スカートが大きく広がったフリルたっぷりのジャンパースカート。靴下にブーツに至るまで全すべて純白で統一されている。まるで人形が意志を持って立ち上がったかのようだ。

　その少女が引き連れている精霊は、キュウリとナスの形をしている。艶やかで、本物の野菜より一回り大きく見えた。

「あら。まさか、私のこと忘れちゃったの？　ほら、教授の童貞食べてあげたじゃない」

　その言葉で、ようやくおぼろげな記憶が蘇ってきた。

　あれは確か二年前。イーサンがまだオーストウィック大学の教授だった頃。

　そうだ、この少女はイーサンの講義を受講していた。大変優秀だったのを覚えている。そして研究室にも出入りするようになった。

　何かの話の拍子で、イーサンはまだ異性と交際経験がないと教えると、いきなり口の中に舌をねじ込んできたのだ。それから彼女は研究室に鍵をかけて、イーサンを床に押し倒し、ベルトを緩めてズボンを下ろし、アレを手と口でしごいて無理矢理立たせ、スカートとパニエをたくし上げて跨またがってきた。

　思い出した。自分はこの新雪のような少女に強姦されたのだ。

　ははぁ、性せい行こう為いとはこのようなものか――と思ったが、特に感動もしなかったので今まで忘れていた。

　彼女の名は、エステル・リングホルム。

　オーストウィック大学始まって以来最強のあばずれ。天使の姿を借りたクソビッチ。本物のサキュバス。麗しきバキュームマシン――などなど、彼女を呼ぶ名は無数にあった。

　大学の童貞を全ぜん滅めつさせたとか、女性職員の夫を全員寝取ったとか、近所の風俗街が寂れたのは彼女のせいだとか、逸話も事欠かない。

　その一方で、『精霊への接し方と、精霊発動機の出力の関係性』『脳波によるアクチュエーター制御』という二つのテーマで、科学誌に論文を載せたこともある。イーサンは、それを読んで感心したものだ。

「そうだ、一年前、我輩が軍にスカウトされたとき、君も連れて行ったのだ。なんとなく一緒に研究していた気がするぞ！」

「ええ、そうよ。ほんの一ヶ月前まで同どう僚りようだったじゃなぁい」

「うむ。君の精霊に対する知識が色々役に立ったんだ。いや、済まないね。成果ばかりに目が行って、人間そのものを無視する癖があるんだ。思えば新型の精霊発動機も、君が腰を振っている動きからインスピレーションを得たんだった」

「あらあら、教授ったら破廉恥なこと言わないでぇ」

　エステルは頬ほおを赤らめ、上目遣いでイーサンを見つめてくる。

「破廉恥だったか、それは失敬」

　イーサンは、自分と世間の感覚がズレているという自覚がある。だから指摘されたときは素す直なおに謝るようにしているのだ。

「ふふ、教授は相変わらずね。可愛かわいいんだから、もう。ところで教授は暇かしら？」

「いや、暇ではない。これから合衆国に亡命しようと思っていたところなんだ」

「ああ、やっぱり。そう来ると思って、皇帝陛下に話を付けてきたわ。ほら」

　エステルはそう言って、一枚の紙を突きだした。

　辞令。ラウドリア王国にて、アンラ・マンユの実験を継続せよ。

　それだけ書かれていた。

「何だね、これは」

「皇帝陛下直々の辞令よ。まさかアンラ・マンユのことまで忘れてないでしょうね」

　脳のう細さい胞ぼうを検索すると、片隅に記憶されていた。

　何の事はない。一ヶ月前に暴走した試作兵器の名前がアンラ・マンユなのだ。

　イーサンは名前に全くこだわりがなかったので、エステルが勝手に名付けていた。

「流石さすがの私も、あの暴走には責任を感じたのよ。私が発情しなきゃ、あの事件は起きなかったんですもの」

　エステルは俯き、珍めずらしくしおらしい声を出す。

　――はて、彼女が責任を感じるようなことがあったかな？

　村を吹っ飛ばしたときのことを考え、イーサンはエステルの所業を思い出した。

「ああ、そうだ！　君はアンラ・マンユを操縦していた我輩の股ぐらに潜もぐり込んで、いきなりアレをしゃぶり始めたんだ！　操作を誤ったのはそのせいだぞ！」

「だから責任感じてるんだってばぁ。私、皇帝陛下に直訴したのよぉ。この一ヶ月、陛下や大貴族や側近や……何十人の相手したか思い出せなぁい。監かん禁きんされて、寝る間も惜しんで頑張ったのよ。もう嫌いやって思ったの生まれて初めて。やったことのないプレイして、痛いのも我が慢まんしたんだから。イカ臭い匂におい、何度シャワー浴びても取れないわぁ。でも、お陰かげで実験は継続できるわよ」

　エステルは弾んだ声を出す。

　イーサンも何だかワクワクしてきた。

「つまり、我輩の実験は継続出来るわけだね！」

「そうよぉ。ラウドリア王国で殺し放題、壊し放題！」

「おお、素す晴ばらしい。すぐ行こう、今すぐ行こう！」

「きゃっ」

　興奮したイーサンは、エステルを抱だきかかえて走り出した。

　向かうはアンラ・マンユの格納庫。

　あれを船に積んで、ラウドリア王国とやらに運んで、全能力を解放する。

　想像しただけで脳から汁が出てきた。

　断言してもいいが、人類史上、最大出力の精霊発動機なのだ。

「やん、もう教授ったら大胆ねぇ」

「いやはや申し訳ない。一刻も早く、世界にアレを見せてやりたくてねぇ！」

　今のところ、陸上戦で最強の兵器はレギオンフレームということになっているが、片腹痛い。格が違う。群れで来ても容易たやすく薙なぎ払える。

　歴史が変わるのだ。イーサンの発明が変えるのだ。

　おお、ハレルヤ！

　我こそ新時代の創造主なり。




※




　アレックスは王都制圧から三日かけて、大掃そう除じを行なった。

　国王ダニエルが王室派の筆頭だったのは間違いない。しかし、それを後押ししていた側近連中は健在で、ダニエルが投獄されたことにより発はつ狂きようしつつあった。

　これはリキッド利権を巡めぐる帝国と合衆国の代理戦争なのだ。王室派が勝てばその利権は帝国が握る。そして王室派の幹部たちは多大なリベートを受け取ることになっていた。

　なのに、ハリエットとかいう小こ娘むすめがレギオンフレームと共に乗り込んできて、国王を牢ろうに入れ、帝国勢力を王都から締め出してしまったのだ。となれば当然、ハリエット姫を排はい除じよしようという流れになる。

　アレックスは、彼らが暗殺計画を練っていたところに突とつ入にゆうして、一網打尽にしてやった。全員仲良く国王と牢屋で隠居生活を楽しんで頂きたい。

　前線にいた兵士たちは、思おも惑わくどおり議会派に鞍くら替がえしてくれた。チェルシーの情報によれば、さっそくコカインを巡って殴なぐり合あいが起きているらしい。

　そんな中、ハリエット・ラウドリアは即そく位いした。

　正式な戴たい冠かん式しきは後日にするとしても、彼女に国政を行なう権限を与あたえる必要があったのだ。

　女王となったハリエットが最初に公布したのは、税率を半分にするという大胆なものだった。

　いきなり半分にして国庫は大だい丈じよう夫ぶなのかという不安の声も上がった。しかし、ダニエルが定めた税率が高すぎたのだ。今まで投獄されていた文官たちとも話し合い、半分でも十分いけるという結論が出た。

　無論、国民の大半はハリエットを支持する。

　もともとダニエルよりチャールズの方が圧あつ倒とう的てきに人気があった。そのチャールズの娘が出てくれば、歓迎するに決まっている。

　続いてハリエットは、帝国皇帝と合衆国大統領、および両国の新聞社とラジオ局に対し、親書を送った。

　ラウドリア王国の内戦は終結しつつある。自力で何とか出来るので、帝国と合衆国の支し援えんはもう不要である――要約するとそのような内容だ。

　それを聞いた帝国と合衆国の国民は、そう言えばそんな国の内戦もあったなぁ、と思い出す。それから、よその国を支援していないで、自国の社会保障でも充実させてくれよ、と街角やパブで語り合う。

　両政府とも、この新しい女王に頭を悩ませた。いったいどんな理由を付けて伐うてばいいのだろう。ちょっと思いつかない。どう考えても自分たちが悪者になってしまう。

　そんな二大超大国の葛藤にアレックスがトドメを刺す。

　ハリエットのブロマイドを、帝国と合衆国でばらまいたのだ。

　ハリエット女王の人気は爆ばく発はつした。こんな可愛らしい女王がいる国で代理戦争するなどけしからんという声が噴出する。

　戦場では勝っているのに内政のせいで戦争に負けるというのは、特に珍しい話ではない。だが、その原因がブロマイドというのは史上初だろう。

「妾わらわの肖像権はどうなる！　勝手にばらまきおって！」

「しかしハリエット陛下。お陰で合衆国が撤てつ退たいを正式に表明したじゃないですか。じきに帝国もそうするでしょう。本来ならもっと時間がかかるんですからね」

「じゃが寝顔まで公開することはないじゃろ！　そもそも、いつの間に撮ったんじゃ！」

　するとメアリが悪びれもせず言う。

「あれは私が夜中にこっそり撮ったんですよ。本当は秘蔵の一品にしておきたかったのですが……お国のため、あえて提出しました！」

　国のため――と言われては、ハリエットに反論できるはずもない。唇を噛かみ、悔しそうにプルプル震えながらどこかに去って行った。




　しかし、そんな平和な日々は一瞬で崩くずれ去った。

　帝国軍の正規部隊が上陸し、港を制圧してしまったのである。




※




　イーサンは興奮の絶頂にあった。エステルが真ま面じ目めに補佐してくれたお陰で、アンラ・マンユが正常に動いたのだ。

　やはり自分の設計に間違いはなかった。

　見るがいい、この港街の惨状を。崩ほう壊かいした家屋を。黒煙を上げる工場を。泣き叫さけぶ人々を。まるで数十機のレギオンフレームに襲おそわれたかのような光景だが、すべてアンラ・マンユ一機による成果である。

　もっとも、街は吹っ飛ばせばいいというものでもなく、制圧するには歩兵が必要だ。特に必要ないのにレギオンフレームも二十機ついてきた。その他にも整備士もいるので、三千人ほどの大所帯になっている。

　その指揮権はイーサンにあるらしい。今回の命令を受けるまで、自分が少佐だと知らなかった。それなりに偉く責任ある立場だが、知らない人間とあまり関かかわりたくないので、実務的なことは全てエステルに丸投げすることにした。

　するとエステルは、

「え、あのマッチョな兵隊さんたちを好きにしていいの？　最高だわぁ」

　と、目を輝かがやかせていた。

　ここに来るまでの間、船の中は毎日パーティーだった。大男たちを相手に凄すごい体力だなぁ、と感心してしまう。エステルの性欲が尽きることはないらしい。

　アンラ・マンユ稼か働どう中も相当我慢していたらしく、停止と同時にコックピットから飛び出し、燃える港街に獲物を探すため繰り出していった。そして逃げ惑う親子を見つけ、父と母を兵士に押さえつけさせ、その目の前で幼い息子むすこに跨がって腰を振ふっていた。

「ああ、自分の手で男の子を精通させてあげるのって、何度やってもたまらないわ……」

　エステルはアンラ・マンユの上に全円スカートを広げて座り紅茶を飲んでいたが、少年のことを思い出したのか不意に恍こう惚こつとした表情を浮うかべる。

　ちなみに父親と母親はすぐに射殺されたが、少年は二時間以上にわたってエステルの玩具にされた。そして気絶した少年は海に投げ捨てられた。やりたい放題とはまさにこのことだろう。

「エステル君。コックピットのチェックをしたいので、そこを退どいてくれないか？」

「あら、ごめんなさい教授。ここから眺める海が綺麗で、ついつい」

　エステルが立ち上がると、パニエで膨ふくらんだスカートが風になびいた。これだけ見ると神話に出てくる天使そのものだが、内面は悪あく魔まに近いだろう。イーサンは女性との交流が少ないので詳しくないのだが、近ちか頃ごろの女の子はこれが普ふ通つうなのだろうか。だとしたら少し恐おそろしいかもしれない。

　そんな彼女の足元には、コックピットへ通じるハッチがあった。アンラ・マンユの制御は全てそこで行なわれる。

　アンラ・マンユは八本脚あしの蜘く蛛も型兵器だ。色は艶のない黒。胴体部の長さは五メトロンに過ぎないが、脚を含めた全長は十五メトロンを超こえる。

　胴体部には新型の精霊発動機とコックピット、各種センサーなどが入っている。そこから伸びる八本のアクチュエーター、すなわち脚の制御装置はエステルが作った。

　武装は十三ミリ機関砲が二十門。三〇ミリガトリング砲が一門。一五〇ミリカノン砲が一門。更に顎あごに当たる部分には巨大なハサミが付いており、装そう甲こう車しやをも食いちぎることが出来る。この顎は合理的な装備とは言いがたいが、「蜘蛛なら顎がないと！」というエステルの一声で搭とう載さいされてしまった。

「それにしても、アンラ・マンユの脚の仕上がりは素晴らしい。君を大学から連れてきて本当によかった」

「ありがとう。私も教授に付いてきて正解だったわ。昔からこんな風に脚が沢山ある機械を作りたかったのよぉ」

「うむ。脚が多いと制御が難しいが、安定性と走破性を両立できるからね」

「そうじゃなくてぇ。私、細長い物がウネウネ動いてるのを見るのが大好きなのよ。理想はタコとかイカの触手よねぇ。ああ、一度でいいから巨大な触手の群れに襲われてみたいわ」

　うっとりと語るエステルの表情は、夢見る乙女のそれだった。

　白馬の王子様が迎むかえに来るとか、綺き麗れいなドレスを着て社交界に出るとか、満天の星の下で告白されるとか、乙女の夢は大抵叶かなわないもの。エステルの夢もその類たぐい。どうやら普通の女の子らしいところがあるようだ。

「深海に行くと、信じられないほど大きなイカがいると聞くね」

「そうみたいね。けど、イカって人間の女の子に発情したりしないでしょう？」

「無理だと思う。イカの知性は低いから」

「だから、私は作るのよ。機械の触手を……視界一面を埋め尽くす、数百本の触手！　それはまるで生き物のように動いて私を襲うの。泣きわめいても失神しても絶対にやめてくれなくて……発動機のリキッドが尽きるまで私は絶頂と気絶を繰くり返かえし、やがて痙けい攣れんするだけの肉人形になるのよ。いやん、想像しただけで顔が真っ赤になっちゃう」

「ふむ。しかし、その触手の制御はどうするのだ？」

「それなら大だい丈じよう夫ぶ。この子たちに制御してもらうから」

　エステルはそう言って、自分の周りを漂っていたナスとキュウリの精霊を指先でつついた。ちなみにナスはレースの付いたスカート、キュウリは大きなリボンで装飾されている。女子の美的感覚は理解しがたい。

「精霊に制御させる……可能なのかね、そんなことが」

「あらぁ、教授ったら私を誰だと思っているの？　精霊とアクチュエーターの専門家よ。アンラ・マンユがレバーを押しただけで前進するのも、この子たちが頑張ってるお陰なのよぉ」

「それは知っている。だが、八本の脚と百を超える触手では難度が違ちがう」

「ええ、そう。今はまだ無理ね。けど、いつか必ず実現するの。アンラ・マンユはいい経験になったわ。教授、改めて礼を言うわ。ありがとう」

　エステルは屈託のない笑えみを浮かべてそう言った。

　実に礼儀正しい娘だ。学生の中にはまともに挨拶も出来ないようなのが沢山いたが、エステルはわきまえている。皆みな、彼女を見習えばいいのに。

　それに、若者が目標に向かって突き進んでいく姿は美しい。自分も負けていられないぞ、とイーサンは思った。




※




「状じよう況きようは最悪です」

　口から出た声が重いと自分でも分かった。

　会議の出席者、つまりハリエット女王、宰相、メアリ、イブ、ミレーヌの視線がアレックスに縋すがるような視線を送ってくる。

　だが、アレックスは窮地に立たされていた。

　合衆国暮らしが長すぎて、体に民主主義がこびり付いていた。

　ラウドリア王国に干渉する口実さえ奪うばってしまえば、二大超大国といえども身動きが取れなくなる。そう考えていたが、甘かった。

　いらない。

　専制君主国家は、建前など必要としていない。

　正規軍を動かすのも、他国の領土を蹂躙するのも、皇帝の命令さえあればそれで済む。

　たとえ他の全員が反対しても、皇帝がやれと言えば、やってしまう。

　議会の承認を必要とする合衆国とは、即効性が別物なのだ。

　頭ではそうと分かっていたのだが。まさか何の前触れもなく乗り込んできて、港街でジェノサイドを始めるとは思わなかった。

　報告では皆みな殺ごろしに近いらしい。だとすれば死者は三万人を超える。

　しかも、それを行なったのは、たった一つの未確認兵器だというのだ。

　全長十メトロンを超える蜘蛛型の機械が、全身から弾だん丸がんをばらまいて、上陸から一時間もかけずに街を吹っ飛ばした――命からがら逃にげてきた住民はそう震えながら言っていた。

「ですが、蜘蛛型の兵器など有り得るのでしょうか？　精せい霊れい発動機は船すら動かしますから出力的には問題ないかもしれませんが、複数の脚を制御するのは……」

　ミレーヌは控えめに発言する。

　しかしアレックスも全く同じ気持ちだった。

　精霊発動機が登場してから百数十年。文明の発達はめざましいものがある。それでも、一つ一つ段階を踏んでいるのだ。

　有線通信の次に無線通信技術が出た。

　馬車があったからこそ、自動車や鉄道といった発想も出てくる。

　飛行船とは気球に推進装置を付けた物だ。

　精霊発動機で発電し、各家庭に送電するというシステムがなければ、人々はいまでもロウソクの灯あかりで闇夜と戦っていただろう。近頃ではラジオや冷蔵庫、掃除機なんてものまで現れた。

　だが蜘蛛の形をした機械など、あまりにも突飛すぎる。

　そんな物がこの世に現れたとしたら、常じよう軌きを逸いつした天才の仕し業わざに違いない。

「イブ。お前はどう思う？」

　ここに常軌を逸した天才が一人いる。素人しろうとが千人集まって悩むより、イブの一言の方がこの際、価値を持つ。

「……私には出来ない。けど、そういう物を作りそうな人を知ってる。いや、会ったことはないんだけど有名人だよ」

　オーストウィック大学の元教授、イーサン・カーリン男爵。

　同じくオーストウィック大学の元学生、エステル・リングホルム。

　イブはその二人の名を口にする。

「カーリン教授は凄い人だよ。帝国軍が正式採用しているレギオンフレームを設計した人だし、世界最大の飛行船パイオニア号の開発にも関わってる。他にも発電装置の高効率化とか、今までの二倍の寿命を持つ電球とか、世界中の人がカーリン博士の恩恵を受けてる。あと自動車の世界最速記録に挑むプロジェクトをオーストウィック大学でやってたんだけど、大爆発を起こして追い出されちゃったんだって。キャンパスが三階まで吹ふっ飛んで、結構死者も出たとか」

「ああ、その事件なら知ってるぞ。五百年の歴史を持つキャンパスが半壊したって、合衆国でも騒いでたからな。一年くらい前だ。確か……精霊を四匹も必要とする大出力の発動機を積んでいたんだよな」

「そうそう。それからカーリン教授は、軍の研究部門にスカウトされたんだって。教え子のエステル・リングホルムも連れて行ったとか」

「そのエステルも凄い奴やつなのか？」

「まだ十代だからカーリン教授には劣るけど。でも有名な科学誌に論文を二つも載せてるんだよ。それも、アクチュエーター制御と、精霊発動機っていう全然違う分野で。文句なしの天才だね」

「なるほど……お前といい、エステルといい、凄いものだなぁ」

　アレックスは本心からそう言った。

　人類の未来は、自分のような金儲もうけの才能より、イブたちのような物作りの才能によって切り開かれる。エステルが敵側なのは残念だが、是ぜ非ひとも才能を伸のばし、世界に羽ばたいて欲ほしい。

　ただし、アレックスがキングダムを粉砕してからだ。

　これ以上アクランド帝国が強力になるのは勘弁して頂きたい。

「そのカーリンとリングホルムなら、訳の分からん新兵器を作りかねないというのは分かった。して、どう対処するのじゃ？　敵は論文の中ではなく、このラウドリア王国に来ているのじゃぞ」

　ハリエット女王はトゲのある口調で言った。爆発することはないが、それでも苛いら立だちを隠かくしきれない様子だ。当然だろう。何もかもが片付いたと思った途と端たんに港街が一つ消滅したのだ。しかも敵はこの王都を目指して進行中。

　アレックスの読みが甘かったからだ。

「陛下。全ては私の不徳が招いたことです。どのような罰でも受けます」

　実際、自己嫌悪すらしている。

　なぜ海岸の警備態勢を強化しておかなかったのだろう。帝国が戦争を続行させるという可能性が完全に頭になかったのか。いや、片かた隅すみにはあった。しかし、もうラウドリアの国民を兵士として使えない以上、二個師団以上を送ってくるはず。そんな大規模な動きがあれば、チェルシーが察知して教えてくれる。海から来ようが陸から来ようが、対策は立てられる。そう思っていたからこそ油断していたのだ。

　しかし、敵は小規模で攻せめてきた。完全に裏をかかれた。

　――だが待てよ。今回はたまたま海から来たが、兵器一つなら空路でも運べる。街一つを短時間で壊滅させることが出来る兵器を、どう防げばいい!?

　このときアレックスは愕がく然ぜんとした。

　今まで、世界にそんなものは存在しなかった。存在しないものを想定するなど、アレックスには不可能だ。

「ア、アレックス。妾は別にお主を責めているのではない……お主たちがいなければ、妾は今でもあの村で無力感にさいなまれていたはずじゃ。本当に感謝している。じゃから、顔を上げてくれ」

　ハリエット女王は本当に困った顔で語りかけてくる。

　この表情は反則だろう。この少女は無力だが、支配者に一番必要な才能に溢あふれていた。

　支配者は、自分自身が有能である必要はない。有能な人間を引きつけ、適切な役目と権限を与え、働きに見合った報酬を与えればいい。そして何より、この人のために働きたいと思わせる何かを持っている必要がある。

　ハリエット女王は間違いなく優すぐれた王になる。

　彼かの女じよに対して何ら義務がないのに、こんなにも何とかしてやりたいと思ってしまうのだから。

「失礼しました陛下……まず、目の前の敵を排除しないことには始まりません。港と王都の間に小さな砦とりでがありましたね？　そこの兵力は？」

　アレックスが宰相に目を向けると、落ち着いた声で答えが返ってきた。

　宰相は七十歳を過ぎた老人で、しかもダニエルによって政治犯として投とう獄ごくされていた身だが、それを感じさせないほど堂々としている。なにせ先々代国王チャールズの宰相を務めた男だ。ハリエットの信しん頼らいも厚い。アレックスたちＲＯＬはいずれこの国を去るが、ハリエットのよき補佐役になってくれるだろう。

　今回の危機を乗り越えられたらの話だが。

「フェニナ砦ですな。確か二百人程てい度どです。あそこは今回の内戦でも重要視されていませんでしたから。ただし、民兵ではなく正規兵です」

　内戦で主力だった民兵は、王室派と議会派を合わせて約六万人生き残っている。しかし、ほとんどが薬物依い存そん症しようで、使いものにならない。そしてこの国の正規兵の数は、わずか五千人である。ルーメシア王国と同規模だ。

　しかも、この五千人のうち半数が議会派に付いていた。王室派の二千五百人はそのままハリエット女王が引き継ついだが、残りの議会派は今もエイジャ砦の辺りをウロウロしていた。

　つまり、国内も碌ろくにまとまっていない状況で、未知の兵器と激げき突とつするわけだ。

　専制君主国家の軍隊。それも暴君の命令で動く軍隊。

　――向こうも狂ってるが、戦おうとしているこっちも十分クレイジーだぜ。

　アレックスは堪たまらず自嘲を浮かべ、表情を引ひき締しめたときには方針を固めていた。

「まずはミレーヌ、メアリ。ありったけの戦力を率いてフェニナ砦に行け。一週間、いや五日間でいい。時間を稼かせいでくれ」

「あらアレックス。私とメアリさんに出す命令が遅滞行動ですか？　別に倒たおしてしまっても問題ないと思いますが」

　ミレーヌは頬に手を当て微笑ほほえむ。

「ああ、可能ならそうしてくれ。だが無理はするな。雷らい撃げきの魔ま女じよとラウドリアの騎き士しを侮ってるわけじゃない。しかし――」

「分かっていますよアレックスさん。街を一時間で全滅させる怪かい物ぶつが相手です。ですが、最初から及び腰というのも情けない話ですから」

「そういうことですわ。さて、早速行きましょうメアリさん。時間が黄金より惜しいのですから」

　メアリとミレーヌは立ち上がり、会議室を後にした。世界で一番頼たよりになる背中だった。

「さてハリエット女王には、議会派に所属していた二千五百人の正規兵を、何とかフェニナ砦に向かわせて頂きたい。何としても五日間、蜘蛛の侵攻を遅らせて欲しいのです」

「分かった。任せろ。で、アレックスはその五日で何をするつもりだ？」

「合衆国に秘密兵器を取りに行きます」

　その言葉にハリエット女王は首をかしげる。

　同時にイブは仰天した顔で立ち上がり、声を荒らげた。

「ちょっと待ってお兄ちゃん！　まさかアレを使うつもりっ？　まだ全然完成してないんだよ！」

「だけど、動くんだろ？」

「さ、三分くらいなら……」

「十分だ。それに秘密兵器は何もアレだけじゃない。もっと現実的なのを考えている」

「それなら……まあ、いいけど」

　イブは疑わしげな顔のまま腰を下ろした。よほど試作機に自信がないようだ。それを見てアレックスまで不安になったが、言ったとおり別の方法も考えている。むしろ、そちらがメインで、アレは合衆国に行くついでだ。

「何だかよく分からんが、アレックスがやることに間ま違ちがいはないじゃろ。妾はそう信じているぞ」

「ありがたいお言葉です。陛下の言葉が真実になるよう全力を尽つくしましょう」

「それは大丈夫じゃ。妾は嘘うそが嫌いじゃからな。妾が嘘を吐つくのは、つまみ食いをメアリに見つかったときだけじゃ。いつも猫ねこのせいにしている」

　ハリエット女王の言葉に、全員の表情がフッと緩む。

「今回は猫の名誉を傷つけずに済みますよ」

「うむ。最後にバレてお尻ペンペンというのはもうご免なのじゃ」

　ハリエット女王はしみじみと語る。

　この小さな王様に戦時はやはり似合わない。つまみ食いをしているくらいが丁度いいのだ。これからも精一杯つまみ食いをしてもらうため、ＲＯＬとラウドリア王国の総力を結集して蜘蛛に挑む。




※




　空の港と書いて、空港。

　早い話が、飛行船の発着場だ。

　空路にて街と街、国と国、旧大陸と新大陸を結ぶ。船せん舶ぱくに比べれば運べる重量に限りがあるものの、その速度は倍以上だ。

　ラウドリア王国からバニスター合衆国カスペット州まで、乗り換えを入れても約四十時間だ。この時間は日進月歩で短縮されているが、今のアレックスにとって余りにも長く感じられた。

　こうしている間にも、ミレーヌやメアリたちが戦っている。ただ待っているだけの移動時間を、これほど不毛に感じたことはない。

　アレックスの気持ちとは全く無関係に、飛行船はカスペット州へ時間通りに到とう着ちやくした。

　既すでに二日消費している。ミレーヌたちが五日稼げたとして、残りは三日。それより早く蜘蛛が王都サルサに辿たどり着つくことも考えられる。そうなればゲームオーバーだ。ラウドリア王国は滅びてしまう。

「イブ。ここからは別行動だ。一人でフロックハート自動車まで行けるな？」

「大丈夫だよ、お兄ちゃん。私、十五歳さいなんだよ？　それにムルルも一いつ緒しよだしね」

「ぴー」

　イブの頭の上で精霊はいつもと変わらない鳴き声を放つ。頼りになるのかならないのかサッパリ分からない。しかし、アレックスにはやるべき事があった。妹が心配だからと、付いていくことは出来ない。

　イブとムルルを見送ってから、アレックスも自分の目的地に向けて出発しようとした。そのとき、不意に肩かたを叩かれた。

「よっ、アレックス。久しぶりだな」

　いかにも軽薄そうな、若い男の声。

　振り返ると予想どおり、よく知っている顔がそこにあった。

「レオン！　レオン・キャリントンじゃないか！　どうしてここに？」

　友人との再会に嬉うれしくなったアレックスは、つい大声を出してしまう。

「おいおい。ブラックファングに連れん絡らくしたのはお前だろ？　どうせなら迎えに行ってこいとカールに言われたのさ」

「そうか。それにしても、まさかブラックファングがブライアーズ・ファミリーに雇われているとはな」

「それはこっちの台詞せりふだぜ。お前があのおっかない首領ボスとマブダチとは。ま、そのくらいじゃなきゃキングダムと喧けん嘩かするなんて言えねぇか」

　レオンはそう言ってニッと笑った。

　彼かれはアレックスと同じく二十歳はたちだ。中肉中背。これといってハンサムではないが不細工でもない。しかしどこか愛あい嬌きようのある顔で、何となく親しみを覚える。つまり、どこにでもいそうな若者だが、実はこれでも、カール、ミレーヌと同じブラックファングのレギオンフレーム使いの一人なのだ。

　そしてアレックスと共に、世界中の風俗街を回った仲でもある。

「送っていくぜアレックス。つっても、マフィアから借りてきた車だから、黒塗りでちと目立つが」

「絶対に煽られないからいいじゃないか」

「違いない」

　レオンの運転で、フレディ・ブライアーズの自宅に向かう。

　前回来たときも難しい交こう渉しようだったが、今回は更さらにタフなものになるだろう。

　正直、非常識極きわまることを頼もうとしている。

　相手がマフィアということを考えれば、その場で射殺されても文句を言えない。

　だが、それをネゴシエイトしてこそ真のビジネスマンだ。

「着いたぜ。中で首領ボスとカールが待ってる。俺おれはその辺をブラブラしているから……ま、上う手まくやれや」

　レオンはアレックスを降ろすと、どこかに車を走らせていった。恐らくナンパでもしに行ったのだろう。彼もアレックスと同じく、ハーレム建造計画を持っている男だ。どちらが理想的なハーレムを作るかという勝負をしているが、アレックスは自分が勝つという絶対的な自信を持っている。

　――さて、行くか。

　レオンの車が見えなくなってから、アレックスは意を決して呼び鈴を鳴らす。

　出てきたのはカール・オルブライトだった。

「おおっ、アレックス！　待っていたぞ。また滅め茶ちや苦く茶ちやなこと考えやがって」

　三年ぶりに会ったカールは、四十代半ばだというのに元気溌はつ剌らつとしていた。

　出会ったときと同じ、剥むき出しの火薬のような印象だ。

　それにしてもカールとフレディが友人同士だったというのには驚おどろいた。世界は広いようで、案外狭せまいのかも知れない。

「滅茶苦茶できるかどうかはこれからです。首領ボスは？」

「中だ。それにしても、フレディは何と答えるかね。俺はあいつと長い付き合いだが、あんまり人に金を貸さない男だからなぁ」

「そこは俺の舌先三寸ですよ」

　リビングに行くと、フレディが待っていた。

「首領ボス、預かった七千億レーラはヘルン共和国に預けてきましたよ」

「分かっている。早速、貴様に教えてもらった方法で買い物をしてみたが問題なかった」

「もしかしてレオンが乗り回している車ですか？」

「そうだ。あの小僧、腕うでは立つようだが軽薄すぎていかん。市長の秘書と孫を一遍に口説いていたからな。部下の教育がなっていないぞカール」

　フレディがジロリと睨むと、カールは居心地が悪そうに頭をかいた。

　レオンらしいな、とアレックスは苦く笑しようしつつ、本題を切り出す。

「さて首領ボス。私が今日来たのは、世間話のためではありません」

「だろうな。カールから聞いたが、ラウドリア王国の内戦に参加して、合衆国と帝てい国こくを追い出したようだな」

「はい。ですが今、ケツに火が付いています。帝国が再侵攻してきました。それも、見たことも聞いたこともない兵器と共に」

「それは災難だ。で、俺にどうしろと？」

　フレディは葉巻の煙を吐はき出しながら言った。おそらくフレディは、アレックスの要求を予想している。

　ＲＯＬは西ケルストリアに鉱区を持っているとはいえ、まだまだ小さな会社だ。帝国とまともに戦う武力はない。だからこそ今まで、搦からめ手を使ってきた。しかし帝国はチェス盤ごと叩たたき割り、向こうのルールで戦争を始めた。

　戦うには金が必要だ。ブライアーズ・ファミリーは金を持っている。

　ならば要求は一つだ。

　だが、問題なのは、その規模。

「単刀直入に言いましょう。ヘルン共和国に預けた七千億レーラの中から、一千億を俺に貸して下さい」

　空気が凍り付いた。

　葉巻から落ちた灰が絨じゆう毯たんの上にこぼれても、誰だれも気にしない。

　部屋の中に殺気すら漂い始める。

「おいアレックス。一千億と聞こえたんだが、俺の耳が遠くなったのか？　お前が生まれたルーメシア王国の国家予算を超こえるぞ」

　フレディの声から親しみが消える。当たり前の反応だ。舐なめていると思われたかもしれない。

「そうだぜアレックス……一千億レーラは流石さすがに……」

　カールまで狼ろう狽ばいしていた。

　しかし、アレックスは至って本気なのだ。

　本気でマフィアの帝てい王おうから一千億レーラ借りようとしている。

「……今回の危機を乗り越えるだけなら、五十億もあればお釣りが来るでしょう。ブラックファングを含めたＰＭＣを雇やとい、帝国の新型兵器を倒して終わりです。ですがリキッドがある限り、帝国は何度でも来るでしょう。そうなれば、帝国からラウドリア王国を守るという口実で、合衆国も再び参戦します。そうさせないためには、二大超ちよう大たい国こくすら容易には攻め込めない武力が必要です。恒久的にハリネズミの如く武装し、他国の干渉を排除します。そのための一千億レーラです」

「一千億の使い道は分かった。だが、貸した俺にどんなメリットがある。まさか善意で貸せなんて言わねぇだろうな」

「無論、利子を付けてお返しします」

「何割上乗せする。いつまでに返す？」

「二倍にして、半年以内に」

　アレックスはフレディを真まっ直すぐ見つめ、堂々と言ってやった。

　さしもの帝王も度ど肝ぎもを抜かれたようで、目を白黒させ、口を半開きにした。

「貴様、気でも狂ったか？　ＲＯＬの資本金はいくらだ」

「十億レーラです」

「で、半年後に二千億レーラをここに持ってくるって言うのか？」

「はい」

　余計な言葉はいらない。

　互たがいの視線がぶつかる。値ね踏ぶみされる。試される。探られる。

　――さあ、信じろ。あんたが頷うなずけば、俺は本当に一千億レーラを倍にしてやるぞ。

　アレックスは正気であり、騙だますつもりもない。だから、いくら瞳ひとみを見られても気後れしない。

　フレディは観念し、葉巻を灰皿に押おしつけた。

　だが――

「駄だ目めだ。貴様のやろうとしていることは、帝国の不利益であると同時に、合衆国の不利益でもある。合衆国の敵に投資は出来ない」

　マフィアの帝王は、やはり一筋縄ではいかなかった。もっとも、そんなことは初めから分かっている。ネゴシエイトはここからだ。

「おい、ちょっと待てフレディ。お前、キングダムは合衆国の寄生虫だと言っていたじゃないか。アレックスはその寄生虫と戦っているんだぞ。お前の理念と同じじゃないか」　見かねたカールが話に割り込んできた。しかしフレディは旧友を一蹴する。

「いいや違うな。ラウドリア王国にはキングダムだけじゃなく、合衆国政府そのものが関わっていた。国家プロジェクトなのだ。その邪じや魔まをすることは俺の愛国心が許さない」

　愛国心。

　最大級のマフィアであるブライアーズ・ファミリーの首領ボスが、そんな言葉を口にするなど奇妙に思える。しかしアレックスは、フレディがそういう男だと知っていた。ありとあらゆる犯罪に手を染める一方で、それを悔やみ、変わりたいと願っていた。

　そして、変わると遂ついに決めたのだ。

「いいかアレックス。俺はバニスター合衆国の人間だ。それも移民第一世代の末まつ裔えいだ。その俺が、どうして合衆国の計画を潰つぶす手伝いをしなきゃならん」

　ドラッグは全すべて潰すと宣言していた。

　真っ当なビジネスで食っていけるよう、マフィアを変えようとしていた。

　この国のため。祖国のため。愛国心。

　しかしアレックスは見み抜ぬいている。

　ドラッグは、リキッドをも超える利益を生み出す。それを潰すという決意は、愛国心より深いところから来ている、と。

「首領ボスの愛国心は分かります。あなたの一族は新大陸の開拓と独立、その両方に関わってきた……しかし、その合衆国政府そのものが腐くさっているとは思いませんか？」

　フレディのこめかみがピクリと動く。

　食いついた。国を愛しているからこそ看過できない現実がそこにあるから。

　だからアレックスは言ってやる。

「あなたたちの先祖は自由のために戦った。それがバニスター合衆国の理念のはずだ。だがその合衆国が今、他国に対してしていることは何です？　かつて帝国から独立を果たした合衆国は、同じ志を持った植民地に技術を提供し、共に戦った。しかし自由と平等が世界に蔓まん延えんすれば、自分たちの力が相対的に落ちると悟さとった。せっかく独立したのに、もう一度辛つらい生活に戻もどるかも知れないという恐きよう怖ふが襲おそってきた。だから合衆国は自由を独り占めしようと考えた。富を全て自分のところに集め、貧困を他国に押しつけた。貧富の差はでかければでかいほど支配者にとっては統治しやすいですからね。つまりリキッドの独どく占せんだ。そこに独立の理念は欠片も残っていない。合衆国の人間は、自覚、無自覚にかかわらず、この恩恵を受けている。本来払はらうべき繁はん栄えいの対価を、よその国を飢えさせることによって払っている。あなたはそれを自覚していながら受け入れるのですか？」

　淡たん々たんと言うつもりだったのに、不覚にも少し熱がこもってしまった。

　なにせ、まごう事なきアレックスの本心。フレディの魂を揺さぶってやる。

「……それでも、俺は合衆国の人間だ」

　彼の声が震ふるえていた。あと一押しだ。

「合衆国も帝国も、ラウドリア王国の人間にコカインを与あたえることによって従えていた。その出所を調べました。ほとんど、あなたの所ですよ」

「……!?」

「否定は出来ないでしょう？　売ったドラッグがどこに流れていくかなんて、いちいちチェックしませんからね。あなたの愛する合衆国政府は、あなたのドラッグを使って若者をヤク中にしているんですよ」

　フレディは何も言ってこなかった。

　アレックスもそれ以上、口を開かない。

　ただ、答えを待つのみ。フレディの中でアレックスの言葉がどう響ひびき、どんな意味を持ち、何を優先するか。

　アレックスには分かる。

　彼はマフィアで、裏社会を歩み、悪事の限りを尽くしてきた。それでも、人間らしさを失ったことはない。だから――

「やはり、断る。一千億は出せねぇ」

「……は!?」

　アレックスは自分の耳を疑った。何かミスをしただろうか。フレディの感情をたぐり寄せたはずだ。現に表情は動いていた。断られる理由は、ない。

　混乱した頭でどう盛り返そうか考える。ところが、フレディが放った言葉は更に衝撃だった。

「その代わりブライアーズ・ファミリーの兵隊を送り込む。アレックス、対価としてラウドリア王国の採さい掘くつ権けん交こう渉しように俺も参加させろ。というより、俺とお前で鉱区を折半だ。あの国を半分よこせ」

　彼は顔の皺しわを歪めてニヤリと笑う。まるで少年がイタズラを成功させたような、綺麗な笑顔だった。

「それは、つまり……」

　フレディの言葉が何を意味するのか理解し、アレックスは一いつ瞬しゆん、言葉をつまらせる。

「……今回に限らず、これからもラウドリア王国をファミリーで守って頂けると？」

「当たり前だ。自分の鉱区がある国を守らなくてどうする」

　アレックスは、感嘆の息を吐く。吐くしかなかった。

　フレディの正義感と、ファミリーの利益。相反していたはずの二つが、見事に結びついたのだ。そしてラウドリア王国もＲＯＬも犠ぎ牲せいにならない。

　脱帽である。これでブライアーズ・ファミリーは莫ばく大だいな権益を手に入れる。一千億、二千億というはした金より、ずっと魅み力りよく的てきな話だ。

「分かりました。鉱区に関しては全て私にお任せを」

　契けい約やく成立だ。

　アレックスはカールと共に外に出て、背伸びをした。

　予定とは異なるが、これで大規模な増援を送り込むことが出来る。あとはミレーヌたちが持ちこたえてくれていることを祈いのるのみ。

「しかし、相変わらず危ない奴だな、アレックス。一千億を半年で倍にするなんて……どう言い訳するつもりだったんだ？」

　カールがタバコを吹かしながら聞いてくる。

「言い訳？」

「とぼけるなよ。いくらお前でも絶対無理だろ。誤ご魔ま化かす方法を考えていたんだろうが、マフィアの金を騙し取ろうとは狂ってるぜ」

「誤魔化したりしませんよ。本気で二千億レーラにして返すつもりでした。そもそも、一千億借りたって一気に使うわけじゃありませんからね。仮に半分の五百億を投機に回したとしても、半年あれば四倍に出来るでしょう。マネーゲームなんて虚業はあんまり好きじゃありませんけど」

「……悪あく魔まみたいな奴だな、お前」

　カールは呆れた顔を作る。

「悪魔とは酷ひどいですよカール。合衆国は今、土地も株も上じよう昇しよう傾けい向こうにありますから、それほどリスクを取らなくても――」

「ああ、分かった分かった。お前と話してると価値観がおかしくなる。それよりも、だ。ラウドリア王国まで四十時間。飛行船にレギオンフレーム積む時間を考えると、ギリギリだな」

「いえ。交渉が早くまとまったので、一日余よ裕ゆうがあります」

「……どういう計算だ？　ミレーヌに頼たのんだのは五日だろ。お前が向こうからこっちに来るのに約二日。帰るのも二日。今日中に準備を終わらせても、時間いっぱいじゃないか」

「帰りは一日で済むんですよ。ほら、迎むかえが来た」

　怪け訝げんな顔だったカールだが、遠くから爆ばく音おんが近づいてくるにつれ、驚愕に変わっていく。

「な、何だありゃ……飛行船が火を噴いて飛んでやがる！」

　見上げる空には、カールの言うとおり、火を噴き白煙を上げる飛行船があった。

　それは常識からは考えられない速度でやってくる。

　アレックスたちの頭上で炎ほのおを逆噴射し停止した。そしてアサ畑の上に、ゆっくりと降下を始める。

「おい、アレックス！　昔ＳＦ小説で読んだことがあるぞ。宇宙人の乗り物に違ちがいない。俺たちを誘拐して人体実験するつもりなんだ！　くそったれ！　こんな事なら肝臓なんか気にせずもっと酒を飲んでおくんだった！」

「落ち着いて下さい、カール。あれはイブとフロックハート自動車が共同開発した、ジェット推進器搭とう載さい型の飛行船サンディブリッチ号です」

「ジェット推進器……？　何だそれは。お前の妹は宇宙人だったのか。Ｘ星出身で、三つ首のドラゴンを操あやつったりするのか」

　カールがなかなか宇宙人から離れてくれないので、アレックスはジェットエンジンの構造を説明してやる。

「精霊発動機の力で空気を吸入・圧縮するんです。そして高温になった圧縮空気にエタノールを噴射し、燃焼させてから排気する。これにより、いままでのプロペラ式とは比べものにならない推進力を生み出せるんですよ」

「何を言っているのかさっぱり分からないぞ。お前も宇宙人か。この星で巨きよ大だい化すると三分しか動けなかったりするのか」

「いや、俺もイブに受けた説明をそのまま言ってるだけなので……」

　アレックスは自分が馬ば鹿かだとは思わないが、イブのような天才がしていることを理解できるとも思っていない。何となくボンヤリ分かったような気になるだけだ。まして人に説明するなど不可能である。

「おーい、お兄ちゃーん！　私、ちゃんと迷子にならずに辿り着けたよー」

「ぴー」

　飛行船の窓からイブとムルルが顔を出し、手をブンブン振ふってくる。

　我が妹ながら可愛らしい。

　その姿を見てカールは、ようやく宇宙人説を取り下げてくれたのだった。




※




　フェニナ砦は二日目に陥かん落らくしていた。

　ミレーヌは決して相手を侮ってなどいないのに。

　斥候の報告によれば、敵の兵数は約三千人。レギオンフレームは二十機。そして、蜘蛛型兵器が一機。

　対するこちらは、フェニナ砦の二百人と王都から連れてきた二千三百人を合わせて二千五百人。そしてレギオンフレーム十一機。

　この時点で負けている。アレックスには『倒す』なんて大口を叩いてみたが、やはり敵の行動を遅らせるのが関の山だろう。

　基本戦術はヒット＆アウェイ。隠れて攻こう撃げきし、敵の注意を引きつけ、特定の場所に引き寄せる。そこはあらかじめ地じ雷らいを設置した場所であったり、挟はさみ撃うちをしやすいＶ字谷だったりするわけだ。

　とにかく、全ての行動を慎しん重ちように。ミスは許されない。

　そう肝に銘じていたのに、いきなり蹴散らされた。

　全てはあの蜘く蛛ものせい。

　まず速い。十五メトロンの巨体であることを忘れてしまうほどの機動性を持っていた。かろうじてミレーヌとメアリが反応できるだけで、あとの者たちは翻弄されるがまま。一日で三機のレギオンフレームが撃破された。もちろん搭乗者は死んだ。歩兵や砲兵も半分にされた。

　そして火力。全身の至るところから機き関かん砲ほうが生え、死角がまるでない。それほど口径が大きくないのでレギオンフレームなら十数発喰くらっても耐たえられる。だが、人間ならミンチ確定だ。下腹部に搭載されたガトリング砲は、レギオンフレームの装甲や防御フィールドを貫かん通つうしてしまう。上部から生えたカノン砲に至っては、擦かすっただけで消し飛ぶだろう。

　極めつけは防御力。レギオンフレームの標準装備である二十ミリ機関砲では、何千発撃っても装甲はおろか、その外側に展開された防御フィールドすら貫けなかった。

　つまり無敵。

　周りに味方が大勢いるのだから、乱戦に持ち込めばその火力も発揮できないだろうと思ったが、それも甘かった。

　あの蜘蛛は、敵も味方も等しく撃ち殺す。薙なぎ払う。踏ふみつぶす。

　破は壊かいの権化。殺さつ戮りくの化身。

　搭乗者は狂っているに違いない。もしかして帝国は、あの蜘蛛に乗っている者の処遇に困って、ラウドリア王国に送りつけてきたのではないか。ミレーヌがそう思ってしまうほどの殺しっぷりだ。

　ミレーヌたちは後退し、二日目にフェニナ砦が陥落し、四日目の今日、ついに王都目前というところまで押し込まれた。敵と味方の死者の数は同程度。どちらも二千人は死んでいる。もはや誰もかもが恐おそれをなし、実質的に戦っているのは蜘蛛とミレーヌとメアリだけだった。

　ミレーヌとメアリは役に立たない機関砲を捨て、硬こう質しつブレードだけを使う。全質量と速度を乗せて硬質ブレードを突き出せば、蜘蛛の分厚い防御フィールドも突破できるのだ。

　しかし今度は、装甲が行く手を阻む。防御フィールドによって減衰した突進力では、蜘蛛の装甲板にひっかき傷を付けることしか出来ない。関節部を狙えば話は違うのだろうが、レギオンフレームより速く動く目標に対しピンポイント攻撃を決めるのは至難のわざだ。

　唯ゆい一いつの救いは、夕方になると蜘蛛が動きを止めること。

　どうやら戦せん闘とう時間を、午前八時から午後五時までと決めているらしい。アフターファイブはお休みというわけだ。ふざけている。

　真夜中に奇き襲しゆうしてやろうと二日目の夜、ミレーヌとメアリは蜘蛛に近づいていった。しかし歩兵やレギオンフレームが、それこそ蜘蛛の巣のような警けい戒かい網をしいていた。奇襲は無理と悟り、唇を噛みながら撤てつ退たいする。

　四日目の朝、背後に王都の城壁が見えたときは絶望しかけたが、ハリエット女王が集めてくれた追加の二千五百人が左右から砲ほう撃げきを連続的に加え、わずかながら蜘蛛を後退させることに成功した。

　しかし、それも本当に一時の気休めで終わる。

　こちらが援えん軍ぐんと合流し陣形を立て直そうとした矢先、蜘蛛は冗じよう談だんのようなスピードで右翼に突っ込み、虐殺を始めた。

　脚あしで蹴飛ばされた者は紙吹雪のように宙を舞まう。顎あごで噛み千切られた者はトマトソースのように地面に広がる。機き関かん銃じゆうとガトリング砲を喰らった者は霧になって消えた。赤い濃霧が立ちこめるが、それをカノン砲で吹ふっ飛とばし、縦横無尽に駆かけ回まわる。

　明らかに楽しんでいた。

　乗っている奴やつの顔が見えなくても、笑い声が聞こえてくるようだ。
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「こうなったら仕方がありませんわ。メアリさん、全軍を率いて、王都に籠城して下さいな。あの壁なら、蜘蛛のカノン砲にもしばらく耐えられるはずです」

「ではミレーヌさんは……？」

「逃にげるには誰かが殿しんがりを務めませんと」

　五日稼ぐとアレックスに約束した以上、命を捨ててでも蜘蛛を足止めしてみせる。

「いけません！　もし誰か死ななければならないとしたら、それは私の役目でしょう。そもそも、ミレーヌさんはラウドリアの人間ではないのですよ」

「あら。散々戦わせておいて、今いま更さらそんなことを？」

「何言ってるんですか。まだまだ戦ってもらいます。そのためにも私が残るのです」

　メアリは頑として譲らず、勝手に蜘蛛へ突進していこうとする。

　ミレーヌはそれを後ろから殴ってでも止めようとした。

　そのとき、戦場の轟ごう音おんを掻き消すほどのナニカが空に現れた。

「あれは……」

「何ですの……？」

　瞬しゆん間かん的にメアリもミレーヌも動きを止めてしまう。蜘蛛のことすら頭から抜ぬけ落ちていた。なにせ火を噴く飛行船が頭上に滞空していたのだから。




※




「一日早く着いたのに、王都目前まで攻め込まれてるじゃないか」

　飛行船から状じよう況きようを確かく認にんしたアレックスは、にがい声で呟つぶやく。

　蜘蛛の他に、敵レギオンフレームが十七機。歩兵や砲兵がパラパラと。

　このくらいなら、チェルシーの情報網に引っかかることなく行動できるかもしれない。つまりアレックスが想定していた範はん囲いの兵力だ。なのにミレーヌが五日保もたせられなかった。ここでも計算が狂っている。

　――あの蜘蛛、とんでもない化け物らしいな。

　しかし、化け物ならこの飛行船にも積んでいる。

　イブが作ってくれたレギオンフレームという秘密兵器が。

「おーい、アレックス。早く降りようぜ。ミレーヌたち、死んじまうぞー」

　格納庫に行くと、既にレギオンフレームを装着したレオンが、いつもの軽い口調で語りかけてくる。その隣となりにはカールもいる。

　更にブライアーズ・ファミリーから借りてきた十五機が、アレックスの出撃命令を待っていた。

「まずは状況の確認だ。敵は蜘蛛型の新型兵器。それと十七機のレギオンフレーム。一方、味方のレギオンフレームはたった五機しか生き残っていない。ミレーヌが指揮してこの惨状だ。あの蜘蛛に俺たちの常識は通用しないと思った方がいい。そこで、全機、降下開始と同時に蜘蛛へ対し一いつ斉せい射しや撃げきを行なう。可能なら着地前に仕留めたい」

「それでいいぜ。俺は蜘蛛が嫌きらいなんだ。害虫駆除をしてから、ゆっくり普ふ通つうの戦争をしよう」

　カールがそう言うと、格納庫に笑い声が響いた。

　ところが、それを少女の声が止めてしまう。

「ちょっと待った！　皆みんなで降下するのはいいけど、お兄ちゃんだけは別。後でも先でもいいけど、単独で行動して」

「おいおい、それはないだろイブ。何が楽しくて自分から孤こ立りつしなきゃいけないんだ」

　イブは確かに天才だが、それは科学者として、技術者として、だ。

　戦術や戦略に関する知識は持ち合わせていないはず。どうしてこの場で口を挟むのだろう。

「えーっと、皆ちゅーもく！　この赤いレギオンフレームを見て下さい」

　そう言ってイブは、まだ誰も装着していないレギオンフレームを拳こぶしでコンコンと叩く。アレックスが使う予定の、イブ特製試作機だ。

「これは私が作った未完成の精せい霊れい発動機を、既き存そんのレギオンフレームに無理矢理載せただけの試作機です。はっきり言って急ごしらえです。冷れい却きやく装置が全く、全然、これっぽっちも追いつきません。なので、とってもとっても熱いです。近づくと危険です」

「危険って、どう危険なんだ？」

　カールが尋たずねると、イブは胸を張って答えた。

「融とけます。そして死にます」

　全員の顔が引きつる。

「……おい、我が妹よ。そんな危ない物に俺を乗せるつもりなのか？」

「何言ってるのお兄ちゃん。私は反対したのに、動かすって言ったのはお兄ちゃんなんだよ！」

「むむ……」

　思い出してみると、確かにそうだった。

　ハリエット女王たちとの会議で、イブは猛烈に異を唱えていたが、アレックスが押し切ったのだ。

「やっぱりやめる？　私はそれでもいいよ。って言うかやめた方がいいと思う」

　イブは真しん剣けんな顔だった。いつもニコニコしている彼かの女じよがこんな表情を見せるのは、本当に切羽詰つまっているときだ。

　やめるべきか？　そんな考えがアレックスの脳のう裏りをよぎる。

　しかし、否と叫さけぶ者がいた。

　精霊である。

「ぴーぴー！」

　ムルルの声は赤いレギオンフレームの後ろから聞こえてきた。どうやら、もう精霊発動機の中に潜もぐり込んでいるらしい。その声を聞いて、アレックスは決断する。

「ムルルがああ言ってるんだ。大だい丈じよう夫ぶだろう」

「えっ、どうしてそうなるの？　ムルルは遊びたいだけだよ！　この試作機がどんなに危ないか分かってないんだよ！」

「いいや違うな。俺とムルルは昔、一緒に戦場を回った。だから俺が死にそうなことはムルルだって避さける。ムルルが行けると判断したってことは、大丈夫なんだ」

「でも……」

　イブはまだ納なつ得とくしない。

　――信用のない兄貴だな、俺は。

　アレックスは自嘲し、しゃがんで妹の頭を撫なでた。

「イブ。お前は凄すごい奴だ。この地上にイブより頭がいい人間はいないだろう。俺はそんなイブを誇ほこりに思う。だけど、戦場のことはお兄ちゃんに任せてくれ」

　いつもならイブは、撫でられたら即そく座ざにとろけた顔になる。だが表情を崩くずさず、ジッと見つめてきた。そして頷く。

「分かった。お兄ちゃんとムルルなら大丈夫だよね」

「ああ、なにせイブが作ったレギオンフレームだからな」

　そこでようやくイブが笑ってくれた。

　この女神の微笑ほほえみに見送られたなら、どんな地獄からでも生還できるだろう。




※




　精霊にリキッドを与えると熱エネルギーを発する。これは今や常識であり、工学に興味がない者でも知っている。

　その熱エネルギーを利用してお湯を沸かし、蒸気の力でタービンを回転させる。これが従来型の精霊発動機である。

　このお湯を沸かすなどという原始的な手段により、いったいどれほどの熱エネルギーが無む駄だになっているか。こんな効率の悪い装置は醜悪ですらある。イーサン・カーリンは十歳さいになる以前からそう思っていた。

　しかし、イーサンは二年前、遂に全く新しい精霊発動機を思いついた。

　密閉されたシリンダーに精霊を入れ、リキッドを噴射する。当然、精霊は熱を放つ。しかし狭いシリンダーでは、熱の逃げ場がない。熱はどんどん溜たまっていく。そしてシリンダー内部の温度が八百度を超えたところで、リキッドそのものが引火し、爆ばく発はつが起きる。

　その爆発はシリンダー下部に備え付けられたピストンを強烈に押し出す。このとき初めてシリンダー内部の空気が排気され、いったん冷却される。その排気の勢いを利用してシリンダーが元の位置に戻り、再び爆発で押し出される。この往復運動レシプロから動力を取り出すことができれば、従来型の精霊発動機など一気に陳腐化する。

　この仕組みを思いついたのは、研究室の床ゆかに押し倒され、エステルに強姦されたときだ。彼女が自分に跨またがり、往復運動するさまがイーサンに啓示を与えたのだ。

　エステルには素す直なおに感謝したい。彼女こそ、この新型精霊発動機の母である。

　そしてイーサンは大学から予算をせしめ、早速、開発に取りかかった。

　形になったのは約一年前。四本のシリンダーを横一列に並べ、それぞれに一匹ぴきずつ精霊を入れた。自動車に搭載し、最速記録を目指すのだ。不幸なことにこの実験は失敗に終わってしまう。歴史あるキャンパスが吹き飛んだが、実験に失敗はつきものだ。肝心なのは諦あきらめないこと。

　ところが大学は愚かにも、イーサンを追い出した。

　――天下のオーストウィック大学ともあろうものが、何と肝の小さい！

　だが、イーサンは焦あせっていなかった。自分は天才だ。それは誰もが知っている。だから金を出してくれる者が現れるに違いない。

　そうしてイーサンは軍にスカウトされた。きっと自分の役に立つだろうと思い、エステルも連れて行った。

　軍で任された仕事は、既存の精霊発動機を改良するという吐き気がしそうなものだった。イーサンは技術開発部の責任者だった大佐を射殺しようかと思った。

　ところが、エステルがそれを止める。

「仕方ないじゃない。新人はつまらない仕事をやらされるものよ。これが終わったら、きっと好きなことをやらせてもらえるわ」

　なるほど、そういうものかとイーサンは我が慢まんして成果を挙げた。

　それでも大佐はイーサンに散文的な仕事しか回さなかった。

　ここで遂にエステルが動き出す。彼女お得意のハニートラップだ。エステルに言い寄られて拒きよ否ひできる男などいないのだ。

　もっともエステルは大佐本人ではなく、大佐の息子むすこと父親と寝ねた。それも同時に寝た。

　自分の息子と父親が、年端もいかない娘むすめと三人で乱痴気騒さわぎをしている写真を突きつけられては、どんな強きよう靱じんな精神の持ち主でも耐えられるはずがない。

　イーサンはようやく自分だけの研究室を手に入れた。

　そしてエステルと共に、より強力な精霊発動機を作り始める。前回と同じ事をしてもおもしろくないので、シリンダーの数を倍にしようとした。だが直列に八つも並べたのでは、途と方ほうもない長さになってしまう。この問題はＶ字型にシリンダーを配置することによって解決された。精霊も八匹必要だが、エステルは精霊に懐かれるのが得意なので、その管理は彼女に任せた。

「せっかく高出力の発動機が出来たのだから、巨大な機械を動かすぞ！」

「ねぇ教授。それなら脚が沢たく山さん生えたメカを作りましょうよ。私も手伝うからぁ」

　こうして『レシプロ式Ｖ型８気筒精霊発動機』と、それを搭載した究極兵器『アンラ・マンユ』が完成したのである。

　その能力はこの四日間で証明された。一いつ緒しよに来た二十機のレギオンフレームは何もしていないのに、アンラ・マンユだけで敵を粉砕している。味方を間ま違ちがって三機撃げき墜ついしてしまったが、それは操縦しているイーサンとエステルがうっかりしていただけで、アンラ・マンユの欠陥ではない。つまり問題は皆無なのだ。

「いや、しかしエステル君。たかがあの程てい度どの敵を相手に四日も足止めされた。これは屈辱ではないかね？」

　狭せまいコックピットに座すわっているイーサンは、正面のブラウン管モニターを眺めながらボヤく。すると、真後ろの椅い子すにいたエステルが、ケラケラ笑って慰なぐさめてきた。

「しょうがないわよぉ。やたらと強いのが二機いるじゃない。あれって超ちようエース級でしょ。そんなのを相手にしてほとんど無傷なんだから、むしろ凄いと思うんだけど」

「いいや駄目だな！　個人の技量で覆される程度の優位性では、我輩は満足しない。相手が世界最強の技を持ち、こちらは右も左も分からないズブの素人しろうと。それで勝ってこそ新型兵器だ。そうでなくては作る意味がないのだ！」

「教授ってば欲深い男ねぇ」

　エステルは何やら嬉うれしそうに言いながら、火器管制を続ける。

　本体の制御をイーサンが行ない、エステルが火器管制。これが基本的な役割分担だ。

　それにしても、機関砲、ガトリング砲、カノン砲を合わせて二十二門。これら全てを涼すずしい顔で器用に操るのは大したものだ。

　一方、イーサンはレバーを倒たおして進行方向を指定し、アクセルを踏んで速度を調節するだけ。八本の脚の制御は、発動機の中にいる八匹の精霊たちが行なっている。このシステムはエステルあってこそのものであり、イーサンでは再現不能だ。

　しかしエステルはエステルで、精霊発動機や巨大機械の設計は専門外だ。

　つまりイーサンが大きくて強いものを作り、エステルが細かいところを穴埋めしていくという態勢が計らずとも整っているのだ。

　彼女が得難いパートナーであると今いま頃ごろ気が付いたイーサンは、目の前の敵兵たちを蹴り飛ばしながらエステルに語りかけた。

「エステル君。君がいてくれて助かった。これからもよろしく頼むぞ！」

「え？　なに、急にどうしたの教授……！」

「君がいたからこそアンラ・マンユがここまで仕上がったと実感していたのだ。その礼を言いたい」

「……もう、こんなときに変なこと言わないでよ。顔が赤くなっちゃうじゃない」

　エステルの声は、どこか拗すねているようにも聞こえるし、喜んでいるようにも聞こえる。

「ふむ。赤くなったのかね？」

「振り返っちゃだーめ。恥はずかしいでしょ！」

「なるほど、そういうものか」

　そう言いつつ、イーサンは何も分かっていない。自分の考えはそのまま口にするが、他人の感情には、とんと無頓着だった。

　嫌われているのか好かれているのか分からないし、そもそも気にしたこともない。

　分かっているのは、自分とエステルが作ったレシプロ精霊発動機が、この旧式どもに遅れをとるなど万が一にも有り得ないということだ。

「さあ、王都サルサまであとわずかだ。帝てい国こくに帰ったらもっと大きな機械を作るぞ」

　イーサンはアンラ・マンユを全力で走らせる。Ｖ型８気筒の獰どう猛もうな音が鳴り響く。まるで世界を滅ぼす悪魔の咆ほう哮こうだ。

　抗あらがえる者などいるはずもない。

　だが、そのとき。天空から。管楽器の音色が降りそそいだ。

「なぁに、この音……？」

　戦場に似合わぬ優雅な音に、エステルすら戸と惑まどい歯切れが悪くなる。

　なんと美しく、心地よく、聞き入ってしまう音であろう。

　そんなものが戦場で聞こえるのは異常だ。

　逆に恐怖を煽る旋律となって襲いかかる。

　イーサンは上空にメインカメラを向けた。

　するとそこには、炎の翼を広げる天使の姿があった。

　管楽器を掻き鳴らし、アンラ・マンユへと一直線に向かってくる。それは断罪する者の姿に見えた。

　イーサンは瞬時にその正体に思い至る。

　――この音色、知っているぞ！

　あれは十年以上前。ルーメシア王国という小国で、二人の科学者が開発していたレシプロともまた別の新型精霊発動機。確かその二人は夫婦だったはず。理論は素す晴ばらしく、イーサンも期待していた。一度ルーメシア王国まで赴いて、研究所の周りをうろついてみたりもした。実物を見ることは敵かなわなかったが、音だけは聞こえた。透き通るような音だった。だがその後に、爆発事故が起きた。二人とも死んでしまった。以来、その研究を継ついだ者はいない。絶対に不可能と言われ続けていた。

　――まさか。そんなはずはない。我輩ですら諦めたアレを完成させるなど……しかし、そうとしか考えられない。今でも耳に残っているのだから。

「我輩は覚えているぞ！　十年前ルーメシアで聞いた、ロータリーサウンドだ！」

　福音が世界を包み込む。

　神話の幕開けである。
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「いい、お兄ちゃん。排熱は全部後ろに向けてやるから、味方を巻き込まないようにね。あと飛び降りてから三秒後に精霊発動機を動かして。サンディブリッチ号が燃えちゃうから」

　その忠告を実行するのは、なかなか勇気がいる。

　精霊発動機が動いていないレギオンフレームは、ただの重りだ。それを身に纏まとった状態でノーロープバンジー。狂気の沙汰だ。

　イブの言葉でなければ聞く耳持たない。イブの言葉だから躊ちゆう躇ちよせず実行する。

　風を切り裂き自由落下する中で、アレックスは眼下の蜘蛛を見み据すえた。

　何と凶悪な姿。何と暴力的な発動機ノイズ。

　機関砲はいくつ付いているのだろうか。いつもなら気にもならない口径だが、今のアレックスが喰らったら一発で致命傷だ。なにせ発動機が動いていない。つまり防御フィールドがない。裸はだかで銃じゆう口こうに身をさらしているわけだ。

「お兄ちゃん、三秒経たったよ！」

　無線でイブの声が聞こえる。それは発動の合図。火をくべよという女神の囁ささやき。

「ムルル。久しぶりに遊ぼうぜ！」

「ぴー」

　筐体ハウジングの中でムルルが爆発を起こす。その勢いで三角ローターが回転を始める。途中に無駄な部品も工程も一いつ切さいなく、ムルルとリキッドが起こした爆発がそのまま回転運動となり動力を生み出す。

　だが、まだ足りない。更さらなる回転を。超ちよう高こう速そく回転を。

「ぴーぴー！」

　一分当たりの回転数が一万を超こえた。即座にクラッチを繋ぎ、全身にパワーを伝達する。

　――こいつは、凄いぞイブ！

　まだ指一本動かしていないのに分かった。分かってしまう。

　脳天からつま先まで信じがたいほどのエネルギーが駆け巡る。本来、透明であるはずの防御フィールドが、薄いオーロラのように膜を張る。

　そして、この管楽器のような音色。トランペットか、ホルンか。

　否、比肩しうるものなど皆無。

　この地上で、この星で、もっとも気高く、力強く、神々しい旋律。

　神様の楽器だ。

「ロータリー式精霊発動機、起動確認。エキセントリックシャフト正常可動。冷却装置、予定通り破損。排気管エキゾーストパイプ融解！」

　飛行船からモニタリングしていたイブが、悲鳴と歓かん声せいを混ぜ込んだ声を出す。

　瞬間、レギオンフレームの背中から炎が吹き荒れた。

　エキゾーストパイプを溶かすほどの排熱が、灼しやく熱ねつの翼となって広がったのだ。

　問題なし。全すべては打ち合わせ通り。

　耐久限界まで三分。

　すなわち、蜘蛛の命もあと三分ということ。

「ロータリー式精霊発動機試験用レギオンフレーム『アフラ・マズダ』行くぞ！」

　蜘蛛はようやく機関砲をこちらに向け弾幕を張った。しかし臆することはない。視認できるほどの厚さを誇る防御フィールドを、この程度の弾丸で撃ち抜けるものか。

　続いてカノン砲が火を噴いた。口径はおそらく一五〇ミリ程度。流石さすがに防ぐのは無理か。

　ならば撃ち落とすまで。

　アレックスも機関砲を構え、飛来するカノン砲ほう弾だんに向けて射しや撃げきした。

　砲弾はアフラ・マズダの遥はるか手前で爆散し、破片すらも届かない。

　そしてアレックスは引き金から手を離さず、蜘蛛に銃じゆう弾だんのシャワーを浴びせた。
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　天井にフルメタルジャケットがばらまかれる。

　屋根に霰あられが当たったような音が続く。

　しかしレギオンフレームが携けい帯たいしている機関砲など、防御フィールドで威力が減衰してしまうので、何ら脅威ではない。

　それでもエステルは冷ひや汗あせをかいた。

　あのノイズというには美しすぎるサウンド。背中から噴出する排熱。一見しただけでも、このアンラ・マンユと同等クラスのパワーを秘めていると分かる。

　レギオンフレームのサイズで、そんなことが可能なのだろうか。どんな方式なのか。

「教授、ロータリーってなぁに？」

「ああ、君が知らなくても無理はない。あれが注目されていたのは十年前。君が七歳のときだからね。我輩のレシプロより先に登場した、新型の精霊発動機。それがロータリー式だ。実用化など夢の夢だと思っていたのに……こんなところでお目にかかるとは！　それにしても一体誰だれが。あの夫婦の研究を継げる者など……いや、そう言えば娘が一人いたはずだぞ！　そうか、そういうことなのかぁっ！」

　イーサンは無む邪じや気きな子供のように喜んでいた。

　安全を保証されていた狩りが、対等の敵との死闘へ変わったというのに、まるで恐れていない。

　エステルが今まで出会った中で唯一の、自分以上の変わり者。

　イーサン・カーリン男爵。

　途方もなく天才で、どうしようもなく変人。学問以外は何も出来ない。一人ではネクタイも結べないし、放っておけば何日も食事を取らない。寝るのも忘れる。鏡を見ないのでいつも髭ひげが伸び放題。髪かみもボサボサ。写真を見ても自分の顔だと分からないほど。エステルが身だしなみを整えてやらないと人前には絶対出せない。

　徹てつ底てい的てきに善悪に無頓着。三大欲求も欠落している。

　エステルに押おし倒されているときでも、呆れたことに精霊発動機のことだけを考えていたらしい。

　こんな男、初めてだ。見ていると笑いが込み上げてくる。一緒にいて飽きない。大好き。

　だから、死なせたくない。

　あの赤いレギオンフレームは、アンラ・マンユの防御フィールドを突破する力を持っている。引くべきだ。逃げた方がいい。だって、あいつは危険だから。

「教授。無理をしないで。アンラ・マンユはこの四日間動かしっぱなしなんだから。ああいう意味分かんないのと戦うのは、万全のときに……」

「駄だ目めだエステル君！　今、目の前に、憧あこがれだったロータリー式がいるのだ！　我輩の作ったレシプロ式がどこまで迫せまれるか……否、超こえられるか試すッ！　我輩は今こそ、ロータリー・コンプレックスを克こく服ふくするのである！」

　イーサンは操作レバーを握にぎりしめ、モニターを睨にらみ付けた。

「教授が命賭けると、一緒に乗ってる私の命も懸かっちゃうんですけどぉ」

「それは済まない！」

　エステルは目が点になる。

　人を命がけの舞台に巻き込んで、済まないの一言で終わらせようとするその神経が度しがたい。関わってしまったのが運の尽き。惹ひかれてしまったのがトドメ。

「教授っていつまで経っても男の子ねぇ。仕方ないから付き合うわ」

「では行くぞエステル君！　垂直に立つ！」

　本来の蜘蛛では有り得ない話だが、アンラ・マンユは頭を空に向けて立ち上がった。体を支えている脚は、八本中、後ろの二本だけ。それでも精霊たちが姿勢制御を行なってくれた。

　赤いレギオンフレームが炎ほのおを噴いて降りてくる。エステルはガトリング砲とカノン砲をそれに向け、引き金を引いた。

　――空中では回かい避ひできないでしょ！

　先さき程ほどはカノン砲の弾を撃ち抜かれてしまったが、今度はガトリングも同時斉射だ。

　これで終わってくれればあとが楽。エステルがそう思った矢先、赤いレギオンフレームは機関砲を投げ捨てる。カノン砲弾にぶつけ爆発を誘発させた。

　なるほど。機関砲ではこちらの防御フィールドを貫けないと知り、咄とつ嗟さに盾として使ったのだ。見事な判断力といえる。化け物なのは機体だけでなく中身もらしい。

　しかしガトリングはどう回避するつもりなのか。あれほどの精霊発動機ならば防御フィールドも強力だろうが、三〇ミリを喰らい続ければいつかは穴が空く。まして、このガトリング砲は一秒に百発撃てるのだ。向こうが地上に落ちるまで、およそ五秒。つまり五百発叩たたき込める。ひとたまりもない。

「抜剣、した……？」

　敵は硬質ブレードを抜き放つ。放ってどうしようというのだ。まさか弾を全て弾き飛ばすつもりなのか。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。教授の好きなＳＦ小説やコミックじゃあるまいし――エステルがそう思った矢先。まさかが起きる。

　秒間百発の弾を、一本の剣で全て叩き落としている、らしい。

　らしいと表現したのは、エステルの目では追えないからだ。

　見えるのは、敵レギオンフレームの前で何かが残像のように動き、撃ち出した弾が全て跳はね返されてくるという結果だけ。

　――人間じゃないわ！

　エステルの脳のう細さい胞ぼうが生き残る道を全力で探った。このまま黙だまっていれば死んでしまう。駄目だ。死ぬときは腹上死と決めているのに。

「教授、下がって！」

　叫びながらエステルはシートベルトを外して身を乗り出し、自ら操作レバーに手をかけた。直立したままの機体を強ごう引いんに後退させる。
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　精霊たちは器用にも、後ろ二本の脚だけでエステルの指示を実行した。

　だがアンラ・マンユ全体に激しい震動が走る。

　エステルの体が宙に浮うき、背中を天井に打ち付け、それからすぐに地面に叩き落とされた。

「――っ、ぅう！」

　痛みを我慢しながら体を起こすと、いつの間にかアンラ・マンユが水平に戻もどっていることに気が付いた。

「教授……どうなったの？」

「脚を一本切り落とされた。その衝撃で元の姿勢に戻ったんだ。君がレバーを引いてくれなかったら脚じゃなく胴体を両断されていただろう。ありがとう！」

「どういたしまして」

　やはり想像していたとおりだ。硬質ブレードそのものを防御フィールドで包み、大出力を乗せて振ふり下ろせば、このアンラ・マンユの装甲を防御フィールドもろとも破壊できる。

　それにしても。アンラ・マンユは、全身が超合金マルエージング鋼で出来ているのに、一太刀で切り落とすとは。実際にやられると驚おどろきを通り越して、軽く引く。

　――やれやれだわ。

　エステルは這はいずって自分の椅子に戻ったが、痛みを堪こらえるのが大変だった。まず右足が折れている。打った背中も痛い。目め眩まいもする。

　ＳでもＭでもいけるが、流石に骨折プレイは遠えん慮りよしたい。第一トラウマがある。どうしたって両親を思い出す。

　しかし、イーサンは全く臆していない。まだまだやる気満々だった。

　骨折したことを教えてやれば撤退してくれるだろうか。いやいや、済まないの一言で終わってしまう。イーサンに他人を顧みる神経が一ひと欠片かけらでもあると考えるのは不毛なことだ。

　ならば、敵を倒すしかない。

　脚を一本失ってバランスが悪い。精霊たちが脅おびえて制御が狂い始めている。こんな状況に追い込まれたら、切り札を出すしかなかった。全く気が進まないし、無事で済む保証もない。それでも死ぬよりはマシだろう。

　――教授を勝たせてあげたいし、ね？

　エステルは天井のフタを開け、ヘッドギアを取り出す。

「教授。精霊による制御を中断して、全部私の脳波でやるわ」

「ほう、そんなカラクリまで仕込んでいたのか」

「もしもの時にそなえてね。乙女は男と違って守りも堅実なのよ。さ、教授。勝ちましょう」

「無論だよ、エステル君！」

　エステルはヘッドギアを装着し、精霊たちから機体の制御を剥奪した。

　その瞬間、脳に凄すさまじい量の情報が雪な崩だれ込む。

　まともに生きていれば関かかわることすらないであろう、人外の感覚だ。

　精霊発動機の出力変動。各関節部への負荷。冷却水の温度。油圧。前後左右への加速度。

アクティブレーダーが教えてくれる周囲三百六十度の位置情報。

　接続からほんの数秒でエステルは、神経が焼き切れるような苦痛を味わった。だが、本番はこれから。

「敵の動きが、速すぎるわ！」

　赤いレギオンフレームは、かつて地上にあったどんな物体とも異なる機動をしていた。

　二本の脚を使って移動するところは人間と同じ。

　しかし走らない。

　飛んでいた。

　その脚力により、一度地面を蹴ると、しばらく降りてこない。これが上に向かって飛んでくれたなら狙ねらいやすくて助かるが、敵は地面と水平に飛んでいる。

　初速から最高速。全く視認できない。空気抵てい抗こうで減速し、再加速のため足を着け、再び消え去る。その一いつ瞬しゆんのプロセスだけがカメラにボンヤリと映り込む。

　それでもエステルは敵レギオンフレームの位置を追いかける。加速時に形成されるクレーターが一瞬前まで奴やつがいた場所。カメラとレーダーにわずかに映る軌跡から進行方向を予測し、翼のような排気熱を辿り現時位置を断定。

　存在すると思われる場所を幾いくつかはじき出し、その確率の高さに応じて射撃する。

　銃弾の嵐から敵は飛び出し、あっという間にエステルが感知できない所へ駆け抜けてしまう。

　無論、あれだけの熱量を撒まき散らしながら運動している物体だ。パッシブセンサーがその居場所を捉えている。しかし、センサーからエステルへ情報が流れてくる間に、敵はもう移動していた。

　いつどこから現れても驚かない。奴はどこにでもいるし、どこにもいない。

　まるで量子力学の世界だ。素粒子の如くあちこちを飛び回り、観測するまでは確率でしか測れない。

「おお、何という速さ！　だが我輩を舐なめてもらっては困る！」

　イーサンはレバーを押し込む。その命令に最適な機体の動きを、エステルの大脳皮質が計算する。

　この計算は、エステルの意志とは全く無関係だ。勝手に情報が入力され、脳細胞が酷使され、そして出力される。少し休みたいとか、今は別のことを考えたいと思っても、勝手に割り込まれ数字の奴隷として使われる。

　――頭割れそうよ！

　エステルは自分の頭脳は優ゆう秀しゆうだと自覚している。それでもこの連続計算は人がやるべき仕事ではなかった。計算専用の機械を一刻も早く作るべきだ。毎回これではエステルが壊れてしまう。

　だが、その苦労は唐突に実った。

　イーサンが前進させた先に、あの赤いレギオンフレームがいたのだ。

　しかもアンラ・マンユの顎あごが開き、その体を両側から挟はさみ込んだではないか。

「うっそ！　教授、あいつの動きが見えてたの!?」

「見えてはいない。だが計算した！　この世は全て方程式なのである！」

　自じ慢まんげに言うイーサンを見てエステルは、彼かれが真性の天才だったことを思い出した。

　必死に頑張っていた自分が馬ば鹿かみたいだ。

　結局イーサンから見ればエステルなど小石に過ぎず、いてもいなくても勝手に突き進む。

　出来ることなら、ずっと大切にされる宝石になりたいのだが。

「って、ちょっと待って！　あいつ、どんなパワーしてるのよッ？」

　超合金マルエージング鋼で作られたアンラ・マンユが軋きしみ、悲鳴を上げる。

　敵が力任せに、顎をこじ開けているのだ。

　油圧シリンダー損傷。フレーム歪曲。

　急激に逆方向へと力をかけられたことにより、ダメージは精霊発動機まで伝わってくる。エステルは慌あわててクラッチを切ったが、時すでに遅し。クラッチは摩耗し、ギアが壊れ、精霊発動機の至るところが破損している。

「教授、あいつを振り払――」

　言い終える前に攻こう撃げきが来た。エステルは舌を噛んだが、それすら気にならない。

　全長十五メトロンのアンラ・マンユが、たかがレギオンフレームに蹴り飛ばされ宙を舞まうという現象の前では、あらゆるものが些さ細さいだった。

　落下により物理的な衝撃がコックピットを襲い、折れた右足が最高の激痛を放つ。

　そしてヘッドギアが、エステルの脳へ被ひ害がい報告という鉄の棒を突っ込み、ぐちゃぐちゃにかき回した。

　第一、第二、及び第五、第六、第七脚きやく部ぶ破損。フライホイール亀き裂れつ発生。ショックアブソーバー破裂。精霊発動機、稼か働どう率二十三パーセント。戦せん闘とう続行不可能。

　情報量の増大により、赤ん坊のように知恵熱が出る。タンパク質が煮にえたぎった。

　エステルの脳はパニックを起こし、アンラ・マンユの破損を自分の怪け我がであると判断してしまう。しかし人間には八本の脚あしなどない。ギアボックスもマニホールドも見当たらない。

　四肢と五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの全てが弾け飛んだことにしても、まだ部品が足りない。エステルの脳は痛覚を正常に処理するため、存在しない仮想の手足を作りだし、それを磨すり潰つぶした。

　被害報告は止まることなく、時間と共に増え続けた。

「がっ、ア、ぁ……！」

　エステルの目から粘性の高い涙なみだが漏もれる。口から泡あわを吹ふいた。

「我輩はまだ負けていない。まだアンラ・マンユは戦えるのだ！」

　イーサンがレバーを動かすたび、エステルの脳は何度でも計算する。

　だが、動かない。

　戦闘続行不可能。戦闘続行不可能。戦闘続行不可能。戦闘続行不可能。戦闘続行不可能。

　もうこの機体は鉄の棺かん桶おけ。

　それなのにイーサンは動けと命じる。何度も何度もレバーを倒す。

　与あたえられた命令を実行できず、エステルの頭はエラーを吐はき出す。メモリリークが発生し、自我が塗りつぶされていく。

「お願、い、きょ、うじゅ……やめ、て……もう、わた、し……死んじゃ、う……」

　全身が痙けい攣れんし、失禁し、瞳孔が開き、胃液が逆流し、白いスカートの上にぶちまける。

　それでも流れ込む情報の渦が、エステルに気絶することを許さない。

　今やエステルは、機械に拷ごう問もんされる肉塊に成り果てていた。

　自分が一人の人間なのかアンラ・マンユの部品なのか分からなくなった頃ころ、赤いレギオンフレームが硬こう質しつブレードを構え、突進してくるのを見た。

　――教授が、殺されちゃ、う。

　エステルはわずかに残った自我で、足元のレバーを引いた。




※




　イブが作ったロータリー式精せい霊れい発動機のパワーに、アレックスは途方もないスリルを感じていた。

　一歩踏ふみ込むたびに、内臓が全て口から飛び出しそうな加速がやってくる。

　わずかでもバランスを崩せば転倒して全身がバラバラになるだろう。

　おまけにイブからの無線通信も恐おそろしい。

「いい、お兄ちゃん。それ空冷式だから！　ずっと風受けてないと爆発するから！　一秒以上立ち止まっちゃ駄目だよ！　常に全速力で動き回って！」

「お前、どんな設計してるんだ！」

「だから動かすの嫌いやだったの！」

　そんな事情で、アレックスは一瞬たりとも休むことを許されなかった。

　だがアレックスはやりきった。

　荒れ狂う機体を制御し、蜘く蛛もに肉にく薄はくし致命傷を負わせたのだ。

　あとはトドメを刺さすのみ。

　しかしアレックスは途中でブレーキをかける。

　蜘蛛から白い煙けむりが噴き出し、視界を遮られたのだ。

「煙幕……？　逃にげる気か。いや、それより！」

　敵の狙いに気付いたアレックスは、全力で飛び退のいた。

　同時に煙の向こうで大爆発が発生し、蜘蛛の部品が弾丸のように飛び散った。

　あのまま近づいていたら、アフラ・マズダといえど無事では済まなかっただろう。

「こちらに情報を渡わたさないために自爆か。潔い連中だな」

　煙が晴れた後、そこに蜘蛛の姿はなかった。ただ、原形の分からない鉄くずが散乱しているだけ。

「さて、あとは残った雑魚を掃討する……って、なぜ動かないんだ？」

　今までこれ以上ないほど元気に動き回っていたアフラ・マズダが、急にただの重りに変わり果てた。それどころか精霊発動機そのものが停止しており、少しも反応が返ってこない。

「おい、ムルル。どうしたんだ？」

「ぴぃ……」

　返ってきたのは疲つかれ果てた精霊の声。

「お兄ちゃん！　もう三分経ったんだよ！　逃げて逃げて！」

　無線からイブの声が聞こえる。

　そうだ。この機体は三分しか動かせないと、最初に説明を受けたではないか。

「何とか、あと二十秒だけ動かないのか。いや十秒でいい。戦場のど真ん中で孤こ立りつは格好が悪すぎる！」

「無理だよぉ」

　そうこう言っているうちに、敵のレギオンフレームが近づいてくる。

　さっきまでは蜘蛛とアフラ・マズダの戦闘を遠目に眺ながめていたくせに、こちらが動けないと知るとすぐこれだ。ハゲタカのような連中である。

　敵は銃口をこちらに向け、引き金に手をかける。

　だがアレックスは死の恐きよう怖ふを感じていなかった。

　最後までバシッと決めたかった――そう思っただけ。

　なぜなら、助けが来るのが分かっていたから。

「アレックス、あとは俺おれらに任せておきな！」

　カールからの通信と同時に、空からの射撃で敵レギオンフレーム数機が蜂の巣になった。

　そして十七機のレギオンフレームが降り立ち、アフラ・マズダの壁かべとなる。

　さらに外側からミレーヌ率いる部隊も現れ、敵を挟み撃うちにする。

「重役参戦とはいい気なものですね、カール」

「何言ってやがる。お前の機体が炎を撒き散らして近づけなかったんだよ。そんな火炎放射器だかレギオンフレームだか分からんものに乗るとは、相変わらずクレイジーだな」

「まあ、可愛かわいい妹のプレゼントですから」

　カールたちが駆けつけたことで、アレックスは自分の役目が終わったことを確信した。

「三年ぶりのレギオンフレームは疲れたな……ムルル、カールたちが仕事している間、昼寝でもするか」

「ぴー」

　硝煙の匂においが立ちこめるまっただ中で、アレックスとムルルは本当に眠りについた。




※




　宝石をちりばめたような星空と言うが、ラウドリアの夜は宝石店をひっくり返したような星空だった。

　天の川など、電灯の普及した帝国ではお目にかかれない。

　図鑑でしか見た事のない、色の付いた星空を目にして、エステルは普ふ通つうの乙女のように心を躍らせる。

「ねえ教授。本当に川みたいよ。ロマンチックねぇ」

「済まないが我輩、天文学は専門外なのだ」

「そういうのはどうだっていいのよ。綺麗よねって話」

「ふむ。そうかね。それより落ちないようにしっかり掴まっていたまえ」

　イーサンは一瞬だけ空を見上げたが、無感動に呟き、すぐにスクーターの運転に集中する。ヘッドライトが照らす先は未舗装の荒野の一本道だ。

　アンラ・マンユが自爆する直前、エステルとイーサンは白煙に紛まぎれて脱出した。このスクーターも、いざというときに備えてエステルが積んでいたものだ。

　それにしても、今回は完敗と言うしかない。アンラ・マンユは失われたし、八匹ひきいた精霊で一緒に脱だつ出しゆつできたのはナスとキュウリのみ。エステルは右足を骨折した上、全身くまなく痛い。元気なのはイーサンだけだ。

「しかし、このままラウドリア王国を脱出できたとしても、どうやって帝国に帰ればいいのだろうね？　我輩、旅費の持ち合わせはないのだが」

「あら、大だい丈じよう夫ぶよ教授。スクーターと私の装そう飾しよく品ひんを売れば少しの間は生活費に困らないし、骨折が治ったら体で稼ぐわ。旅費なんてすぐよ」

「おお、流石さすがはエステル君。それにしても、元手がかかるわけでもなく何かが目減りするわけでもないのに金が生まれるとは、まるっきり錬金術のようだな」

「ふふ、そうよ。女の子の体は魔ま法ほうで出来てるんだから」

「それは素晴らしい」

　一番魔法にかかって欲ほしい人には全然効かないんですけどぉ――なんて思いながら、エステルはイーサンの腰こしに回した腕うでに力を込め胸を押しつける。

「ああ、ところでエステル君。ふと気になったんだが、君はそれだけ盛んにやっても妊娠しないね。どういうわけなんだ？」

「それなら簡単よ。私、赤ちゃん産めない体なの」

「ほう。そうなのか」

　自分から聞いておきながら、イーサンはあまり興味がなさそうだった。

　少々悔しくなったエステルは彼の興味を引くため、とっておきのエピソードを語る。

「そうそう。私が小さい頃、お母さんが再婚してね。それで新しいお父さんに私、襲おそわれたのよ。そうしたら、お母さんが嫉妬して私に腹パンかましてくれちゃって。赤ちゃんごとお腹の中ぐちゃぐちゃぁ」

「なるほど、大変だったのだな。両親は牢ろう屋やの中かね？」

「いいえ。二人とも事故に見せかけて殺したわ。保険金ガッポガポで嬉しかったわ」

「君は意外と苦労人なのだな。まあ、しかし保険金があってよかった」

　エステルの負けだ。この話をしても『苦労人』の一言で片付けられるとは。とことん他人に興味がない男だ。

　イーサンが興味を示すのは学術的な成果だけで、それを成した人間を見ようとしない。

　エステルだけに限らず、この世界の誰とも交わらない。

　人が何万人死んでも助かっても、悲しまないし喜ばない。

　――あれ、でも変ね。

　一つだけ矛盾が出てくる。今エステルがこうして生きているのはおかしい。

「教授。私も一つ聞きたいんだけど」

「うん？　何かね」

「脱出するとき、どうして動けない私を助けてくれたの？　教授一人なら、もっと楽に逃げられたのに」

「何だ、そんなことか。決まっているではないか。君を失いたくないからだよ」

「え……えぇ!?」

　不意打ちのような答えに、右足の痛みも吹き飛び、顔が熱くなる。

　急に何を言い出すのだろうか、この人は。

「それってどういう意味ぃ……？」

「どうもこうも、君がいないと我輩は研究を続けられんのだ。いなくなってもらっては困るぞエステル君」

　それはプロポーズにしか聞こえない。男が愛する女へ贈る囁き。

　好きな人にこんなことを言われたら、誰だって嬉うれしくなってしまう。

　だがエステルは知っている。彼に恋れん愛あい感情なんて存在しない。多分、恋する機能が初めから備わっていない。

　自分が歪んでいるのはきっと幼少時の体験のせいだろうが、このイーサンはもっと根本的なところから狂っている。

　人間と道具の区別がついていないのだから。

　しかし、それでも。

　ずっとそばに置きたい道具なんてそんなにないはずで。その一つに自分が数えられたのはきっと凄すごいこと。

　――私は教授にとって特別。

　骨折して、全身すり傷だらけになって。嘔おう吐とと失禁なんて女の子として表を歩けないくらいの醜しゆう態たいを晒ｓらして。だけど、そうして良かったと心から思った。

　この天の川の下をイーサンと一いつ緒しよに走れる女の子は、世界で自分一人だけなのだから。
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エピローグ







　ラウドリア王国における合衆国と帝てい国こくの戦いは、結局、どちらも勝利を掴むことなく終わりを迎むかえた。

　誰だれ一人ひとりとして想定していなかった第三勢力。

　その立役者たるアレックス・ベイリアルという男。

　合衆国政府は、ようやく彼の恐ろしさを認にん識しきしたらしい。

　なぜ自分たちも帝国も、リキッドを手に入れることなく撤てつ退たいに陥ったのか。それを分ぶん析せきするうちに浮かび上がる、芸術的なまでの偽情デイスインフ報オメーシヨン工作の数々。

　ＣＩＢの上層部は色めき立っていた。

　アレックスの計略を止めるどころか、察知することすら出来なかった自分たちの醜態は、大統領の目にどう映るのか。それを考えただけで夜も眠れないらしい。

　だからこそ、エリンの査問は早々に終わったのだ。

　利用されただけの小こ娘むすめに構っていられるほど、ＣＩＢも軍部も暇ひまではない。

　そう。エリンはアレックスの共犯者ではなく、駒だった。それも使い捨ての駒なのだ。

　しかし、勝負とはそういうもの。

　あのとき自分とアレックスがしていたのは男女の恋愛ではなく、ビジネスマンとしての戦いだった。

　負けた。完膚無きまでに。

　だが、ビジネスでの戦いは、負けたからといって命までは失わない。

　生きていれば、たとえ無一文になったとしても、起死回生の可能性は消えないのだ。

「エリンくん。急で悪いが、君は明日から経理部に転属になったよ」

　その辞令を受け取ると同時に、退職願を叩き付ける。

　今の自分は、リキッド業界でアレックスに勝てない。

　ハルバートという後うしろ盾だてがあっても――否、ハルバートだから勝てないのだ。

　それどころか、ＣＩＢや軍部ですら彼に翻弄されていたではないか。

　ならば、まずはリキッド以外の世界で力をつけよう。

　別にリキッドだけが金を生むという訳ではないのだ。

　同じ資源採さい掘くつでも、ダイヤモンドや各種金属だって需じゆ要ようがある。保険や金きん融ゆう業界だって強い。最近は映画産業も成長著しい。

　なにも、アレックスという怪かい物ぶつと同じ土俵で勝負しなくてもいい。

　エリンが十分な金と力を掴つかんでから、もう一度。

　今度こそ、負けない。ＲＯＬを潰す。彼を手に入れる。

　――待っていなさいアレックス。あなたは私のものなんだから！




※




　ついこの前まで地方の村に押し込められていたハリエット・ラウドリアは、いつの間にか女王陛下と呼ばれる身分になっていた。

　駆け抜ぬけている間は死にもの狂いで考える暇もなかったが、戴たい冠かん式しきを終えて三日も経つと、本当に自分でいいのだろうかと思ってしまう。

「ずっとアレックスたちに世話になりっぱなしだし。王になっても実務的なことは宰相がやってしまう。身の回りの世話はメアリがやってくれるし。妾わらわがいなくても国は動くではないか」

　ハリエットは私室でクッションを抱きかかえながら愚痴っていた。

　その対面に座るアレックスは、ティーカップを持ったまま微笑ほほえんだ。

「おや？　ハリエット陛下は独裁者になりたかったのですか？」

「いや、そういうわけではないが……簒さん奪だつだ、第三勢力だと大騒ぎしたのは妾なのに、今に至るも人任せというのはどうなのじゃ？」

「陛下に文句を言う者がいなければ、それでいいのですよ。第一、陛下が声を上げたからこそ、この国から帝国と合衆国が一掃されたのです。方針を決めるという大仕事をなさったではありませんか」

「うーん、そういうものかなぁ？」

　ハリエットは可愛らしく小首をかしげる。

　一国の王になったのに、そういうところはまるで同じ。

　メアリが熱を上げるのも無理はない。

「まず破は壊かいされた街や橋などの復旧だろ。戦死者の家族への補償だろ。薬物依い存そん症しようになった者たちの治療だろ。あとは、えーっと……」

「私としては、王おう侯こう貴族と議会の権限を明確にしておくべきだと思いますね。どちらも対等というのでは、いつかまた混乱が起きますよ。いっそ貴族制を廃止し、議会に国政の全権を与え、国王はそれを承認するだけにするか。それとも、議会はあくまで勧告機関とし、国王と貴族が全すべてを決めるか」

「アレックスはどっちがいいと思う？」

　ハリエットはいつもと同じように、何気ない口調で聞いてきた。

　しかしアレックスは答えない。

「ハリエット陛下。お言葉ですが、私は一いつ介かいのビジネスマンに過ぎません」

　この少女を王座につける。自分はその手伝いをしただけ。王権を手にした以上、あとはハリエットが決めることだ。ラウドリアの人間ではないアレックスは、この国の未来に責任を持たない。持ってはならない。

「……そうじゃったな。あとは妾たちが決めること。どうもお主に頼る癖が付いてしまった。済まぬ、許してくれ」

　幼い女王はペコリと頭を下げた。

　この素す直なおさとは裏腹に、芯は鋼のように強いのだから、将来が楽しみというものだ。

「まあ、人の意見に耳を傾けることが出来るというのはいいことです。しかし私はこの国の人間ではありませんし、政治の専門家でもありませんから。金とリキッドの相談ならいつでも乗りますよ」

「おお、それは頼もしいな！　出来ることならアレックスたちには、いつまでもこの国に残ってもらいたいのじゃが……」

「ありがたいお言葉です。ですが、流石さすがにいつまでも、というわけにはいきませんね」

　するとハリエットは本当に残念そうな顔をする。

　誰だれかに必要とされるのは嬉しいことだ。それが麗しい女王様となれば尚なお更さらである。頑張った甲斐もあるというもの。

「ルーメシア王国に帰るのか？」

「そうですね。一度帰ります。もともとルーメシアにレギオンフレームを持っていく途中だったので……十機中、六機も壊こわしてしまいました。何と言い訳しようか今から頭が痛いですよ」

　ピカピカの新品で届けるはずだったのに、半壊と全壊の中古品になってしまった。

　シャロン姫ひめはおそらく、三日くらい口を利いてくれないだろう。

　こればっかりはアレックスに非があるので、誠心誠意、謝るしかないのだ。

「じゃが、ラウドリア王国のせいで壊れたのじゃ。悪いのはアレックスではなく、妾のほうではないか……そうじゃ！　妾も一緒にルーメシア王国に行くというのはどうだ？　真っ先に支し援えんしてくれた礼もしなければいけないし。単純にシャロン姫に会ってみたい」

　ハリエットは目を輝かがやかせ、身を乗り出した。

　その姿にアレックスは笑うしかない。

「海外旅行のいい口実を思いつきましたね」

「べ、別に遊びに行くのではないぞ！　公務としての訪問じゃ。な、いいだろ？」

「私に言われても。陛下は女王なのですから、宰相たちと相談して決めて下さい」

「そうかぁ……頑張って説得しないと……」

　ハリエットは腕を組んで唸うなる。

　その姿は、どうにかして友達の家にお泊とまり許可を得ようとしている子供に見えた。

　というより、本質を突けば、それ以外の何物でもないのだろう。

「ま、話がまとまったら教えて下さい。シャロン姫には私から話をつけますから」

「うむ……しかし大丈夫かなぁ……逆にあっさり頷かれたら、それはそれで妾がいらないみたいで嫌じゃし……うーん」

　悩める女王を眺めながら、アレックスはソファーの背もたれに全体重を預け、天井を仰いだ。

　ああ、それにしても、今回は本当に疲れた。その場のノリで戦争に首を突っ込むのは、もう二度としないとアレックスは固く誓う。

　いっそこのまま一ヶ月くらいは何もせず休んでいたい。

　だが、この国におけるアレックスの本当の目的は、リキッドを掘ほることだ。その意味で行けば、まだ仕事は始まってすらいない。

　フレディ・ブライアーズとも協議し、ラウドリア王国における利権をどう分け合うか決める必要がある。合衆国と帝国が手出しできぬよう、防衛体制も構築する。

　そのほかにも地質調査やら、採掘機の確保。作業員の求人を出し……いっそ大規模な精製施し設せつを造って、この国を一大コンビナートにしてしまおうか。いい加減、リキッド専用のタンカーも欲しい。樽たるに詰つめて輸送船で送っていたのでは、無む駄だが多すぎる。

　やることは無限にあるのだ。

　アレックス・ベイリアルはまだまだ休めそうになかった。







あとがき







　明けましておめでとうございます。二〇一五年最初の一冊、新米社長のパーフェクトゲーム二巻です。




　このあとがきというものは毎回毎回なにを書こうか悩むわけですが、今回も特に書くことがなく、すでに一太郎を開いてから三十分が経過しています。

　しかも恐ろしいことに今回は四ページ書けというお達しが。

　インクの無駄なんで白紙にしたらいいじゃないですか。もしくは広告を載せるとか。

　最近の出来事でも書いてみようかとも思ったんですが、これといって面白いこともないわけです。

　強いて言うなら、遂に編集のＮさんにラーメンをご馳ち走そうになったことでしょうか。

　デビュー作のあとがきにも書きましたが、編集Ｎさんは初めての打ち合わせのとき、

「何食べたいですか？」

　と私に聞いてきました。そこで私は、

「ラーメン！　東京のラーメンが食べたいです！」

　とワクワクしながら答えたわけです。

　そして優しいＮさんは私に肉定食をご馳走してくれました。その瞬しゆん間かん、私は新人作家と編集様の力関係を思い知らされたわけです。

　しかし十四冊目を目前に控ひかえた私にＮさんは遂に言いました。

「ラーメン食べに行きましょう」

　うわーい、やったーやったー。

　ワンタン麺のお店だ、いえーい！

　うひょひょひょ！

　というわけで皆さん、ＨＪ文庫で十四冊出すとラーメンを奢おごってもらえます。ＨＪ文庫からのデビューを考えている人は覚えておいて下さい。

　ちなみにその日、私からラーメンを食べたいと言ったわけではなく、Ｎさんがラーメン食べたかっただけです。

　なんてことを書いてもまだ二ページですよ。あとがきというのは本当に大変な作業です。

　あとがき専用のゴーストライターが欲しい。




　ではちょっとだけ本編の話でもしてみましょう。

　アレックスくんは今回、いよいよ本格的な戦争に介入します。

　それで敵の装甲車を破壊するために燃料タンクに小麦粉を入れるシーンがあるのですが、これはもともと小麦粉ではなく乾燥ワカメでした。

　その膨ぼう張ちよう力りよくにおいて乾燥ワカメは他の追つい随ずいを許さず、入手の容易さから言っても優れた兵器です。燃料タンクに入れられたくない物ナンバー１です。

　ところがＮさんには乾燥ワカメの威力が伝わらなかったらしく、ボツになってしまいました。非常に残念です。

　Ｎさんはもう少し乾燥ワカメに対するリテラシーを磨みがいて下さい。




　おや、乾燥ワカメの話でだいぶ文字数が稼げましたね。

　今回も無事にあとがきが書き上がりそうです。良かった良かった。




　何だかんだと言いましたが、今回も編集Ｎさんにはお世話になりました。私の駄文が本になって出版されるのはあなたのお陰かげです。これからもよろしくお願いします。

　そしてイラストレーターの黒くろ衛えもんさんは一巻に引き続き美しい絵を描いてくださり、ありがとうございました。エステルの『清楚系淫いん乱らん一途クソビッチ淑しゆく女じよ痴ち女じよな恋する乙女』という無茶なキャラを見事に表現したあなたは天才です。

　そしてこの本を手にとって下さった全ての方々に感謝です。

　では三巻があったら、またお会いしましょう！
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